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時 の r::::::II 葉

建築士法に基 < 1 級及ぴ 2 級建築士の無考査及び考査

による選考の結果が日月か』こなった。その結果に関して色

々な見方がゐる様である。選考の基準が甘過ぎたと云う

人色多L 、。選考基準が決定される前には、出来るにけ基

準を緩和しようとする運動が感であった。そして大多数

の人が合絡してしまえば甘過ぎたと考えられるのであ

る。何れの見方にも当然の理がゐる。何しろ今日迄無資

格で営業できたのだから、レわば既得権として選考が甘

レのは当然"t: との論も成立する し、 またこんなに甘い合

格率では、法的資格は有名無実であるとも云える。何れ

問題は将来 lこ残されたのでゐる。

既に合絡した人々の中には、 その資絡にふさわしい実

力をこれから再び君臨わねばならぬ人々もある 。だろう。

X 今回の選考と今後の試験の程度を如何にするかの問題

もある。更に多年今回の法律に云う建築士でな〈欧米風

の定義による建築士の資絡を法制化しようとじて努力し

て来た人々にとっては、庇を貸し・て母屋をzとられた感会

抱かぎるを得す¥建築士法は羊: o J i 狗肉でゐると感ぜられ

るの色当然である。ｾの意味の建築士の筒還はやは ｢ 後

へ残ったのである。
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建 築- 材 料 と 設 計

製図板に日jって鉛筆を馳らせ、様々な建築の計

部jや、形滋ヵ: 識かれて行く時、設計者の頭の中に

は、常 に之 れに使用される材料が、意識的に又ｾ

ｾ官接的に、設計の基礎となって廻 転する 。

習作の湯合は知らず、荷も実際の建築に従事す

る者には、建築材糾の乱念を抜きに して設計は出

来得却炉。建築の設計の基本には、全体の計iltlJ の

商白 さ、使用の使、内外観の美 しき、構造の巧妙

さ、等々極々あるが 、建築材斜 を 如何に巧にｾ使

す るかと云う＼ｬ ｨＨ ＧｴＺ 、ｾ， Ｑ でも最も貫主さな事であると

思 う。

利久や遠少，，'の茶席を見ても、英の美しさは簡単

な建築用材や、その時代の他の資材を巧妙に使っ

てるる処に設計の手法の巧妙さ庁、続われる。

欧州の古い建築を見ても優れた建築家の設計に

なったものは、総: て資材の性質を知悉 し、 適材を

適所に生かして使ってある処にその勝れた校側が

曜日れて回- る。

u嘆 は5e来その国の風土気候に適合するものが

必要であると同時に、その材料は本来その圏、そ

の土地に於て得られるものでまbる選手が原則である

と思号。そして、その特徴を生かして巧に使用す

る処に、その園、その民族の建築が生れる。

我国の木材の木肌の麗 しさ は他国に比類を見な

い。ころして日本家屋の木味を1t し、紅白や杢目

を吟味する白木建築が生れる。木味の悪い欧米の

建築では之れを有jj 正する為めに塗料が使われるの

可E塗装材料が与を達して居る。 斯 くして民放の建築

はその国土の持つ建築資材がその機式を支配す

る。

科学の発達は我々に種々の建築資材を与えて呉

れる。天然材料を使って居た木造、石造の時代の

後に、所詞ア イア γ ェー ジが生れた。そ してセメ

ゾ ト工業の発迭は、鉄筋コ γ クリート の時代に推

移した。

次tこ来るものは化学の発達による新しい建築資

材の時代であろ号。そしてプラスチ ック はその先

駆をなしてた; る。 此等の新しい材料の出現は、新

時代の新様式を生んで行くに速いない。

近代の建築は次第に複雑化 して行き、所謂建築

竹 腰 健 造

資材として1止に出るものも数百、数千を以て数え

られる。そ して此等材新の性質、特徴を知って、

適材を適所に使用せねばならない。

我 々は殆ど毎日のように新しい建築材料の出現

を知らされる。然し新しい建築資材は余程注意潔

くその性担を秩討 し、使用域所を考えて行かぬと

思わぬ失敗をする。 今日初当な建築物で立派な外

践を備えながら、外装材料の使用法を誤ったため

に危険を感ずるも のを問介見受ける。

若い建築士は新しい材糾の使井拘こ誠に沼教であ

る。然し1止の中で総てのものが受注であるぎが少

いように廷諜資材でも完全なものは少し、。使用後

長い年月 の聞に種々の;訣陥が出て来て、大きな失

敗に 終る ｾ ￇｩｬ［ 多し、。こう云 Ｔ 苦 い経倹 を持つＺ佳 、

新しい資材に対して疑念を持ち、使対j をお路. する

事になり易いものだ。

文明治礎逮 し 111の申請噛維になる・窪建築資材

の数も僧じて行く。 此の数え難い: 径の裕材の種

類、名車部を知る丈でも我々にとって王子; 誌の業では

ない。然し是れを多 く知る程材料を生かした新し

Ｂ ， ｾ巧妙 な設計を試みる ｩ ￬ｅ力 が増す事になる。

私は大学: を出ると直に外国に行き、建築の学生

金活から外国での設計司君主所に入札帰国後に実

務についた。

帰国後、実際(7)E! : 築に拡って最も閤婚を感じ. >( ‘

のは、自分の国の材料の名称を知 らぬ事と、 建 築

資を知らぬ事で あった。 例を木材にとって見ても

世の中に使われて尻る材木の種類、大さ、11. 丈で

も大学時代に習った簡単なもの丈の知識では役に

立たない。外国の木材の名前など知って足; ても何

の用をもなさなし、。

大体の建築費や資材の価絡を知 らぬと大阪のよ

ろな実利主義の土地では至lj 底建築士としての価値

は認められなし、。足懸 5 年の外国生活は結局は無

駄であった様に思われて綾念にさえ思われ、止tの

材料に対する知識と建築費に関する知識を取返す

迄には非常な努力が必要であった。そして材糾の

知識なしでは、社界に出ての建築 の設計は不可能

である事を泌々と感じたものであった。

〈筆者本協会会長 ・竹股建築事毒事所長〉



重量カのあるアス 7 7 ル ト タ イ ル

アスフアルトタイルの誕生

「アスフアルト に治色が出来たら一一それは前世記以

来の長い夢l : : あった。アスフアル ト時 搬 用 と し て 使 用

され出したのは、ずし、分昔の事で、今日に至ってすら未

だアスフアル トに代る良い材籾カ事見されて居ない。い

やむしろ、アスフアルトの性質が余りにも舗装用に適し

て居る為め敢て住替品を求める必要がなかったのだと言

った方カ現実であろう。それ程までにアス 7 7 ) 1- )・と舗

装とは苦震いつながりを持って府るにも拘らず、ただ一つ

の例外的な欠点一一アスフアルトが無いといｾｾの為め

に室内命f J 床用としてはあまり顧みられなかうた。

だが科学の力はI紛争直前つひにこの難問題を克服し

た。アスフアルトの着色に成功したのでるる。原色を十

分に生かした B¥ack ( 黒工 Br own ( 絹〉を始め、燃え

るやうな ｒ･ ｾ ｜ ( 紅〉、自の覚めるやうな Gr een 仁絵〉、

Bl ue ( 碧〉、鮮やかな Pi nk，Yel l ow 等ららゆる色が自

在にそして鮮明に出るようになった。然もアスフアルト

が持つあの独特な重厚な感じのヲjl 力性は少しも失われて

居ない。こ の前色したアスフアル トを主原料にして

Asbest os ( 石綿〉や樹脂及増強烈を配して完成したの

がアスフアルト F イルで・ある。そしてまたたく聞に大流

行となって、現在では床張り frj !l イルの8) %迄はこのア

ス 7 アルトタイルに強り替えられて了ってゐる。そして

後りの僅か2 0 %がプラス矢イツグタイル ζ 塩化ピニール

によるピユタイル等〉以下によってま買われてゐるに過ぎ

ない。

我園に於 lt るアスフアルトタイルの現扶

日本に於ける7 スフア) 1- トタイル研究の歴史は、米国

に比ペてもさほど新しいものではなし、。然 Uf ! 4争の為め

に研究が中;新 されて未完成のままに終って了った。そし

て終戦後間もなくその研究がf写燃したまたま米軍のt中

継基地建設計凶に呼応して遂に之を完成すると共に試作

の械を脱し、 大盆の納入に成功するに至ったものであ

る。現在までのと ζ ろでは余り市阪に姿をみせて居なか

ったが、特需もー段落した模様なので今後は市中に於て

も可成り活設な荷動きがみられるものと恩わ才L 既に東

京を中心として各地方へも進出の;i is iJ;.見えてゐる。色は

筏級入りと無地ものを併せると数十嵐に及んで居り 、如

何なる部屋にも -<' : 1 チした感じの良いものが自由に得ら

れる。プム F イル、リノリユームタイル等に比ベて価絡

も安〈、素人でも簡単に施工出来るので極めて経済的で

ある。米国では、下掲所安材斜の算出方法で各個人が一

式買入れ、夫々家庭で施工すてる のが ｩ 直 ｾｾ になってゐる佼

笠 原 梯 治 郎

だ。隠さは普通%吋で稀に % 吋 といふのがるるが、 一

般には必裂がない。寸法は 12 吋角が最も多〈 、施工す

るに も便利であるが、極〈小さい室等の為めに 9吋角と

か 6吋角というのもある。そして現在市中にあるものの

重な特授をひろってみると次のようでるる。

a. 強視で耐久力が浅い

従来のリノ リウムタイル英の他ー殺事il 性床材に比.

ベて摩将や破損が少なし、。

b. 防水、防湿性が大である。

アスフアル トであるからマグネシヤセ メゾトを{ J e'

mした床材のよろに汗をかくことがなく、食堂や調.

理場などには理想的である。

c. 耐 火 性

As bestos を多盆に配合してあり、またアス 7 ア

ル ト、 樹脂類等も完全に化学的処理が為されて居る

ので火に対 して安全である。

､ Ｎ 対薬 ｮ Ｇｔ ｊｾ 金

E妻、アルカリ、塩類等にも絶対安全である。

大尺ぷi上のやろで、米国製品に比べて少しも劣って居

らなし、。

I λ フアルトタイルの施工法

1. 床 下 地

イ、木造床下地

A.  15示板は槍材又は倫材を用い! 享 6分以上のも

の十分乾嫁せるものとしサネ ハギ又は相

決りとする。

B . 床板の上にアス 7 アルトセメゾトを成るべ

〈薄〈全国に塗布しアースフアルトフ ェルト

を貼付 し、24時間後 F イル貼付施工を行う。

ロ、ョ γ クリ 戸ト下均

コ: / ! ' リート下tl !l にセメ γ トモルタル 1: 3 を厚

2 c mに水切勾配を付し;不陸な く仕上げをなすも

のとする。仕上セ メゾトモルタルが十分離呆し

たら英の表面を消一掃し、ア ス7 アル トプライマ

ーを刷毛又はスプレ} の類にて斑なく塗布する

ものとする。此の場合タイルの貼刊はプライマ

ーの完全乾燥( 24時間〉後施工するも のとする。

2.  施工準備

イ、施工個所〈室〉の中心点をチヨ戸グ の類にて表示

しF イル割出表に従い中心より 11闘利治付ける。

ロ、室内温度は施工時常時 2i FC以上に保つこと。

3. 貼付施工

イ、貼付宵1] の塗付

3  



アスフアルトセメ ν トを施工面下地の上に成る

べく簿〈 平均に塗布する。

官、 F イJ t.- の貼付

アスフアルトセメゾト慾布後30分~ω 分経過後 '

中心点チヨ戸グ線に沿ひ最初のニ列のアス 7 ア

ルトJ r - 1 ルを互に直角に張り、最初のー列から

壁際の最後の タイル迄恰 もピラ ミット型のま日〈

貼上げる。壁際狭寸タイ ルは長後の列の タイル

の上に切断すペき タイルを正確に重ね、更に別

の タイ)¥. :を此の上に重ね英の一端を墜に当 て定

規と して線を引き正確に切断する。 タイルはナ

イ7 叉ほハサミの類にて深〈 切込む如〈 線を付

し切込に沿って割lる。

4. 仕 上

イ、ふみ図め

アス7 アルト タイ ル貼付施工直後足の圧力によ

り万辺なくふみ固めを行う。

d 、施工完了後温水又は石白金混液を以て塵挨を消試

し十分乾燥後ポリッシユワツ F スを塗り仕上げ

を行う。

アスフアルトタイルー卒面坪所要材料

アスフア ルト プライマ ー1縫1 . 3 立入川 / 2 0 = 0. 9.立

アスフアル トセメゾ ト1縫5g al入 x 1/ 10 = 0. 5gal 

7 スヴアル トタイル12" x  12".  .. 36吹又は9" X 9ι . 64投

輸送の際破損及傷物を見込み多少 F イノL の枚数にゆと

句をつけること。

ボ三 〆 - 1こ特別のものを張るときはタイル所盆吹数の

ユ%余を必要とする。

タイルの吹数のゆとりの見方

100py. 未 満 の と き 約14 %加算

1∞坪- 2ラO坪のとき約10 % 1/ 

250坪- 1000均'の とき約7 % グ

現場の出揃入阪英他に依 り加算率は34る。

アスフアルトタイル鼠験規格

u. S  F ed. Spec.  'SS - T - 306a 

. A. 寸 法 タイルは縦横の方向に於て 12ィγ チにつ

き土1 / 64，イ Y チの公差以内でなければならない。

. 8. 厚 さ タイルの厚さはきめられた厚さに於て1 ( 8

ィγ チ1 /
16

イゾチ1 / 会イ γ チ土0. 005イゾチの公差以

内でなければならない。

<::. 25度C に鈴¥1' る凹み試験 0. 25イゾチの直径の球形

又は半球形の先端の棒で30ポγ ドの荷重をかけた場

合次の凹みを示さねばならない。

4  

1/ 8 イソチ及び 8 /
16

イγ
チの タイルの場合 1分後O.

∞7イゾチ以上0. 020イγ チ以下でなければならない

1/ 8吋ゾチ及び8
U 6

イゾ チの F イルの場合10分後第1

表に於て示される 1 分後の凹みに相当する値以上で

あってはならなし、。

仁第 1 表〉

記 録 さ れ た 11 0 分 後 のH記 録 さ れ た [1 0 7f ー主主の

」丘笠2旦立民五ヰ且1 J . μ 丘差2旦土|生本主且立

0. 00'1吋 0. 0114吋11 0 0 1州 I O. ω四 吋

O. ∞8  1  O. 0127 11 O. 015 1  O. ωH  

O.  009 1  O. 0140 11 O. 016 1  O. ω215 

0. 010 1  0. 0153 11  0. 017 1  O. ω37 

0. 011 I  0. 0166 11 0. 018 I  O.  0248 

0. 012 1  0. 0178 11 0. 019 1  0. 0259 

0. 013 I  O. 0190 11 0. 020 1  O. ω7 0  

1/ 4，イ γ チの F イル の場合 1分の後O. ∞9イゾチ以上

0. 020ィγ チ以下でなければならない。

1/ 4，イゾチの タイル に対 し10分後第2表に於て示 され

る1分後の凹みに相当する値以上であってはならない。

仁第 2 表〉

記 録 さ れ た11 0 分 後 明 記 録 き げ 王11τ ヲF 後 l の

」主笠旦旦丘!生ヰヰ止といえ丞O LllJえ|主主..2!1主

0. 010  0. 016 0. 0228 

0. 011 I  0. 0170 11 0. 017  I  0. 0240  

- 一 一 一 一0. 012 1  0. 0182  11 O. 018 1  O. 02[;1 

一 一 一 一 一 一0. OJ 3 1  0. 0194 11  0. 019 1  0. 0262  

- ーーー一一一一一ーーーーーートーーーーーー- - 一一ーーーー- J j 一一一ー一一目白『ー一一一一ーーー l 一一ーーーーーー一ー一ー一一一ー一

0 014 1  O.  0205  11  O.  0宮o 1  0. 0276 

何度C に除ける凹み 46C度に於て悶じ荷君主をかけ

た場合厚さ 1 / 8 イゾチ8/
1 6

イγ
チの場合(¥033ィγ チ

以上1/ 4， 4 : /チの場合0. 045イゾチ以上であってはな

らなし、。

D. 衝 撃 試 験 25度C に於て6イγ チx 6イゾチの大き

さの試J験片を直径 5 イゾ チの円周上に等間隔に置い

た3ケの直径1ィγ チの鏑球の上に采せその中心に厚

ｾ ＱＯ Ｘ イ ｙ チのタイルに対 し ては直径 Ｑ イゾチ重量 ＺＰ Ｎ

143ポゾド士0: 002ポゾドの鋒明iを 4l f イゾチの高さ

から厚さ 1/ 会イ ゾチ、3/ 16
イゾチのヲィルに対 して

はO. ∞350ポゾ ド土0. 005ポゾドの荷宝石: を失:々 6イゾ 。

チ及び 4lf ィγ チの高さから港下 した渇合割れたり

亀裂が入ったりしてはならない。

E.  曲 げ 試 験 2ィγ チ幅のイゾチ長さの試験片を3ィ

ゾチの間隔で支へその中心に 1 / 4 イゾチ、3 / 1 6 イγ

チ、 1 / 8 イY チのタイルに対し失: 々最少 10ポY ド、

6メポゾド、 3ポY ドの荷重に対し縦横の方向に対 し

折れる事なしに耐へねばならない。

叉折れるかすべり落ちる時の援みは 1 / 8 イゾチ反び

1/ 1 6インチに対 し0. 4 ィγ チ以下 1 /会イゾチに対 し

O.  2イゾチ以下であってはならない。

F. 反 リ試 験 9ィγ チ x 9 イY チの試験片を 120時間

4 %乃至S% の湿気のある石灰石の上に采せた時0. 03

イゾチ以上の反りがあってはならない。

く筆者 回島応用イロ株式会社大阪出張所主任コ



ゴムタイル、ゴムマットの使用法

プムタイル、プムマッ トの特質は床敷物として装飾、

防向、衛生、耐久力の大、足触快適の部点が路げられる

が叉欠点としては軟に過ぎれば延び、磁に過ぎればその

{illi 慌を減じ、床地の条件惑ければ浮脱する恐れがある。

然し! l t の欠点はその使用の場所の設計と施工の慎買に依

り充分カバ ー出来る。

A  ゴムマット、ゴムタイル使用の殴計に関する者慮

設計の ｩ お合充分なる円也の防湿の考慮Ｚ針必 ｾｾＧＰｾ る。

プムマット、ゴムタイノレ、仮にリノリュウムにしても総

て何等かの接前淘j を使fl ] してj出るのであるが、日本に於

いては現在斯る接lf 剤中、下t t !rの湿気に対して充分民力

なものは一目. もないo ' O' i ( に施工前又はぬ工後起り得る下

地の; 湿気の子防には万全をJ切さねばならない。 C似し完

全桜前後手入の為の表面水抗き等は思仰ない。コ ff.) 下地

床而はモルタルと木造とにメ訓され、例外として船室の

虫11 < 鉄板下地等 もある。

例えばある山手の斜匝iの室長・4争・の部堂にー尺灼ゴムタ イ

ルを貼りました処完成直後は良好であったが後に山手よ

り靴下する地下水仁木建造仏には地階なし〉の Ｑ ｾ［Ｚ 留によ

り漸次接iFt分i殺した。叉木造む諜で一階木閑也く地階な

し〉にプムマット Ｎを ｊｾｾ った処く止 じ のＢ，Ａｬ￰ ｉｉＧｉ ［ｴ元湿 ｴｴｬｬ をＺ弓 ｊ 立

てた土地の床下換気装置の不j込及び床院の不足の為漸次

木床地に苦手気を吸牧し伝匂の激しさと共に分縦した例も

ある。良好な例としては心斎橋大丸百貨ｉ￫Ｎ Ｍ ｾもの如く地

階あるも尚一階コ γ クリー ト下士111の上に更に木床を設け

ゴム F イルを接指した場合である。

最も主安定T良好なのけ中Z 1 :i長充分なる木であるが、木床は

板のソリを充分考慮: に入れなければならない。又炉室等

に於ては大概デッキコゾポジシヨゾを塗るが鉄板の上に

直に接泊する場合' : l : プム糊自体の乾燥を妨げる場合があ

る。又鉄板上に何等かの下tl ! l を作る場合でも床妄にスチ

ー ムパイフ・等過熱物を設置する場今はｾＩ｝黙をしなければ

ゴムマット、プムタイルが膨脹する。

1111111111111111111111: 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I :lillllillllllllllllll l  

P ヘ 責 任 施 工

ｾＶＨ 穣ゴム床材
棲物産株式会社大阪支庖

大阪市東区備後 Ｚ ｮｲ 三丁目凶訴ｾｴｉＡ

電話船場 1437・1438・4631・5767

片 山 清

B  建築の現場に就いて

設計は充分考慮されて尻るが現場技術者に於て工事者主

急ぐ為モルタ ル下地が未乾煉の上に貼方を強袈される場

合が岱: ・々 あるの特にコ γ グリートの床簡を充分注意して

水平に童会り立てる惑も大切である。凹凸があれば完成後

rnr部はどうしても平〈傷む。

C  建造物の種類に依るゴムマット、ゴムタイルの硬

度及び厚みに就いて。

プ ι マツ。トに於ては特にプム夜、限度巨Iみ等を歩行証

と考え合わせねばならない。歩行盆が大きいｾ寺に限 Ｑ 度が

低いと延びがI. B る。派し硬度が91 くても厚みが大である

程延びのヰ' は小になる。出入口、階段( ; t 特に硬度に考慮

を事号する。

プムタイルはー米角{ 昔、がj設大の大きさで、限度は90)]t

fなでマッ トと比較すれば足感触が硬く感じられる。又デ

サ. イゾも市総似しか出* ない。

桜物P笠松司会位のプム マットは巾 1 う? と、長さ最大12) ミ

迄で- tj { の板に種々 のデサイ γ が出来る。施工の際の切

彼でなくープレスであるから浮沈がなく 、 剣駁れる［ｲ ｾｊｊＺ が

ない。歩行品・の少ないホテル、廊下、病 院、 クラプ、応

援室、 会議室23 に良好なる好」誌を上げる。

D  施工後使用に留意すべき事項

最も吸うものは砂利である。形利塁手がゴムのヰi に喰込

めばf中々取れないし、叉表聞を傷つける。洗湯張3 ' r 二作業

中は出米得ればそのヱ: キ場を仙の作業背の入場を防ぐ。

E  保全と手入法

手入法はｾくしぼったモップ叉は惟［布にてふくか、

乾布巾をかける。すると増々光沢を憎し! 車挨も附i汗しな

い。古J1物の使用は? 築物で誤って之をイ叫目すると塵挨が間

箭して之を耳元除〈事困難であり、又又ーのゴム伎の光沢宏

損する。

特に汚れた域合は石鹸水 、 アルコ 戸 ｽｌＭ宅ｾで拭きとる。

それて取れない! 時はテレヒ. :/jU! 又はガソリ ν を布にした

し堅くしぼって経〈主主い取るが此の際徐立しなければな

らぬ"Hはヵ・ソ リゾに依りコソ、位の表面iが侵されるから 、

拭ったゴムの表lui が充分乾燥して〈一日杭放置する〉乾

布巾をかけ又光沢を出す。

叉、 ヒ- ! I 戸を耳取互F附! ト付. f ( けする場合はヒ 戸F 戸をプムマツ ト

聞より高めに置〈王攻i主!

C'"築恋者 桜物産株式会祉大阪支庖3扮目j戯務〉

5  



ゴ ム タ イ ル に 就 い て

床仕上材としてのプムタイルの優秀注は、戦前既に広

〈認識されて民- たところでるる。然し目撃が変勃発後間

もなく、プム等使用制限令によ ってその製造は停止され

久しきに亘ったのであった。そ して昭和23竿 4 月間制限

令解除と共に再び市場にその姿を現わしたのが今日まで

の状況である。

ゴムタイルの特徴

1. 外視の優美なこと。特に色彩は艶富で、単色及び

マー 7' ル等がある。

2  民i力に富' み歩行の感覚は快適である。

3. 歩行による騒音を発 しない。

4. 日常の掃除、手入は水氏きで充分であり甚だ簡便

でーある。泊試きはその必要がないよりはむしろ絶

対に行つてはなら ない。

5. 温度による変質が少し、。

6. 耐火性がある。

7. 耐久力が大である。

建 材 界 に 望 む

編集委員会は本号の特集に当って、本文が主として材

料業界から提供される lこ対して、設計及び施工に関係す

る方々の御 意見 を承ｾ J a <、下記の様な事項について質

問を発し、ハガキによる御回答を御願いした。ハガキ溌

送数は 約 ＱＵＰ 枚で、御回答ｾ得たものは掲載の通 ｢ であ

る。

( 1 ) こ の綴な建築材料がゐって欲 しいと云う 御註文。

( 2 ) 建築材料の品質に関する御意見。

( 3 ) 建材業者のあ b方x は今後の進み方にっ し、て。

6  

スチー) 1 . . サツジユ

F  ド ア -

F  シャッター

オベレーター・仲縮戸 ・面格子

設計 ・製作 ・修理

日本サッシユ株式会批

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 二 丁 目 九 番 地

電話土佐堀@2 9拓・ 3979番

不口 田 友

ゴムタイルの施工法

プムタイルは1尺角5 mm厚を標準としている。 泌工法

は、先ず図面通りに仮放をして目地や高低を揃え、位置

の狭いを防ぐため釘や木F習でプムタイルを固定させて置

き、一方より ZYi J 叉は3列程度ずつ本政をする。

次に接着糊を床上に平均に塗りつけ、タイルの裏へも

簿〈塗りつけて、逐次貼りつつ木槌で叩いて抑えて行

〈。この際砂袋等で震しをすると一層附前がよ L 、。 叉本

数の時に F イル表面に附治した糊は直ちにi.l<試 きすれば

除〈ことができる。

注意すペきことは床 面が板床の場合は板を充分乾燥さ

せること及び目違い不陸を充分な く して置くことであ

る。防 湿の為にｩｲＮｾい ル ー Ｗ ィ γ グを板床上 に糊で貼りそ

の上に施工すれば更に良好である。モノレ F ル床上に施工

の際にはモルタルが充分乾燥後でなければならなし、。

街ゴムタイル接活用の糊は水で溶 くので、所用訟の糊

に少量ずつ7. 1 < を入れ控ね乍 ら練らねばならない。

回
金主主

<=1 

〈筆者 浪速建材工三塁税t式会社社長〉

奥 戸 大 蔵

1 . 安価に木村を耐火的にする材料がほしし、a 年々火災

で失われる家.屋の英大きを考える と是非共必要と思う。

日本の経済から言ってコゾグリ 戸 ト建築は ま?こ'高価で一

般には手が出ない現状では木造家屋を失わないこと "t : 。

2  戦後一時ひどいものがゐったが大分諸材料も戦前並

のものが出て来Tこ。然し給排水衛生エ事の金具類ち少し

よ〈なって ほしい。建物完成後の苦情ほ殆ど* 関係のも

のである

ＳＮ 建材 も種類が多 い があまｾ /1、資本のものが分立して

いる、 百貨底の織な建材震があると便利Tごと思う。

〈日本プロック建設株式会社取締役コ

- スチーノレ，サ、ソシユ・

• .. ' K  / ' ー・
.  .. 脳販あ，シャ、ソ9 - ・
・目満ゴムタイル全回線f慢庖・

3良漣芝薪謀議)式餅主



リ ノ リ ユ ー ム と リ ノ タ イ ル

リノリユ戸ムは大正 8年12月東洋 リノリユ 戸ムが工業

化して以来今日に及びそれ以後考案されたリノタイルと

共に床仕上材として重要な定義を有している。

リノリユーム及リノタイルの特徴及用途

リノリユ ーム及リ/ タイルは英の本質上次の如き特徴

を有して府る。

( 1 ) 耐久力大なること。

仁2 ) 適当なる手i! 力投を有し防脅の効果を有する こと。

仁3 ) 殺菌性を有 し消潔に保ち易〈衛生的なること。

仁4 ) 耐水耐火性に富んでゐる こと。

( 5 ) 風化作月] なく手入に依り光沢を指すこと。

( 6 ) 廉価にして美術的なること。

従って英の月] 途も広〈リノリユーム及リノタイルは官

庁、銀行、会社、病院、学校等の建築物の不可放の床材

糾として使用せ られ又汽卒、汽船、自劫平等の交通機関

の床敷物として月1¥， 、られる。

リノリユーム 及 りノタイルの 取扱方

手荒く取扱うと角を損 じるから運搬の際は特に注意を

裂する。又Jち嚇は湿気のJf! f ; い場所が好適で直立して保存

する。特に リノリユ戸ムは冬期に解装せられるか、拡げ

られる場合は暖い場所に置いて リノリユームが混ってか

ら拡げないと往々にして表面に包裂を企ずる憂いがあ

る。欧米言者外国では渋氏21度程良t の温度に43時間温めて

から鉱げるのを原則として居る。

リノリユーム 及 リノタイルの 施行方法

リノリユ ーム及びリノタイルを施行するに当 り芙の最

も緊密なる関係を持つ下旬I! ( 床〉との関係があまり等閑

に附せられ勝ちで往々にして故障を企ずることがある

が、 之を防 ぐ為必要な安傾を列記すると次の如 く で あ

る。

仁1 ) 床間の完全に平坦なること

( 2 ) 床及モルタノレの床の完全に乾燥していること

仁3 ) 床面を完全にf清掃する こと

( 4 ) 優良な る糊を撲択すること。且リノリユ 戸ム糊を

坪当り 1. 5駈湿度使月1すること。

床 材 料 の 最 優 秀 品

リ ノ リ ュ ー ム !

リノタ' イル

安 金
3' i ‘  

ι z  田

( 5 ) 施行法の完全なること。特にリノリユユ 戸ムぽー

ｾ 町程度 の仮数をすべ きこと。

リノリユーム及リノタイルの手入法

( 1 ) 塵挨の少ない場所

水雑布守堅 〈絞って拭く だ けC 自然に光沢を 出す

( 2 ) 普辺の単挨のある場所

堅〈 水絞 りした維布又はそツ プで拭けば務理にな

る。リノリユ ームワックス拭きは月 2、3回で よい

( 3 )  ｾ挨 の多い 場所

銀貯を水に湿して撒布しnTI @に姉き取り特に汚れ

た箇所はアルコ 戸ル、締発jlll 、アルカリ性の少な

い石鹸水等を用い包の子たわしT 入念に洗った後

最iL布で試き英後ヘリノリユ ームワックスを使用 し

て光沢を出す。

( 4 ) リノリユ ームワックス試の場合は電気ブラシを使

期すれば最も迎想的な光沢が' C' る。 的目下リノ リ

ユ戸ムの手入用ワックスとして比較的に使用簡単.

なる液状ワ ックスの理想的なも のカ硝究 されてい

る。

生産品の種類・規格

1、リ ノ リユ ーム

品 積 I J型 さ| 隅 | 一巻の| 一巻の |一容の

I  ，，- "" I  ." .  I 長 さ | 攻 景 | 容 積

- J E- - - 2. 0粍一一空車_I 33磁 I 138砥 9. 2立尺

C  2. 5 " 1  ＭＭｉ Ｍ ｾ＠ -1 - -，，- 1- 1回 " 1五I ヲ一

二- B-二一3. 01i j三三 1/ 1 - -，， - 1- 215i i l百 4 11 

_  E  X  .  Ｔｾ ￻｟ｉｉ Ｇ＠ 予一寸---W. G郁 - ] GOI I ni三-z

ｄｅｘ 一 τ ＮＰＱＱ Ｑ ー Ｍ ｉ Ｍ ｾ - 1- - - - 11一1 - 17GI I I1τ61 1

色合は、茶、育、産、赤、};k、 チヨコレ 戸ト 及びジ ヤ

スベであ る。

2..  l) / 3C- 1 J:レ

寸 法ｼ厚 さ ｬ ｺ 箱の ｼ 一箱 ｾｬζ 箱の
|  散 数1;駅 長 | 容 絞

3. 0 尺 x 6. 0 尺I 4. 0粍I 6枚j 110砥 l  立方尺

1. 0 尺 x 1. 0 尺1 11 1  9011 1  G:J砥 1 2. G  

] . 0 尺 x O. G 尺1 11 1  1凶 11 1 11 1  11 

0. 5 尺 x O. 5 尺1 11 1  36011 1  11 1  11 

O. 5 尺 x O. 25尺I "  1  72011 :  u  1  11 

0 2 5尺 x O. 25尺 ρ 11，41011 1 u  1  11 

色合は、然生tl J
物としては白、，果、育、務官、赤、産、

静EE、JA、静氏、チヨコレ F

ト、策、減策があり 、マ戸

プル物としては、白tllJ 黒、黒地白、自tUJ}氏、欧州白、白

地薦、i 1 f f 地白、白地育、菅地白、白地賞、黄河f白、白地

赤、赤地自がおる。

3. リノリユ ーム糊 2底入 10砥入 20底入

4. リノリユ ーム ワックス 0. 5底入 2底入 13底入

C筆 者 東 洋 リノリユ F

ム株式会社営業課長〉
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リ グ ノ イ ド 床

リグノイド床は最近に知られた床材斜の嫌に恩われて

fl :る治L 我が国では相当長年月を経て今回に経ったもの

で殺前は・南満鉱業が主として携って居たが、戦後の今日

各床材糾の急騰に比し安師、用途広範囲な為に各方面に

広〈愛用さるに至った。その主i京税マグネシアセメジト

( Ma.gnesi a， Ce mGnり は仏人ソ戸レル氏 ( Sorel ) が

1815年に発明したもので苦土を塩化苦土液で混恕する

と両者の問に一種の再定塩化物訟は オ 寺 シ グ ロ ラ イ ド

Ｈ ｏ ｸｹ｣ｨｬ｣ｲｩ､･Ｉ で、 Ｓｍｧｏ ・ ｍｾｃｉＲ ・ ＱＰｈ Ｒ Ｐ の ｩ 栄なもの

が出来て硬化する。 元来石灰背土、 百鉛筆仁再主化'iif鉛〉

等も失 々の塩化物. tmち塩化石氏、塩化苦土、自主化 事鉛等

のj零液と作用させると多量の結晶i.kを含んで磁化する、

マグネシアセメゾト は正し〈云ヘばマグネシウ ム、オキ

ジタロライ F 、 セメユ/ ト仁Magnes i um Oxychl ar i d巴

Ce me nt) 叉はその発明者ゾ 戸レ ル氏に因んでソ 戸レ ル

セメゾト とも云号。上記に述ぺたマグネシアセメゾ トを

主としてそ の施工に関する調合は下記の通りである。

数最: ( 五平当 IJ )  

t勾 12kg

I! 2斗

11 l Okg 

適 長

11 ｾヲ卜

上詑の配合にも主化 マグネシ ウム 〈苦汁〉ボ ーメー 22
0

にて混控し下設は 3 分厚として自然乾燥をなしI i { 化を待

つに苦情問 〉。その後土畿をなす( 約1分厚〉。施工後は使

用場所に依って* る‘ も月 1- 2回程度の泊拭きをすれば特

殊な光沢 を放ち Rつf(j ;塵になる。

下 i也 の 捜 定

似し上 前 施工に関して注意す べ き点は下 ｊｩｾ の摂定℃あ

るが、床板の場合は荒木板厚み 6分以上が好ましい。フ

ロ戸リ γ グの域. 合は充分釘打をなじl J _ ¥. 太は1 . 2尺間隔が

望ましし、。モルタル・下榊の場合は「木プテJ 仕. 1: - . げ程度

でよい。王見在似T期中の床は何れの場合にも充分7.ki f，tの上

[ りを入れて表l Yjを粗悪にする事が肝35でる る。

両.
橋 進

特 徴 、 葦lj 盆

1. 牧鯖? 生が照〈目均1切りをしな〈ても亀裂を生じない

2. 感じが柔かく防音すき主である これは下主主部分tこコルク

叉は鋸屑を入れる為で歩〈 足 音も モルタルの場合に

比して遥かに柔かい。

3. 着色鮮明で槌色が少し、。

4. 耐熱耐火注も容易なり。

5. 特に使利なのは下士山が鉄板、木材共に接着充分でー電

車の床のキ ーストゾ上にも利用される訳である。勿論モ

ノレ f，t) し、 コゾタリ 戸ト 上共に可能なる惑は云う温もない

6. 価絡はリノリユーーム に比し約% 雑木フロ ーリ シグに

比しメ弱。

7. 手入掃除は水拭き泊拭 き共に良〈 光沢を出し! 塞が立

たず街生的である為防音性と共に病院与に広〈利用され

る訳で; i oる。

用 途

1 . 一般会社、 銀行、 官 公庁、 ピルデイ Y グ等の司. 務

室、食堂、廊下。

2  劇場、! 決闘館の床。

3 病院の診察室、廊下、病室。

4  喫茶室、喫煙室。

5. 船舶

短 所

1  耐久力に於て咳念乍ら多少弱点がみ、り交通盆の激し

き玄関の踏込及ホ戸) ¥. 等には不可である。

2. 施工上に於ては下塗く3 日間作〉上塗く4 - 5 日間コ

の二段階となり各層の乾燥期聞が必更なる為突良工事等

の場合とか執務中の部屋の修理には時間的な制約を免れ

ない。

3. 苦汁 C塩化マグネシウム〉を以て夜化せる為に時に

不注意なる施工に際して当分自き粉末が表聞に浮出る事

あり。仁之れは短期間の効除に依り除去出来るコ

上記短所も百PA含主主に施工に鋭意研究を続けて厚? り最近

施工の ものは殆んど理想的の成果を挙 l予てr，r;.る。

仁主任者 田辺工業有限会社代表取締役〉

14 34i タ?とノ ;114 1H J4床 |  

8  

テ ア グ ス

フ ロ戸リ γ グ

ベゾチレ 戸タ戸

F イカボ 戸ド

大阪市西区立戸i廊下通二丁目十七

田 辺 工 業 有 限 会 社

電 話 土 佐 痢 2677 ・4471



フ ロ

フローリングの 種類

フローリ ングボード 普通にフロ ーリ γ グと云われる

もので、両国削りの本突如l工にェ γ ドマッチをつ けて床

根・太叉は奔士I!J I末の上にかくし釘止めで張込むものを云

う。フロ ー リゾ グボ ード の維突のつけ方は右勝手と する

フロー リング ・ブ口、ソク 小 幅 板を按合して正 方 形の

組板とし、家間; こ防水の為めアスフアルトを絵り、金兵

足 を取イ. j- け、セメゾトモ ルタルで コゾタリ戸ド床に張込

むものを云う。

パーケ、ソト フローリゾグの主互い定尺のもので、素地

床 の上に亦松又は網代技織に張込むものを云い、 長さは

幅 の諮数倍のものである。: 唯夫のつけ方は右勝手5 0 %、

友勝手・5 0 %とする。

パーケ、ソトブ口、ソク 小 幅板 をikぎ‘ 合せ正方形の組板

〉¥m¥の¥稲品冶等¥ 

2  、

1  等

消j 主主 松t

リ ン グ

福 田 真 美 雄

とし、素担jJ床上に市絵模様にグル 戸及び釘 で弧 込むもの

を云う。

フローリングの等級

表の通りである。

フ ローリングに使用さ れる樹種

ここでは主として潤葉樹にイナき述べる。現在我が国で

床板に使われる! よ築制 。開業ilt コの主な る も の と し て

は、ナ ヲの外 プナ、タモ、マカパ、 カツラ、 セγ 、 カ

エデ、アサダ、 ミヅメ、イス 、 タプ、シヒ、カシ ケヤ

キ、シデｾがあり、賢官京的にはプナが最も豊富で学校、

工場等大量需現に応じ、又ｾの特有の味 ＡＡｐ ち女性的な柔

い感じはダゾスホ戸ルとかサロゾのやうなところにも喜

ばれる。ア カパ、アサ〆、 ミツメは色調の込さと材慣の

綿衡な点で号l 続 T二期に歓迎され、カシはE民級さに於て優

等

ｾ＠ ｾ＠
童十 契 訟t

ii: d  Ｓｊ ミ父 は その ｾｎ ｾＮ I  

長さ 3 尺又はその鋪 数毎に長径八分以下 左拡の程度ぞ超えるが材の

1あ 表 面 な い も の 数4i i に長径五分以下
のもの 111山つ

の もの 1 例以上 長径 4 分以下のもの ヨ利用 を妨 げない色 の

は 3 例以内

抜 1i d  表面にな くE裏E面
長き 3 尺又はその幼 長さ 3 尺3くはその縦! : 左械 の程度を超えるが利の

腐 節
に右i能械の度程 の

数毎 に長 経 4 分以下 数毎に長径筒 6 分以下
1  半平ｬＮｬｊＡＡＺｾ超

抜 vt 易 き 節 えないもの

のもの 1 イ間以内 の色の 1 以内 幸JJ 用を妨げない もの

丸 J普及材面におりる

火付、都j 裂、 自組、

凶 b、変色、反り 、

入続反皮君主反れ よれ、

な い も の 顕 著 で な い も の 同 左 材の示IJ J有を妨げな い もの

かなすじ、ゐ逆て、目 河

目、 商やせ、 、

未 鈍 削 bの部分、 肖1)

痕、鈎焼目遣 い、 仕

上の粗雑

表面にな〈度ｾ何
左前 ｲ の限度 ｾ 超えるが材の

虫 喰 に右市J'の阪 を 径 2 分 を 超 え な い も の

利用金妨げな し、色の

超えな いも の

一 一-

白 太 3えは: i ) } ，除 な い も の 百 分 率 :! 0  {e 超 え な い も の 材のキIJ Jli {e妨 げ な い もの

実率的巾に対し百分

雄 実 の 欠 vt
3くは長 きに

長さにう 町 、 ｉ し ＱＰＰ 分 ｅ 同 ｏｾ 越えな レ色 の オ寸の利用 {e妨 げ な い もの
宮、I し20{e超えな

い もの

ぺデスタ11"寺町

太洋組株式曾品土

れ、タ壬、セ γ 、シヒ 、ケヤ キはナラ に似て叉夫々の特有

の味がある。カエデ、 F ブはその柔い肌触りと溢摘。の色

沢 は他 に見られないものがある。イスはカ 州南部地方の

特産で加工が最も間殺な材でまbるにも狗 らずその堅硬敏

衡 な材質と栄起 に似 た色 沢が1¥・美され重厚を好む場所に

珍重される。

フローリングの乾燥

木材はどんな樹種でも之れを一定の温度、 湿度 の処に
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永〈置くと終いにはｾる一定の合水率迄乾燥してそれ以

上は殆んど乾燥しなし特質があんその忌後に到達する

合水寺ーをその一定の温度湿度に対する木材の平衡含水率

と云九 日本の平均温度平均湿度に対する平衝含7X;;; 鮮は

大体 ＱＳｾＱＵＥ と云われ て居る。従て日本でいくら充分乾

燥した材でもそれ治三天然乾燥である限りその材で作った

ものを混度湿度の違ろ滞州やアメリカへ持って仔ったり

惑は外気の流通を比較的調節出来る西洋建築や特に暖房

装置のある部屋で使ったりする場合は更に乾燥して狂っ

たり縮んだりする。除板の場合について考えると、日本

住宅のように建襲洋式カ明放的な場合は木材も 15%位迄

乾燥して置けば突朋上差支なく、従って天然乾燥でも よ

く乾燥したものなら良いことに成るが西洋廷諜の場合は

少なくとも 12%位び主乾燥すること が望ま しく特に暖房装

置のらる部屋に張るも のは 10%以上に下げる必要があ

る。そこでどうしても人工乾燥が必要に成る。結局フロ

ーリ Y グは人工乾飯せねは駄目だと云うことに成る。

フローリングの加工

フロ戸リ γ グの加工に就ては戦高肉親絡の統一が叫( まれ

当事者の熱心な運動に依り相当程度迄実現されたものが

戦争の為めが訴さ才L、戦後は進駐軍の急激な大量荒: 要に

応ずる為め、未経験なメ戸カ 戸 が組 ｾ￬ 監造をやり一時金

<  i免沌術品に滋入ったカ ' -.1年今再び良識ある業者の手で

親絡統一ヵヨミ貧1 ' 1 こ採上げられるやうに成った。 加工技術

は乾燥技術と共に綿密な高度の技術と経験を! 必要とし院l

じ樹種のものでも加工技術の良否に依りフローリ ν グの

価値に非常な秘逮が金ずる。

フローり ングの取扱及施工方法

原材は天然夜燥され人工乾燥され冷却さ。れて後精巧に

和歌山支部主催高野山見学概記

昨年催された高野山納涼見学会の際毎年の行事にとの

希望意見が多かったので本年も8月10 日11 日の2 日を期し

て開催された。当 日1時半女人堂に会する者和歌山側 20

余大阪本部より青木理事外10名家族同伴もあり版かに宿

坊一乗院に入り小憩後地元会員辻本喜次氏の案内にて金

剛峯寺、金堂、宝物館、大門等を見学後宿坊に帰り ー浴

浴衣の人となりブζ広間に集合、和歌山副支部長栗林一馬

氏挨Ｎｾ後一同自己紹介をなし特に奈良から列席されたあ

やめ池民放博物館長九十ブL豊勝氏より氏俗についての講

演と実物提示の21) の扉で手JJ かな一時を過し終て懇親晩餐

会に移り名物の高萄斜理を涼気と共に笈味。各自設けの

苦:-.墜に入り図碁に麻雀に打興ずるなどいつしか夜を深か

L ， 3∞0) ミの冷気給身に迎、む頃夫々フトゾにくるまって

快よい限りに入った。明けて11 日は 7 時本堂に鐙の音と

10 

加工されて床板と成る。英p間永幸Fの 経:i告と巧妙な技術

を 加 えられＺｬＡ ｴ ｬｬｊｾな袈品と成ったものであるから 、 英の取

扱に付いては周到な注意を要することは勿論でおる。荷

扱業者、販売業者、f ，} C 敷工は硬木床板本来の特有の仙i仰

を十分a? ，識せねばならぬ。英の保管t乙治つては空気の良

〈流通する乾燥した場所を裂し、雨天の荷扱いは禁物で

あり、野天積は絶対避けねばならぬ。湿気を呼べば床板

は膨脹し折角巧妙に加工されたものもその精度に狂いを

生じ張上後再び牧縮して継闘に間際を生ずる。硬木床板

は墜や主主喰の未乾燥な新しい建物に敷いてはならぬ。床

板は住宅やピノレディゾグの施ヱの中で最終工程に属すべ

きものでゐる。最も肝要な? ! ) : は煉瓦とか石の造作やコゾ

グ リート文 は耐 火施設が十分Ｚｾ｛ｾき上 った後でないと 床数

作業に治手すべきでなし又床紋呉物 も持込んではなら

ぬという事である。冬季の建築には住宅であると非住宅

であるとを問はず、 - . 1 3 必ず建物内を緩めてからでない

と床板を敷き詰めてはならぬ。新建造主物の冷い空気に湿

気は附き ものであるから此の事を無視したら床敷工事が

円滑に行かぬばかりか放いてから狂いが生ずること必定

である。元米外国では床板を張る のに先づ乾燥に対・しやや

縮の少ない創業j詣で下張りをして其の上に防水布を敷き

それから床板を張る。向英の床板には溜当な防湿塗草寺を

施して表而iからの政湿そ防いで厨る。

張上後は{ 吏う場所によって違うが、住宅やホ戸ノレのよ

うな処では家久訟にワックスやユスを塗装するのと悶じ

原見に従うのが理想で、学校や工場ては出米得れば同じ

ぎが望ましいが、止u を得ない時はアマニ f由のような乾

燥j Jl.: を塗布する。何れにしても人工乾燥した広晶却の床

板も水洗いした旬、水試きするーことは手入れでなくて破

緩行為であることを認識すべきである。

CJ1f 者株式会社室谷商居専務取締役コ

共に読経が始り思い思いに担先の程に回向するあり 、す

がすがしき気分で) j i ) j 簡の踏にitf き幹事より本自の予定を

悶き、各自弁当の配給を受け門前で同行の松井氏や小野

早川氏の自慢のカメラに納り再び辻本氏東道にて奥の院

に向号、奥の院参拝後中食解散自由行勤に入った。 1 部

は宿場に後り麻雀や涼をむさぼり仮眠するあり、やがて

ふり来た夕立の隠れを見て幹事一同も後の始末をして 5

時下山した。 仁幹事記〉



耐
/}.'  ノ、 ボ ド

大 野 定

欧米諸・国では石強・そのfむを; 芯としだ両国玉三原紙で被覆 供試体を l Oooc 水事空気中十こ 1 時開放置した結果伸縮率が

したプラス ターボ戸 lごくPl az ar Boar d) が、壁、天井 ＫｏＮＰＶｾＨＩＮＱＥ に泊ぎなし、。

等に広〈使われて広ーる。耐火ボ戸ドは大正11年タイガー 3. 防署、防芳 、 保温遮音

ポ 戸 ドの名 ｾｆ で 製 ｩ 誌をＡ［ 日始したも のが Ｎｱ ｧ 示 ｊｬ Ｔ 年 耐 火 ポ 戸 主体であるT ! 'j 1 ) ' は熱の伝法率が低いので害事暑を防ぎ室

ドと改名 されたものである。

特 徴

1 . 耐 火 栓

主要部分が不燃性の焼完了脅であるから火を失した場合

でも表i U i が焦げる程度で燃焼する司ほし延焼防止の効

果がある。耐火ボーにベニヤ板、テックス等の耐火試

験に比較してみると 次の如 き結果を得て居ゐ

品 名 I J!l- 1亀裂〈分) 1 発 火

耐火ボー r l %"  7 分12秒 発 火 せ 宇

I! ?hH 12分30秒 11 

テ ッ ク ス I %"  瞬 間 で 発 火 す

ベ ニ ヤ 板 4 m m  1 分30秒で発火す

下 面 | 厚 上 面 | 厚 l亀裂きる|上面温度

ベニヤ板 1 4 mm 1G分 260
0

c  

耐火ボード ｾＢ＠ テツグス 1%' ，;'" ii'分 I  ＲＶￕｯｾ＠

J  3 1_ 1! ベニ ヤ板 1 4 mm 35分 260
0

c以

耐火 ボー ド| % ー 帆 |

| ス 1 %" 19分45秒 2GO
o

c 下

ti λ ""':.ーナー 市“ス ｉ ｾ Ｇ Ｍｲ Ｎ，ＮＮＮ

2. 無 伸 縮 性

主体カ沼強・であるから湿気の多い浴場の天井内壁の様

な箇所に用いてもやji 縮l又り等を生ずる成れがなし、。乾燥

同寸3に万三‘ 一一ト」添砲手さ 6 邑 ヲE

l  階 段 乞 止 霊 貝 各 種 …

ｾｅ 誼 鈴製庶￩ＳＡｴＺＡＺ霊再 金度…ジ悶向ヨ町イ

U コ 一 ナ一ピ一トt < 0 ; )町 守 ラ 初y河ヲ九尽0げ ジγ.刊
へw

砂

F 王計t 鋲 製 陪 臨 乞 止 盆 目 息副級E漣E謹童鵠E築長金奥g錠E前E鰯骨

内を 一定 の温 度に保つ ｾｊ が出来叉遮音の効果もある。

4. 耐 震 性

両而に強靭なる特質の原紙を密驚せしめた板であ、る か

ら此の両者のI]
i
it 力法が湖侠ってその1J ! i tb!i :，生を発fil i し氾 添

喰監の様に地長で飽裂叉は剥務を起す事がない。

5. 施 工 簡 易

金槌 と釘があれば張付可nl5であり木板と同様簡単に施

行が出来る。切断は小刀又は目立舗の研いだ物 で両面の

紙を切ると簡単に切 れる。

張 付 下 地

従来のボ 戸ド用下tt[! と呉る所はない刀僚準としては

仁イコ壁、間仕切には3尺 x 1. 5尺又は3尺 x 2尺

仁ロコ天井には 3尺 x 1. 5尺又は2尺 x 1. 5尺

留 針

其鍛え又は藍鉛鍍金の大頭八分釘が理僚であるが普通の

八分釘でも充分である。釘打の間隔は下記がよし、0 ・

仁ィコ里室、間仕切 5寸 間隔

ζ ロ 〉 天 井 3寸 H

接 目 の 処 置

希望に依り多くの方法が可能であるが一般には下記の

事カ時〈行われる。

1. テ戸プにて押える。

2. 名種金属ジョイナー等にて優美な線を活す方法。

3. 目すかし張。

4. 押絵押へ。

仕 上

通常行われて居るのは 水性 ｾｹ キ又 は 泊水 ベ ｙ キ刷 ｪ 毛

m吹付け、タゾポ仕上漆喰仕上砂摺仕上等で・ある。

規 格

長6尺 胴3尺 厚2分及び3分

例外として特に持定の際は下記の ものを製造する。

長3尺 脇3尺 厚 扮

長6尺 巾3尺 厚1分3厘

運搬及取扱に就 て

各種テックス類と同様に乱暴に取扱われた時叉は各端

を持って無雑作に取扱うと折損し易いので可成町寧に取

扱ねばならない。貨事顧みトタック輸送寄与j 、口扱を除き

何れもパラ積で輸送さ れて居る。

仁筆者 福島商事税t式会社協帯夜締役〉
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サ

特 質 と 需 要

( 1コ高密度と均 一性

ン

サγ ライ トは精選昨 木氏ルプに化学薬沼: を混入して、

両混高圧された硬質織紘板であって、吾が国の建材 とし

ては校z異な存在 として各方商から注目されている。 即ち

その特徴としては、 機械白弘化学的処理による繊維の再

統織( 級車{ 肋: 単に寄合さ れたのではなく 、緊密に絡み合

っている心により 、非常に密度が高〈 、然も均一な繊

維 となって、加工後の狂いが無い事である。放に天井、

望者、家具材と して最も効力を発節する。

( 2) 耐 火 耐 湿

使用場所により適当な化学処理が行える裁も 一つの特

徴として挙げ得るが、特に湿度の高い場演にはオイルテ

Y パ戸によって完全に防湿防水出来得るから炊事場、船

指1のキ ヤピγ 等; は効果的であり 、高 湿 度 の 工 場 に 於 て

は、 只f白性ペイゾ トを塗布 する事によって充分である。

反雨、 間仕切、天 井、壁等の高い伺所に朋ひられて

も、高圧によって附加 された軟燃性〈紙を普通の普通の

状態で燃す場合、周 く丸めて燃やす場合を連 想 さ れ た

い。〉 は、他の建材に比して優れている。

くわ 防音、遮 音、I ! &音

平滑聞は遮音に、網函は吸音に適 して い る の で、 病

院、応接室、映画館又は雑音の甚だしい工場等には有効

でるる。 筒放送室等の厳密な防昔装置を必要とする所に

は、サ Y ライ トにパ ゾチ Y グ ( 小 さな穴を明ける。之は

音響の効果、設計方法により 、穴の大小、 間隔等種々違

ったものが要求 され る。コ を施す事によって、その使命

を果すことが出来る。

仁4) 曲面打、英仇

硬 質でｾるけれども 、 鋸断 、 鈎 仕上、 釘 打 が 正 確 且 つ

容易であり 、現場 加工が自由に出来。取扱、施工が簡便

な為、施工時間、工賃が大 き 〈節約される初点がらる。

水性、f向性ペ イント塗装が簡単容易である。曲げ放

度、 抗張力が優れて居り 、助け援みが大きいので、天井

の 支 給 部 カ ウ y タF の腰張り等の曲而打に多く係われ

ている。

以上の特質は次の出1E試験表によって立認される。

1 扮 折 力 240. 9kg/ c m
2  

2 抗 張 ブJ 146.  l kg/ c m
2  

3. 密 度 0. 832 g/ c m
8  

4. 曲 率 半 径 平滑商?:7. 15cm網間23. 75cm 

s. 吸 水 系 11. 0%  ( 2∞分水 中浸〉

6. 伸 縮 0. 05% 仁6尺方向には1 m/mコ

12 

フ イ ト

宮 谷 芳 夫

研 究

仁1) 伸 縮 性

硬質繊維板に於ける 伸縮性は、頭初は避け得ないもの

と考えられていたが、その後、 アメリ カの製民、 カタロ

グ、文隊等を調査の結果、混入薬n'T.' の配合を替える事に

り、かなり矯正するまが出来た。次いで更に圧締 後キユ

ア リγ グを施して核と大気の湿度の調整を行った結果殆

ど伸縮は除去されるに至った。然し街且つ、水中 200分

漫の結果は6尺方向に 3. 1 4 5 mm、大気中にては 1 mmで

ある。之はtl i! 減的、季節的な湿度の偏差によって生じる

もの℃あって、湿度変化の多い吾が固に於ては避け得ら

れない事である。しかしこの残された問題の 1 m mも施

工法の工夫により全く完全なものとする事が出来る。之

は後述の施工法に於て逮・ベる諸にするが、最も重大な伸

縮性は、業:IT 混入手の調整+ キユアリゾグ+ 施工法に依

って打破する惑が出来るのであるから、製造者と使用者

が緊密に結ばれ且つ抱えざる研究を切望したい。

( 2) 前色サゾライト

色調はク リー ム色であるが、之に色彩を附加する事に

より、 ベイ: / 7 " イゾグの労力 と経費の節盟主を目論んで来

たが、楽事干の選定と、流出防止 ( これまでは染料がシ リ

シ〆戸から逃げて染料のロスが大きく採算. 的に見込が無

かった。〉 に成功し、些少の経費でもってグリ ーン、 ピ

γ ク英他の色彩を自由に鳶色する事が出米た。

仁3コ サ ユノライト襖

薄くても破れぬ性質をを利用し、各家島主支社宅等の

襖の悩みを解決すベ〈 、厚み1/ J. 0" のサゾライ トをもって

襖の試作 を行った結果接蔚英[也の課題をうまく処理 」

現在では爽期的に進出している。

施 工 法

サ Y ライ トの規i告は4尺 x 8尺以下 となっているが、小

寸法になればなるだけ伸縮性は少くなるのが道理であ

り、前述の5尺方向1m mは、3尺方向? では0. 5m mでるる

く次頁下欄右へ続支 J

サンライト



4・，、

ベ ニ ア 板 の 種 別

仁1) 材種による区分

自

・圃-

イ、圏内産葉樹掬〈プナ〉、綿仁 γ ナコ、航仁タモコ

又は塩瑚L 栓〈セ γ 又はツプ〉、 街、機、接、緑、

*陣。

官、 圏内産金| 業慢す絵、杉、槍等。

、輸入外材ラワゾ、チー夕、米松等。

( 2コ カット の方法による区分

イ、木目物ロー F リ戸カットによる。ベニア板の9 5 %

迄はこれである。

ロ、柾目物スライサ戸〈突板〉、ペニアソ戸〈銭引き〉

によるもの。

( 3) 腸1ft淘! による区分

イ、グルー張 一般一般民需用品に用いる。

ロ、カゼイ ｙｾ 長最近は少し、。

ハ、尿素樹Ri ' 1 張輸出及び特需用でおるか、将来は一

般品もこれに変る見込。耐水ベニアト称するものは

建 材 界 に 望 む

大 倉 三 郎

1. さし当 b 合理的施工簡易な床材料、塗墜の防音エ

法、熱線全通さないガラス など

2. 戦後技術的にも道骨量的にも貧困化した現在の状態を

とb戻すことが第一。安かろ惑かろ式の材料は荷揚か

ら駆逐してほしいものです。新材料の出現はその後で

よろしし、。

3. 規格化へ徹底すること。責任施工会原則! と す る こ

と。 3 ( 設計家と いつも 連繋を保って、時々見本、型録

など送ってほしし、ものです。

〈京都工芸繊維大学教授〉

建 築 写 員

ユニヴアース写真工華社

森 圧 次 郎

大阪市南区笠屋町 4 番地

〈但周防町三休橋筋角〉

電 話 南 @0  2  ｾ＠ 0 番

ア 板

井 田 泰 玄

これを指す。

ベニ ア 板 の 大 き さ

( 1 ) 長さ 10尺迄可能であるが、 このロ F タリ 戸工場

は4. 5箇所しかない。

仁2) 幅 巾はいくらでも出来る訳だカミ、今のところ

35尺迄である。

仁3) 厚さ どんな厚さでも可能でるるカ人普E置は・ 3 m

mから1 3 mm迄である。

ベ 二 ア 板 の 債 格

過去 1 ヶ年聞はペニア業創業以来の大変動期であった

ため底値と高値の隠は非常に聞いた。例えば6尺 x 3尺、

4 mm厚物1板価絡について見れば、 ラワ γ で 210円から

290、怖では250円か ら300円、栓モ 300から 350円の如〈

変動した。然しこれは例外であって、今後は普滋.1割内

外の上下を繰り返すものと考えられる。術現奈は大体上

記価絡の中間値と云うところでーある。

仁筆者井田商事r K K社長コ

〈前頁より続く〉

から、すでに1 mmの仲縮は半滋された事になる。

それで、天井援等の個所はi反則としては3尺 x 3尺を用

ひるのが適当である。叉、ジョイナ 戸、ェ γ ポス ト等に

て押える事は一向その安全性を高め、その他の場合に

は、なるべく突合せを避けて目地を取る事、置珂互りする

ｾｫ によって 伸縮 の除去は完全に近〈除去し得られる。

つまり繊維板の性質を充分知って使用する事で らって、

決して繊維板と鉄板は同一に扱はれないとい惑である。

販 蛋 扶 況

硬質繊維も反の発生ttl' はアメリカである。同国の使用量

は莫大なものであり、その用途に於ても、天弁、壁材の

みならず家具英fll! あらゆる方面にその万能性を発銀して

いる。原因としては、気候的に湿度が少い家、建築様式

とアメ リカ人の合理法が繊車儲支の特徴と マッチした事

サゾライ トは発売以来 3年の浅い歴史しか持っていな

し¥その上伝候、建築微式、人間性の相違により、使用

数料は少し加へて伸縮性の問題等が起り、使用量は減

少する一方であったが、前述の如く専ら品質の向上に努

力を集中した結果カ報らオL、日々アメリカ十イズされて

ゆく建築機式の変化により、今日では大量の安定需要を

鐙得するに至った。

〈筆者日本レ ｆ ヨ ν 株式会社ｾ鵡 〉
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大

京高官大仏瓦の歴史は桓武天皇の平安食都に際して平城

京より移住して来た 8 名の瓦工が始めだと伝えられてゐ

る。以来約ー千年の帝都文化の洗礼を受けた大仏瓦は、

高度に洗練された技法を生み出し絶えず全国の業界に

対し指導的役割j を果して来た。

大仏瓦の名称の由来については、豊臣氏の方広寺建立

後土地の俗説ドに依って、附近に産する上質の瓦を大仏瓦

と呼ぶ様になったものら しく、 当時は粗悪品排除の意味

もあって、大仏瓦製造家は1乞軒に限定され、市内の受持

区域を定め株の制度も存したとのことでらる。

明治開化、東京鍵都になってからは、その製造過程に

於て或る程度機磁化されかつ新しい感覚を廃ることに苦

心が払われ、その声名を持続している。

大仏瓦の 製 自濃N: . . tt'1i質等について特色を挙げる。

仁1) 原土が非常に良質なる粘土であること。

原土はｊｪ Ｈｾ ｩ 大仏附近の山土を Ｒ 間乃至 Ｗ 間迄深〈郷下げ

て採概した粘土であって、その土伎を分析すれ: 凶紙ね下

記の通りである。 仁京都市工業研究所分析試験報告ヱ研・

報第5558-号 j易載コ

灼 熱 滋 量 5. 51% 

珪 酸 68. 1 8 % 

室事 土 17. 3，:) %  

殴 イt. 霊長 6. 66%  

際化マ γ ガ ゾ
徴 最

石 灰 痕 跡

苦 土 痕 助:

ア ル カ リ 1. 11% 

一般にl京土中に塩分叉は鉄分剤師純分を含んでいる

と、焼上り表問I.s長い色沢を持つ製品でも、期聞が経つに

つれて化学変化を起こし光沢を失L 、変色を来たすのであ

って、この点大仏産の原土は上記分析表の虫n< 土質が良

好なため、 20- 30年変色の憂いがなし、。

仁2 ) 粘土の貯殺が長時白に亘ること。

山 より抗射した粘土は少くとも一年近〈 、長いのは数

年間も風化せしめ、腐らし土のl火汁分を充分抜いてか

ら初めてイ£用するのであって、従って深堀間無しの粘土

を使F討する最近の大量生産瓦とはその粘土伎に於て全然

比較にならない程良質である。

仁3) 素地( ま殆んど漉土を使用すること。

風化した粘土はこれを充分乾燥した後粉砕し筋にかけ

て微粉と粕土とに分け、粗土を更にオ' Ii鹿して泥援を作

り、こ の泥祭と微粉とを混粘して素地を作る。こうして

作った生生0' は分子が均一で撲や砂等が除かれているた

14 

備 瓦

佐 藤 正 嘉

め、高温の焼成に耐え旦表面の小亀裂も防 ぐことが出来

る。

くの製作加工は優秀なる技術を以て入念に施すこと。

所変の大きさに切った荒地を「瓦コテJ にて何回とな

く隅々迄磨き上げる。この技術については、長い伝統の

聞に培われた優秀な技法を会得した職工が、主主上後の美

観、品位の主主iを充分考慮に入れて、各屋根にlぷじ一枚宛

町理事に仕上げを施すのである。就中、回収の図、軒瓦の

iilf 、袖瓦の布II 、丸瓦の太さと長さ、紐との関係、棟炭斗

瓦の厚み等; に並々ならぬ努力を払っている。更に各種鬼

瓦、特殊意匠瓦、現場に合わす 17 レモノ」等に至つて

は、他の追随を許さないものがある。

仁5 ) 焼成には特別の考慮と犠牲を払っていること。

11ft由主瓦の品質特に、硬度、夜損、 変色の有無等を決

定する最も重要な工程であるが、この点について大仏瓦

は先づ燃料として石炭を絶対に使わず総て松割木を用い

る。 一般瓦の如〈石炭を使用すると、たとえ良〈焼上げ

たとしても一時の加黙て‘ 表商のみ! 堅〈、 r良4 から中迄統上

けげ. ることカが: 出来なLい、、。;松怯;笥割割到l木で

瓦は松空自割到却j木の処煙カヨ涼之中迄咳主集Eされ ヲ光己分燐きカ妥国るの

で、硬度も高〈し、 b凍主損の5罫雪いもな〈し、 「チカチカ J し:たfたこ

下d品?ZJな光沢とは違つて落箭いた渋Lい、而も非? 常官に美しLい、色

沢を出すしL、変色のf帆RれもなL 、、。一祭に喜要5する4松会割木は

約4ωO∞0貫であイヲD て、高価な除草ヰ代を要する。又、ー窯に対

する瓦の窯入数量も一般に1，000- 1，200放であるが大仏

瓦は約oOO- 650枚に留めて、火廻りを充分にしている。

斯くして大仏瓦はその硬度も高〈、変色の憂いもな

く、光沢も - f f j 独得の軟渋華美な光を放ち‘ 伝統的優雅

な瓦線と柑{ 突って、正に芸術的民イ立を備えている。

戦後建築5 f . も本格的安陪に達した今日に於ては最早粗

悪品を捨てて良質品を撰択すべき時ではなかろうか。聞

に合わせや極策な経済的制約の後に粍怒瓦を使用した終

戦直後の建築は、数手ならずして既に損官を被っている

突例が至る処に散見される点、を改めて反省すべきでるろ

号。 仁筆者大仏組代表者コ

瓦 大f弗瓦・各種和洋瓦・屋根工事一式

大 イ弗 組

本 庖京府市東山区今熊野池閏町九

電 話 紙 切) 3555・1543

大阪営業所大阪市東区石町二丁目玉 O

電 話 東 仁94) 0 9  7  5  

神戸出張所神戸市灘区大石通三丁目二六



ナ ー

- ワ 瓦

仲 野 梅 太 郎

在来の 日本瓦には次の様な欠点がある。 くり第 3 図の如く豪商に弓形の凹 務 を 有 し 引 掛 筏 を

( 1 ) 第 1 図の虫U<  i'} j掛践は安定せず、且片方しか有効 '用い る時はこサLが引掛楼安定瀞と な旬、土葺の際には土

でない。 がこの織に喰込み瓦の移劫をとめる。

仁2) 若fEれの中心は瓦の中心 よ

り右幸寄り で風雨の際浸入のをそ

れがある。

く3) 第 2 図の如 < A B聞の距

縦が大で荷重に対 して弱〈 、笠

間DIこ多誌の1 f 土を要 し崖恨の

煮量をt曽す。

ナニワ瓦はこれに対して次の

特徴を有する。

」二よ b策 1 図、第 2 図、第 3 図 生存4 図

上 策 5 図 下第 6 凶

あらゆる克工事の専門町

ナ エ ワ 瓦 株 式 会 社

仲 野 梅 太 郎

大阪市浪速区元可 Ｑ 丁目 ＷＴｾ ｪ ｩ 民椅交 叉 点 ｈ￭ｬ

定ｾＧｦ，Ｎ .1菊 5 0  Ij 5  

仁2) 洗れの中心はむしろ左寄りであり、且上部及び右

端に水返しを有し雨水の侵入を防引いでいる。

( 3) 第 4 図の如 < A、 B 、C の 3 点で支持されるから

荷震に対して ｾｬ 度が大である。 且主主土は用いても笠聞が

小であるから少量ですみ、屋1 J . ( : の重量が軽い。 従突の六

凹瓦が1雨坪につき瓦の重量約 35員- 52員、葺土約20:et

であるが、 ナニワ瓦の場合空主主なれば約3( ) - 33民、土主主

の場合33- 41貝で、約半減される。

その他釘穴を有し釘打可能で、耐風指揮性を有し瓦並

びの乱れることが少〈、且高圧成型であ るから薄 くとも

強度は大である等の特徴を有する。

滑リ止製斗瓦と猿気瓦

従来の炭斗瓦は重ね目より雨水の侵入すること及び主主

土の粘7't:f1JiJ 破少するにつれJ脱落するおそれがあった。

ナニワ滑り止炭斗瓦は第 5 図の如く両R誌に夫々 A 、B

の凸践を 有 し 水 返 し 及 びj骨り止の効果を有してい る。

更にナニワ換気瓦は第 6 図の如くで通所にこれを用ろ

れば木材ji)_腐上有効でゐる。

仁筆者 ナュ ワ瓦株式会社社長〉
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平 安 瓦 に 就 い て

元来瓦の生産は主として家内工業であって、その産地

は全国に亙っている。それだけに各業者毎 1に 寸 法 、 形

状、伽ー絡は千差万別℃、先般のジエ 戸Y 台風の際などは

各方商から関西へ送り込まれた瓦には使用不可能のもの

が相当あった。T I S に瓦の規絡が明示されてから可成

りの竿月カ還をっている治人 地方の習慣等によって規絡統

ーは実際には仲々進渉しない状況にある。

しかも瓦の製法は小規模の家を工業でらるために技術

的には旧滋依然たるものがるる実情でーある。

その上瓦工事 は犠人の誠意と技術によって優劣が支起

されるところが大きいにも拘らず、昔日の様な需品練工は

少くその養成も困難な状況にある。

瓦主主の抱工上の主要点は、瓦の盤夜二雨への押し付けを

充分とすること、銅線、トタ ゾ釘の手抜きをしないこ

と、瓦には必ず駄がるるから芭後還の捻れを僕り分け

交互に葺く猿練 した技術カL必要なことなどである。そ し

て葺上 り後、瓦上を歩いて動揺しないのが史〈、斜、成、

縦及び瓦の筏裏と 小口 の Ｒ 方 がｬＧｉ ｾ上 より見上げて良好な

れば良いのでるる。従ってφ人 に! p自の施工商; 債を制

限して濫りに多くの商積を主主き上げさせない考慮. が必要

である。

更に電要なことは引掛& を有する瓦を使う事である。

引掛鵠のない瓦は必ず鏑31や釘で楽結せね: まならない

が、それでも瓦を野地板に密;:1させ瓦の上りを防止する

AC=CB 

平 安 瓦 断 面 図

16 

i左 村 木 実

こと は完全ではない。

引掛突起の充分な瓦で一本財勺 瓦桟tこ号 l掛け、その上

3 枚置きに ト! I: / 釘打ちをした場合には先ず瓦の浮き上

る心配はない。鉄釘は錆を生じ膨脹して瓦を破るからそ

の使用は厳禁しなければならぬ。

叉 従突の日本瓦に附随する役克の内、納瓦又はとｾ 丸、

破風瓦、風奴庇は風雪を最も受け易〈、銅線又はト ! I : /

釘を使用し葺土を多くし て胞工せねばならぬが ｾｊ それで

も! 悦務の危険がある。妻瓦はそれが脱落すれば必ず地瓦

にも被害があるから充分に注意が必要である。又棟瓦の

炭斗瓦は高〈積む程良い様に思う習慣があるが、それに

は狼拠はなしむしろ炭斗瓦を少〈し緊結を充分にする

ことを考えねばならない。

以上の点を考慮 して新案せられたのが平安 瓦 で あ っ

て、その特徴を列挙すれば次の通りである。

卒 安 瓦 の 特 激

( 1 ) 引掛接瓦であって、 しかも引徴主主に対して従来の

日本瓦の如< : 不安定な掛り方をする のでなく 水併に充分

安定して掛る様に考案されてhlf る。

( 2) 従宋の日本瓦の如 く流ノ'1( の中心が右寄りでなく中

央に取られているから排水が良い。

( 3コ水返しが附されている為に雨水の逆洗による潟水

がない。最近竣工の志摩観光ホ T ルは平安瓦が使用され

ているが、風雨の特に強い土ti ! J の山頂に建てられ、しか'

も片岡一流れカ; ; 60通もらるが、満足すべき結果が惇られ

ている。

仁4) 外硯は悩美である。これも上例の場合赤褐色の平

安1i の髭棋・と外壁と緑の樹木とは美しい調布l を示した。

くり瓦工事の施工には凡 て縦慌に伸縮できる余裕が必

要であるが、平安瓦には特殊の切込が斜めになされてい

るので縦横共に割付けの自由がある。

仁6) )もそ瓦はその土地に産する瓦がその土地の気温に

適合する。平安瓦は型のみ持参すれば如何なる土地の窯

号、焼成できる。 仁筆者佐村木街活代表社員〉

新 型 平 安 五 発 費 元

合資会社 佐 村 木 鼠 庖

大阪市東区京将前 ノ町二一

電 話 東 @1  5 2 8  



東 洋 フ レ ン チ 瓦

屋 根 材 の 篠 件

屋根材料の具備すべき条件は大体下の通りである。

ω 寒熱の伝導性を帯びず且つ防7]( 完全なこと。

く2コ，英の結合が緊衝で脱落笥: の成れがないこと。

仁3) 堅牢で重量の緩いこと。

これに対 してフレ: / チ瓦は此の条件を殆ど具備 した製

品と云 うことが出来よう。

製 造 工 程

原土は厳重検査した粘土を二重土煉機で混煉しこれ

を直接苦手せしめて高圧式金型フ・レスで圧搾して製型する。

これを地板に取り替え仕上場に移動仕上完了後乾燥笠に

スれる。 乾燥室で素地検査の上 、利 Ｑ ｾ 車場へ移し粉薬を旋

し領焔式角言葉へ祭詰し、ニ昆夜良質石炭で焼成し、冷却

5 日後祭出L . . 撰別検査の上発送する。

フレンチ瓦の特徴

堅牢性土煉した粘土を殿酵せしめて再土練を し高圧

式プレス " c 圧搾して黒瓦より 5百度以上の高熱で焼成す

るため堅牢で耐水性は充分でーある。

形態瓦と瓦の霊ね自には上横とも凸部と凹部( 瀞

数条〉とがあり万一暴風雨の際雨が吹き込むことがあっ

ても再び外部に流出する1談合理的になって居る。

色 彩 粉薬を施した表聞は硝子伎を以て被われ優維

な光沢を現わし色彩永久不変である。

吸7](率 高圧式プ レス で圧搾するため質が 鰍 衝 で あ

り、更に高勤焼成するから吸水は殆んどなし、。

凍 害 吸水少な く闘って寒気の烈 しい所でも凍筈の

倶れなく又塩 焼 却 叩f酸性である。

雪 止 降雨地で も形; 領上雨止の必要な〈現に 北 海

道、東北地方で多量使用されている。

重 量 B隣接瓦のため泉瓦の如〈葺土を使用ぜず且

つ瓦自体も軽いので黒瓦に比較し屋根坪十五賞以上軽

L 、。

耐 震 耐 風 引 掛袋瓦釘止めで-脱落の恐れがない。

規 格 製 法 上 規 格は統一されている。

洋 瓦 の 本 家

陶器製フレンチ瓦 ・日本型五製造販曹

ス バ = ツ シ ユ 五 S 型 瓦

東 洋 洋 瓦 株 式 会 批

大阪市天王寺区大道三丁目一二五

電話天王寺@ 6200・6763

表

青

面

実 寸 法

葺上寸法

上下段瓦組合せ

部 ー 分 縦 断 図

木 友

裏 面

足 足 5fi J 巾

40. Oc n1  24.  ocロ1

33. 3Cn 1  20. 0gn 1  

施 工 法

隣接瓦組合せ部分犠断図

L  葺方粁先第

1 列は其の光

の稲の中心よ

り少し短目に

ー直線に通り

よく葺上げ、

第 2 列よりは

第 1列の頭部

に重ね合せ、

第 2 列先端の

凹部を様め込

み正しく配列

し、 1段置き

に 上 酢j、穴よ

り瓦櫨上へ琵

主 集長二

鉛釘を打付ける。

2. 棟瓦ー陸棟には商戸炭斗瓦を l 枚通りよく配列し、

降棟はセメゾ ト漆喰又は荒木回にて上下左右通りよく

ムラ取りした上に各 1 ケ所宛銅線で括 り付け様取りす

る。

3. 破風瓦は破風板に沿い平瓦上に一直線に亜鉛釘を以

って取付ける。

4.  葺上は Ｗ レ ｙ チ瓦ｾに経験ｾる熱煉工たることを要

する。 仁筆者東洋洋瓦株式会社社長〉
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厚 型 ス レ ー ト

松 井 ヂ日 彦

厚型スレートの沿草 もの等が製造されて居る。

厚 型 ス レ 戸 ト 仁H I GH P R E S S E D C E ME NT  厚型スレートの規格

S L A T E) は最近急激に普及された建築材料の一種であ 厚型スレ戸トは 1950年 ' J IS A5402 により規絡が制定

るが英の沿革に就いては相当永い聞の揺箆時代を経てい された。この規絡をー応登載して簡単な説明を加えたい

る 。 と

古来から我国の季候風土に適しじ: たた目本瓦〈αF粘占土瓦〉の 1 章 総 則

殺を破って石綿スレート ( AS BE S T OS S L A  T Eコカ輔 1. 1  この規格は ] ES 窯業5101 仁セメゾト〉に規定す

入され又青島方面から独乙式セメ Y ト瓦が移入されたが るボルトラ γ ドセメ γ ト・高炉セメゾトおよびシリ

何れも湿度の多い我国では耐久的でないところがあっ カセメゾト〈以下単にセメゾトといろ〉に碩也知骨

た。これらの長所短所を研究して製作されたのが厚型ス 材および石綿その他の繊維物質を間口し加圧成形し

レートで先づ第 1 次世界大戦後六甲スレ F ト現れ続いて t : 厚型スレートに適用する。

国光スレ ート、やまとスレート、 やよひスレ ート等カ境 2 章 製 造

出された。 2. 1  厚型スレートの製造に使用するセメ γ トと硬位湘

当時は英Q) _ : 各都治事ると共に各社共製品の寸法も異り 骨材との需品合比 C霊孟比〉は 1表に示すものを標準

形状も変えて意匠登録をしたり製法の特許を得て英の維 と し こ れ に 適 i誌の繊維物質を添加するものとす

を競ったものでるる。

此の間製法の秘密と独占的宣伝方法の為め販路も自然

に制約され斯業の発展を阻んだ泊三、大正12年関東の大震

災により一度に大量の復興屋根材斜の需要に迫られ、叉

厚型スレートは震動に対しても火災に対しても非常に成

績が良かった為一時に英の声倒を高めた。更に紡銭、人絹

等の工業が彪んになるに及びその需要は更に増大した。

主主に於て厚型スレートの規持続ーの問題カ2提唱される

に至り、昭和16年業者の意見もま'とまり 36枚盤を以て統

ーすることになった。之が現在の日本標準規絡の基礎と

なったのでるる。

第 2 次世界大戦中も厚型スレ F トは他の屋根材桝より

原料資材函に於て製肘を受ける点、が軽微であったこと、

容易に大1訟の被夜面積が得られること、規物が統ーされ

各工場が集中需給に応じられる事等が好条件となり大量

の生産を吏求せられた。

此の傾向は終戦後も主主々助長さ才」製造技術も向上の

一歩を辿り宇根材粉として今後判明なる地位を占めつつ

ある現況である。

厚型スレートの生産扶況

終戦直後のスレ ート生産数は極度に滋少したが追々工

場の主芸術が充実するに従って逐年増加を示した。昭和25

年度は 4 千万枚、 110万坪の生産で、昭和26年度は200万

坪を突破するものと予想されて居る。

近畿地区に於ける生産能力は月産約 4 万s l Z であるが実

際は毎月 2 万坪佼より生産されて居らない。関東、東海

地区では殆んど日本標準規絡の36枚ものが製造されて居

るが、近畿地区には約2 0 %の規格外品、 42枚もの、関投

18 

る。

1 表 単 { 立 %

セ メ ゾ ト I 40 

硬 質 細 骨 材 | 印

2. 1  2. 1 に示す原料混和物に適量の水を加え、よくか

きまぜたモルタルを型詰した後、水匡機または1血圧

機をもって1手持; に 50k g / c m
2

以上の圧力を加えて成

形する。

2. 3  成形後は少くとも満 2日聞は常時温度 5
0

C 以上、

湿度7 0 %以上の室内で養生し、成形後 4 週間以上を

経て出荷する。

2. 4 表間前色顔料硬化促進剤等をもちいる場合は製

品の性質を悪くしたり、また製品に按する鉄物類を〆

腐蝕させるものであってはならなし、。

3 意 形 状 お よ び 寸 法

3. 1  厚型スレ F トの形状は 1図・ 2図および 3図に示す

とおりとし、表面および裏面の模様および釘穴の位

置は限定しない、ただし釘穴の数は2個以上とする。

寸法および寸法の公差は2表に示すとおりとする。

2 表

形 状



注: 厚サ C は断固における最小厚をし寸。

4  1言 外観および試験

4.  1  厚型スレ 戸ト には甚だしい反り ・キレツおよび有

嘗r . t : ネヂレまたはキズのないことを必要とする。

4.  2 曲ゲ試験試験体は気乾状績の平ガワラ全形のま

まをもちい、 4 図に示すような試験台上の支持篠に

密指させておく、支持俸は銅製丸棒径約3 0 mmとす

る。スパゾの中央に支持様に平行させて直径3 0 mm

長サ約ω O mmの銅製パイプをのせ均一に荷宣する。

荷重の大いさが l 00kg に達 しても破援しないことを

要する。荷重中にはパイプ・ローラ・ワイヤおよび

箱等の室f訟を合算する。

注 1 荷置をかける銅製パイプがカワラ全国に密着し

ないときには巾4 0 mm、厚サ適当なプム板を様と

カワラ iniーとの聞に綿入しでもさしっかえ ない。

2. 検査員の承認を受けた場合はこの試験によらず

他の適当な試験機により試験するこ とができる。

4. 3 奴水試験試験体は全形のままをもちいこれを笠

気中古 ｴ 桑ｾ内に入れてその温度を約 ＱＱＰ Ｐ ｃ に保ち 一定

重量になるまで乾燥した後の重量を乾燥時の重量と

するっきrにこれを淡水中に浸し24時間経過した後取

り出し手早く各国をふき反り直ちにヒョウ量したと

きの重量を吸水時の重量とし、つぎの式によ って吸

水率を算定した結果が10%以下なることを要する。

疲水時の蛮盆一乾燥時の霞盆

一 ｾｩｕ 嘉ぜ 百Ｇｩ ｩ Ｇ ￟Ｚ Ｇ ｾ Ｇ Ｍ Ｍ x  100 = 吸7k較 的

4. 4  4. 2 および 4. 3 の試験は厚型スレート 2000吹また

はその端数をl 組として各組より各試験ごとに3個の

試験体を抜きとり行う。こ の場合 2 個以上合絡した

ときはこの組を合格とし 3 例と も不合絡のときはそ

- 月I i >

の組は不合格とするま

た 2 個が合絡しない時

はその組からさらに 2

伺の試験体を依き取

り再試験を行うことが

できる。この場合その

中の l 個でも合拷しな

いときはその組は不合

格とする。

4. 5  訳験は注文者または

- E毒自掴函置尻竜・哩1 i i i i i 13

ｅ 撞揮司 ｅ 屯ｩｐＭ｟ＮＮＮＮｱＨＮＮＮＮ［ｦ，ｾｾ同・
防 火 防2木K .吸脅バ綿呆i過昆

やよUス1，. . - ト桜武盆拡

大鹿革島噌揺。 J  

その指定した検査員の指定または承認がらったとき

はその一部または全部を省時することができる。

〈以上 J IS 終り〉

1. 1  この規定は原糾セメ γ ト及び砂、石綿英他の繊維

の質に就いて詳細が規定してないが、セメ γ トに於

て車問衡な条件を必要とし、川砂の如きも産地、粒度

等fこ厳密な試験を要する。繊維物質としては石綿が

最も適当であるが原価が非常に高〈なる。又加圧成

型の方法に就ても各工場に依り異る点があるから充

分研究して使用する必要がある。

2. 1-2.  4 厚型スレ ート の品等は原料の品質及調合の良

否、成型荷重の程度、成型後の養生の如何に依り著

しい差が出来る。 2 - 2には原料調合の標準を示して

あるが、セメ γ ト、砂、震盆比 1対1 (: 1 : 砂の粒度又は号室

の良否に依り調節せなければならない。紘維物質は

全量の 2 %にすぎないが之も、品質によって適量を

定めなければならなし、。温度上からは石綿の孟は余

り影響はｾ＼成型上の効果が多きい。

セメゾト瓦と異るところは水圧機による加庄成型

にあるが、この水圧機による加圧成型することは2.

2の調合比に対 し配合E容を良 くすることは出来るが、

これ以下の配合にすることが出来ないところに製品

の品質にも白から限度が加えられている。混合に要

する水の量: は七メゾト l 、砂1、〈重盆比〉に対し7](

ＴＰＭＴＳＥ でｩ｛｜ＩＨ度はフロー値で約 ＱＳＰＨＧ 立が ｩ 菌当で，ｾる Ｎ

f { f 色方法として顔料を原事H:.y.昆和して前色する方

法と化学長長市: により浸透ftt色法等があるが後者の化

学前色の方が安全でおる。

3. 1  現在製造されているものは研んど ＱＱ 坪 ｾＶ 枚主主のも

のであるから何れの工場から出荷したものでも混ぜ

主主することが出来る。厚さは表面溝慎機の薄いとこ

ろで寸法をとったものである。

4. 1-4. 5  厚型スレートは建築物の直接表面に露出する

ものであるから 4. 1 の外観は最も必要な条件で又輸

送 中の破損、ままＭ上後の雨もり等にも関係する。 ｦｾ ち

2. 1- 2. 3 の条件か完全に叉忠実に行われて居るか1 ，'

ないかということになる。

訴験方法は色々ある治人此の方法は合理的試験方

法で最も簡単で、どこでも出来る。荷量 100kgは用

途方面に於ても安全E与を保持するものであり、叉2. 1  

- 2. 3 の製造方法によれば当然掛? 守出来る数値であ

る。

吸水試験については110
0

C 内外で一定宣盆になる

迄の期聞はが) 72時間内外で、 i浸水して充分吸水する

までの時聞は約12時間内外である。数値10%(ま充分

の数値であるが大体8 %以内 の場合が多い。

4. 4の訴料の取り 方に付ては約50坪分をl 組とし℃

単位を定めたものである。

〈筆者やよいスレ ート株式会社社長〉
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ナz ワ厚型スレートとネオスレート

ナこワ厚型スレート

療型スレ F トはボルトランドセメゾトに精選された川

秒、石綿を加えミキサーにて混和し更に適量の水を加え

て良〈混合したるものを布を敷きたる鉄板上に計昔、 7k

圧プレスにて2200封度平方吋の圧力を以て圧搾し受板上

に移し替え養生室仁温、湿度保持〉の中に 2 犀夜置き充

分硬化せしめたる後屋外製品置場に列ペ硬化 を促進 1 ヶ

月以上経過完全に硬化せしめたる後出荷するものであ

る。

その特徴は着通のコゾクリート 、セ メγ ト瓦等に比ペ

其のセメユ/ ト配合率は特に良〈仁セメ ν ト40h! 上: 砂可60コ

で叉上記の如1< 高圧プレスを施して居るので英の密度も

滋〈、セメ Y トの硬化と相候って、強度、耐腹水、耐風

化に於て非常に優秀であり、表面風化浸水、ヒピ智jれは

建 材 界 に 望，む

中 川 了 文

仁1 ) の答 「国産ナイロ ν 」でなければならな L、。

「ピニール」の建材界への用途を更に広〈研究したし、。

例えば「関西ベイゾト J が「ピニレヅ J ｾこ応用研究した

厳にして、自分は第一笑として「防水層」への研究を進

、めて欲しい「アスフアルト防水J rセメ ゾ ト防水」ー長

ー短あ 90 rピニ戸ルJ の「ル戸ヒ γ グ」は如何継目な

し広面積施工、正に19(;2年屋根材、防水材の「ヒット J

であろう。

仁2 ) の 答 個 別 に 指 適 す る 紙 面がな いカf、現在は悪い

意味の「ミニマムス )1 : / 11' - ド」が出来てし、る感、辛う

じてi J l SJ に速な仁互にそれ以上に向上ぞ計ろうと

母子「弟l第一」に向っている綴である i J ISJ が「ミニマ

ムス! 1 : / ダ戸ド」で「モデルス ) 1: / 〆戸ド」ではな L、。

望むところ、質の向上と、型の最良、再研究である、

「スタイル J の再検討である。 10年 1 日の如〈古〈き し、

雪組を死守する ことを廃したし、。

仁3 ) の 答 同種素材は少党分立するより、共同して進

んではどうか、それは結局 ( 2) の問題になる。 /J 、資本

では出来ない. 此穏業界を自覚すること。

時局に「ピリイサ」かない材、非常時、平和を不間生産

出来る、しかも代用品以上の代用品的材の研究を日頃よ

h着手すべきである。学校、官庁等一方的に備しない研

究所ぞ民閥業者協同で造ること学校官庁等の材料研究所

に盲信する こと は避けよ。

大衆資本を動員する大資本的会社、組織で建材業を運

営するため一般大衆のため宣伝すること。そして建築材

料が如何に社会的に重要なる位置にあるかを認識せしむ

る こ と に 務 め た レ 。 ( 筆 者 建築事務所自蛍〉

20 

上 田 清

無く、従って葺き上げ後の雨洩りの憂い無〈、屋根材と

して軽量で‘ 安全性がある。

ネ オ ス レ ー ト

ネオスレートは原型スレ ー トと同線の製造工程を経た

る完成品仁セメ Y ト製品〉に優秀な耐アルカリ性のプラ

スチックスを数回特殊焼付したもので、厚型スレ戸トの

保持する性能にプラスチックスの有する磁水性〈水をは

じくコと陶掠の如き光沢と色彩 を与えたるものでるる。

施 工 上 の 注 意

野地板は5分〈最低正4分 板以上〉を際聞なしに張りつ

めないとスレ F トの釘を打っても利かぬ個所が出来台風

等の被害を受け易くなるから注意を要する。

巴在者 ナニワスレ F ト株式会社常務取荷役〉

建 材 界 に 望 む

池 田 宮 彦

1. 湿気で伸縮しな いテックス類。 僅かな水分でグタグ

タにならないテックス、長保ちのするドア戸チェック、

フロアーヒゾヂ。昔の様なリグノイ F ド。純白で下地に

よ〈固定聖して亀裂の出ない、痘傷の出て来なし、プラスタ

戸。

2.  )1 イル 類の色を揃えて焼上げること は出来ぬか、実

際に色合を指定しでも納入せられぬ F イ ル は 一 様 で な

し、。叉焼締 b も不向である。 これを全〈同一lこすること

は出来ぬものか。テツ 9 ス、スレ F ト類についても同じ

事が云える。

3. 建材業者は 1可社あっても構わぬが其の製造元を一つ

にする か叉は一定の規格品t:: けを造る ことは出来ねか。

伊j えばラス、ルー 7 イ Y グ、ノシスリップ、箱錠、レ戸

} t . 、戸車等、或る番号を以て注文すれば寸法、重宏、仕

上、体裁形状等ヒ・ツタリ一致したものがどの業者からも

納入せられる綴な組織にしてもらえませんか。

〈筆者大阪建築事務所長〉

ナ ェ ワ 厚 型 ス レ ー ト

ネ オ ス レ ー ト

ナニワスレート株式会社

交 : 限 市 福 島 区 海 老 江 上 三 丁 目 二 一 二 番 地

電 話 福 島 ( 45) 釘07番



ヤ マ ト 厚 型 ス レ ー ト

ヤマト厚型スレート

ヤマト厚型スレ戸トはボルトラ y ドセメゾ トl に対し

砂 1及びアスベストを混合機にて混合 し圧搾機で高度の

圧力を加えて製作したものであって下記の如き特徴を持

って庶り各種工場、学校、倉庫、事務所等の建物の屋根

材として用いられて居る。

仁1 ) 強大な耐量を持ち抗折力( ; t 日本工業標準規格に

普& セメゾト瓦は80kg厚型スレートは100kg以上 となっ

て居るがヤマト厚型スレ ート は 140kg 以上の抗折力を持

って医り主主上中及主上後の損傷が少し、。

(  2 )  rr.:o' 級官時で妓7 ] ( 誌は少〈日本ヱ栄標準規絡に焼

瓦而而l熔} 等1引で1 6 %、" I f . i i l i セメゾト瓦12 %、厚型スレ

ート ( i 10 %以内となって配るが、ヤマト rcr型スレー トは

ＴＥＭＶ Ｅ であり、ＱＮｬｬ ｩ 祐 ｩｾ Ｇｈ こ依る破損がな ｌ 、。

( 3 コヨ1上施工に当って粁i土及瓦践を使用する必要が

なく叉屋以: . Pf Ｑ 坪当り者 ［ｪｪ Ｑ￯ＺＨ主下 ， ￚ ｾ ｾＺ その ｩｩｬｬ りでが ｴ 瓦より軽

建 材 界 に 望 む

尾 崎 夕 、 助

外部に使用する石材も近頃( I l ! i i の美しさと汚れなレ事

との為に勝きにする事が多い。若し表面にプラスチック

ぞ吹芦 Ｑｾ けて風化を防ぐ事が出来るならば、大理石、テ

ラゾ戸害事も自由に利用できる。この為のプラスチツ F の

革lf 究を望む。

普通タイルは粕薬で穂々の色合や表面の感じを出して

いる のが売られている古f、某製陶工場で透明利薬を透か

して見える胎土の色等で面白い感じを出しているのが焼

かれている。但し市販されておらぬとの事を聞いたが、

どう云う理由で前販されておらぬのか聞かなかった。惜

しい事1: と思う。

又プラスチツ F のテ戸プル掛にレース模綴のをよ〈見

受ける。こんな真似事をせす¥プラスチヅグの特色を溌

掃する文綴をつけたし、。建築の意匠にあ b勝ちの事? ごが。

( 筆者 日建設計工務株式会社社長〉

通産急、指第五四O 号

日 東 工 業 規 絡 工 場

指定工場製品の

セメ ン ト克の御用命は

大阪直売所 高 勢 扇

西 区 四 ツ 橋 電 話 新 町 5044

工 場 香 川県香西町 大 和 工 業

必』

コヨE

万 瀬 正 治

となる。

種 類 |一枚重量|坪 当 枚 数 | 粘 土 |坪当重

」 本 瓦 1 3. 2区 」 監 ー1_1並区 !笠主主主笠

セメ γ ト 瓦 I  3. Ok g '  位枚 | ‘ o  1126. ok g  

厚型スレ ート I  3. Okg Ｔｾ 枚 ｉ 0  :  126. 0kg 

( 4 ) 野封切茨に1枚毎に鈎釘叉( 主逝鉛釘3本で止めるか

らとる恐れがない。

( 5 ) 灰白色の外チヨコレ ート 色 赤、賞、緑の各種

が出来る。

セ メ ン ト 瓦

ヤマト セ メY ト瓦はボルトラゾドセメ γ 卜1に対 し砂3

を混合機にて混合し製瓦機にて製 I色、特殊の防水翻lを以

て防水したものであって下記の如き形次のものである。

強度Ｚｸｬ ＭＱＰＰｫｧｾ 水率 ＷＭＹＧｽ ＭＶ、ＱＺＱＺ女粛此 ＧＳｫｧ

( 筆者万勢商会宿主〉

建 材 界 に 望 む

桑 村 極 官

建材業- / j ' ・{ ま徒らに刺1閣を得ることに汲々としなし、で、

自ら製品に責任を感 Ｑ 午、少しでもよいま Ｒ 材・ｾ自信を以て

業界に送る様好むべきでゐる。

施工業- / j ・t: l : 忠実に良心的な主主築を完成せしめることじ

努力すべきである c 応々よい材料でも施工業名・の不誠窓'

k 不慣れがもとで、折角の材料ぞめちゃ〈ちゃにする場

合がある。

設計三台はよい材料があれば、それについてよ〈追究検

討を重ね、使ってよいと破f書すれば、 どしどし設計に取

b入れ真によい材料を生かして使う様心掛〈ペきである

施主はなんでも安〈さえゐればよいと云う惣念から離

れて、 認済的で合理的であると云う近代性を: 再認、殺し

て、 よい建築を設計者、施工業者、建材業者に要求すペ

きでゐる。

これを要する に設計者、古島工業者、建材業者が互に協

力一体となってーづの建築に心魂を打ち込んで、 これをデ

完成せしむるのでなければよい建築は生れなし 、。

〈筆者置底建築事務所勤務コ

建 材 界 に 望 む

伊 藤 幸 一

建具金物「吸が戦後末 ｔ ご貧弱で 、 戦前の金娘、 ｏＮｓＮｃ ｾ

日金級の製品が市場に出ることを望みます。品質及種類

の点、で現在は不自 由を感じます。

〈筆者清水建設株式会社広島設計課勤務〉
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i皮型石綿スレートの高圧成型に就いて

石綿スレ戸トの品質はi京斜の性質、原糾の配合、特に

戚 型加圧の程度及び養生によって箸しく優劣の差が出来

る。

セメ γ ト 製品除セメゾトに対して水 の盆カレ ｪ 、なる程 ｾｄ

ち水セメント比の小なる程その強度は大で硬化に際 して

牧縮率は少なる事ーは一般に認められている所でらる 。石

綿スレ F トもセメ Y ト製品の一種であるから、この原則

が波型スレートのJ i l ( ; 形にあてはまるであろうことは容易

に想像される所である。ところが、現在日本では小平板

等の小型のものは水圧機により、大きな圧力を加えて水

を絞取り水セメ Y ト比を少にして質を密にした優良なる

品を製造 している カ人 波型スレ戸ト に於ては水圧機を使

用して高圧! i X : 型を行って居る所は極めて少ない。 アメリ

カ等では、波型スレト F にも巨大な7XEE機を使用して高

圧成型を行って居るのが普通である。

成型圧力と強度はどのやうな関係に成る・であろうか。

日本工業規裕 J I S A5403 の解説の成型荷震と強度に

下記の通り示れさて居る。
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筆者工場に於ては下記の試蜘織が出てし、る。

その原籾配合割合は次表の通りである。

告書 1  表
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試験材は東洋スレ 戸 ト株式会社製造の通常 の波型スレ

F ト用として製造した種板を用い成型は此の種板より繊

維の洗れの方向に30c mx2 0 c mを取 り直ちに小平板用鉄

板に片岡だけ繍返布を敷いて挟み所定の成型圧力を加 え

たも のの 中央部より 25cm x 5cmの供試体を各3枚切り取

り成型圧力はO - 150kg/ cm2の間 唱 を 取った。

これを28目湿空中に保存し; 材令28日に於ける曲げ強度

を経間 20c m中央一線集中荷重として測った。英の曲げ

強度は第2表の通りである。
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成型直後の含7X半より算出した水セメゾト比は第 3表

の通りである。
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以上の試験成政より 見て、石綿スレ 戸 トの曲げ強度は

水セメント比の小さ い程大きな強度が得られる。 即ち波

型スレート 成型に於ても 巨大な水圧携を以て高圧を加 え

て成型し出米るだけ水分を絞り取り水セメント比を小に

すべきである。

前記の試験結果に依 り成型加圧の大きさ 50kg/ c m立は

先ず最小限度と見る ベきで小平板等の小型のものばかり

でなく波型スレー ト成型に於ても少 〈共 70kg;' c m2以上

成るペくならば 100kg/c m2程度の加圧成型が望ま しし、。

cmづ者東洋スレ 戸ト 株式会社 工場長〉

建 材 界 に 望 む

相 沢 喜 久 太 郎

1. われな い硝子を研究発明してもらいたL
、。

イトボ 戸 ドのよ うな廃物利用による夜質ボ戸ド が完成

すれば日本の国としても大変径済上に利益となると信じ

ます。

現在の防火塗料をよ b以上の良質で実際に完全 なもの

が欲しし、。

2. サ: / ライトは今少しwf 究を進めて粘ば b味合加えね

ば目下の物は少しき〈い長がゐる。

硝子に用いるパテの品質は戦後余程改良されてるが、

ま1:'戦前の水準まで主主 していなし、。

建具金物は全般的にみて良心的の製品が少ないメ ーカ

ーの良識を望tro 仁次頁下欄右へ続( )

石綿波型スレ ー ト製造販売

東洋スレート株式会社

大阪市域東区放出町二O

電話城東く33) 2072 ・2273
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26年に入つては更に生産が増加して月産15万界 を上廻り

この聞か らも将来の生産が好望せられる。

〈筆者朝日スレ戸ト株式会社取締役〉

工旬、倉庫上家などの屋根下見用材税として石綿セメ

ヅ ト製波形スレ F トが勝れたものである事は申すまでも

な く一放に広 〈認識せられている。殊に化学工場、海岸

に建って汐風を受ける建築物にはその耐火、耐酸性等の

特長から云っても必要欠〈ベからざる資材である。

ところ必戦時中及終戦後スレ戸トの品質が惑 〈世間の

信用を失ついしたのは、それは主要原籾である石綿が輸

ス品である為入手出来ず己むを得ず代用繊維を使用し、

セメ γ トも侃質の良くないも の しか使えなかったからで

誠に残念な次第であった、昨年に至って初めて石綿の輸

スが実現するに至り一方セメゾト の 品質も向上したの

で、石綿スレ ー トの品質もその面目を一新し遂次信用を

回復するに至った。此頃では内地需要のみに止まらず海

外にも輸出せられる線になった。昭和二十五年度中に生

産せられた。浪形スレ戸ト の品質検査の推移を示すと下

記の織になっている。即ち月を遂って其の品質の向上を

ハツキリと物満って居る。

石綿スレ 戸ト大王y. 板について も昨年以来大平板の特需

並に愉出活濃化の傾向に対 し業界では現行 J IS A5403 

よりも、より高度の規絡について決定を見た。

昭和25年度波型スレー ト品質険査成績推移表
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〈前頁より 続 o

3. 建材業者はあ〈までも正しい精選されたものを取次

販売すべきであって、発売の事前に購買側の建設業者に

充分試験してもらい、これならば大丈夫と折紙がついて

から始めて之を市場に売出すべきであろう。

く筆者 大阪建設業協会工務部長〉

日 本 工 業 規 絡

朝 日 ス レ ー ト

朝日コ γ クリ 戸 ト 石綿製品一般

ブ ロ ッ ク 保温保冷工事

( 旧朝日スレート株式会社〉

朝 日 石 綿 工 業 株 式 会 批

大 阪 蛍 業 所 大 阪 曾 根 崎 上 ー ノ 二 八

電話掘川く35) 2054・2 ω5・2707

東京銀座七 営 業 所 東 京 ・横浜 ・

名古屋 ・岡山・ 九州 ・北海道 ・宮城
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トイフイカス

良日
コk直

内外式B 暁装置圃ノー

井糸

スカイライト即ち天窓からの採光は工場はじめ各方面

に応用の範囲は広〈重要なものといわねばならない。以

下その要領を略述しよう。

スカイライトの大きさと配置

天窓の大きさは床面積の 1 / 1 3 以上 1/10 位を適当と

し、その配置は光が室全体に平均する様な位置を選手; 必

要がある。
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使用材料及び施工法

イ. ガ ラ ス

網入ガラス は厚 6 mm、続板ガラス は!手 5 mm， サ y

J t，. ーム、温室等で透明ガラスを用うる時は3mm- 5 mm

何れも 2尺 x 3尺 を 普通と し外に 3尺 x4尺、 3尺 x5尺

がある。

ロ. ガラス抑え( 上カツブコ及隻樋 〈下カ、ソブコ

の使用材

銅板製は厚 O. 3 mm O. 5mm、亜鉛鍍鉄板製は持28-

著25、アルミニューム板製〈酸気を出す化学工場に使用〉

は O. 5 mm- O_， 6 mm、 耐 ｅ 空メタル製 ｃｾ Ｚ 気 特に Ｚ 浅い工

場に使用) ("l: ｬｲｾＸＭ 者 ＲＶ Ｐ

ハ. 柔毛フェルト

硝子上下になじみよく填充する。

ニ. ガラス抑え上カップの備付法

ｔ 型 鎖に於ては其鋳製鞍型金物 ｅ 刻主主 ｾ 鋳 製ド戸ムナッ

トYこて約 1 尺 5 寸聞に締付。

L.  凸型の場合は真鋳製ドームナットにて約 1) 辻5 寸

聞に締付。

木管製装置の場合は真鈴木捻子にて約 l 尺 5 寸聞に締

付。

ホ. 穏 の 劉 f寸

鉄骨型鋼の場合はガラス巾に 7 分を加える。鉄骨 L ぜ

凶型及木骨の場合はガラス 巾に 8 分を加える6

へ. ガラスの重ね

2寸- 3寸 と する。重ね部には銅製パイプを挿入し雨

雲の吹込みを防止する。特に産侵勾配 2 寸以下の場合lま

特殊ガラス突付装置を使用して寄合わす。

スカイライトの Ｕ必必 ｅ 裏互釘 ｦ篠療燦Ｎｾ

雨漏のないことL、外E鮫晃優美なことL 、硝子の破損が防i此と

されてP府? ること、適当な材斜の選沢の自由のあること、

何れも内外式スカイライト の場合などは条件が満足され

ていると恩われる。
」 ょι !
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トとベンチレータースカイライ

硝子屋根には普通の場合、 硝子板巾ω 5 長910援は巾

910長1510のものを使用するものとす。

硝子屋根勾配は硝子重ねの場合普通90乃至 120 迄を施

工上最も適当とす。

岩元式硝子付の「工芸々 J ( 土下記寸法を施工及経済上最

も適当とす。

木骨の場合は硝子板の巾は約25、の延びを見込む事。

〔例えば巾 605. 長910 の硝子板を使用する潟合は仁硝

子骨の i A/ { J  (土 630 となる〕鉄骨の場合は約20 の延び

を見込む事。

温室硝子屋根にありては特に温室型として改良せる装

置を施しJlt の場合一般鉄骨は35木fi ・にありては極を巾45

分、高60( なのものを用う。

岩元式ベン チ レーター

換気がm裂な問脳でるる

ことは云う迄もな し、。従っ

て換気法には近来積々の考

案がなされ、回転式又( - ; 1 ; 悶

定式などその種類は甚だ多

い。然し乍ら回転式はその

自 ｧ ｾ ド カ司之悶で且故障が多い

F;』 ため、次第に姿を消し、回定

式が高ng率及び故障僅少の

ために多く 採用される様になったのが現状である。

固定式にも種々あるが、常に最も多い水平安主流の場合

を考慮し・て設計されたものは少し、。しかも気流のないJ抑

止状簡に於ける換気を可能ならしめた考案は向少いと云

わねばならない。

気流の的止状簡に於ては換気は如何に す れ ば 行 え る

か。それは殴い空気( t . 上昇し、冷い空気は下降する原理

を応用することによって可能となるのであって、これを

スタツ F アクシヨンと云う。

岩元式ペシチレ F ターは以上の見地より考案されて居

り、固定式で故障なく 、特別の構造により暴風雨の際に

も雪雨の侵入することがなく 、逆 風 突 風 水 平 風、旋

風等すべての状飯合常に機能を発路 」 無風状掻でも換

気能力を有 し、 取付けは容易でるる。

普通銅板製、亜鉛引鉄板製とするカ人人絹工場など眠

気の多い湯所に使用する時には純鐙鍍金板を以 て製作す

る。

ま佐方員
一
克岩

岩元式スカイライトの特徴

( 1 ) 特殊樋の装置により製作 してるるから暴風雨の際

でも雨漏れなく 又雪の吹込も防止されている。

仁2コパテを使用せず特殊充損物を以てガラス板を挟ん

であるので、ガラスの破損なく又充嵐物の取換えも不必

要である。

岩元式スカイ ライトの施工法

大裂を示せば不記の通りでるる。 但し寸法It. m m単位

とする。

硝子骨は銅板装置の場合は、普通上カップ11オγ ス、

下樋10オ シ ス を 使 用 」 又.!:I[!j沿引鉄板装置の場合は、上

カップ下樋共28需を使用するものとす。叉上雨仕吉野吟硝

子骨と同等の材料を使用す。但し設計の都合上! . ! X : 程度迄

置

一

袋

一

銭

骨
一

鎌

一

式

一

元

一

愛

岩

一

厚さの変更あるも差支なし。上カップlま京総製絵型金具

ｬ￯ｬＱは鉄製品を用ゆることもらる。暴風雨ｾの甚しき地方

にらりては京総製埋込ボ ールトに袋ナットを以て締め付

け、木骨の場合は京総木捻子を以て約320内外の間隔に締

め付くるものとす。

木骨トの場合は普通巾ω. 高75. 極を使用 L円鉄骨支柱の

場合は普通50x 5寸型又は40x7丁型訟は場合に依り 65x

5. 80 x 9寸 型 を 使 用 」 ア γ グルを使用の場合は 40x4

を用ひ錆止b 塗布剤を施す。

硝子板重ねの場合霊ねの部分には普必銅製パイプを使

用す。

来元式スカイライト

岩元式ペンチレタ ー

岩 元 工 業 株 式 会 社 建材部

岩 元 熊 雄

大阪市生野区猪飼野束三丁目三四

T E L  天王寺 6980

大 阪 市 天 王 寺 区 堂 ケ 辻

T E L  天王寺 7126.

営業所

岩元工業株式会社社長〉
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メングレン防水とルーフイシグ

アスフアルト防水は、安心が出来ないと仰言る方が近

領時 見々受けられる。これはアスフアルルト防水法が悪

いのではなくて、恐らく心なき一部施工業者の悪徳によ

るものと思う。戦前には材斜の選定から施工法、下地や

仕上げに至るまで厳密に規定さオいまた実際にもよくそ

れを守った。然るに最近は材桝規絡そのものが戦姥規絡

の延長的お粗末きであるに加えて、安〈さえ怠ればとい

ろので全〈耐久性を無視したような粗悪ル F フイゾグを

使用し、援はアスフアルトの使用量を半滋したり、 3 層

の仕様を 2 層で仕上げる等、文字通りのアプレ施工が横

行していると聞いて居る。この傾向は関西以西に於て時

に甚しいといわれるが、戦後技術の低下というより、む

しろその責任感の問題である。

アスフアルト防水は、陸屋根、地下室共にシ γ ダ F コ

シクリート 或はモルタル等の中間にサ γ ドウイツチさ

れ、 表面に現われないので兎角経んじられる感がある

が、僅かな雨漏り 、漏水も建物全体の使用価値を台無し

にしてしまうばかりでなく、後々の修繕の事を思えば、

最初より充分の予算を立てて責任総工とすることが望ま

しし、。

きてアスフアルト防水法の根幹を成しているものは言

ろまでもなくルーフイ γ グとフユルトである。

然るにこ の最も重要な材籾についてはるまりよ く知ら

れていないように思える。外見は一様でも、これ程ゴマ

化しのき く品質に差異の甚 しいものはなL 、。それこそ、

ピγ からキリまで多様にあって、ピ Y の方が 1巻 10∞円

で飛ぶように売れている時でもキリの方は6、700円で 1'*

y ピν グしているといった有様だ。

ル戸 7 イν グ類を大別すると Bui l t up roof i ng 仁俗

才こいう 7 エルトのこと〉と Pr epar ed roof i ng 仁所認普

通のルーフイシグコの 2 種類で、前者はそのもの自体に

於ける防水性はるまり完全でなど、アスフアルトと併用

することに止って始めて防水性カ窃全になるもので、従

って単独"c: 使用される事は少い。 !Jl - 7エルト ( Coal

Tar  Fel t ) は我国では習慣的にラス下等に使用している

カ人今春施行された建築規準法によれば、厳密にいって

諸外国でもそろでるる如くアスフアルトルー 7 イゾグ叉

はアスフアルトフェルトでなければならない事になって

いる。元来コ F ルタ F ルは実験室的にみて可溶性で、防

水性について疑念が持たれるからでるろう。

後者は一般にいうアスフアルトル戸フイ ν グのことで

現在の日本規絡品 ( J I Sコは米国品あたりに比べて問題

お

笠 原 梯 治 郎

にならぬくらいろすぺらで貧弱なものでーある。このこと

はアスフアルトフェルトについても同様である。然しア

ス7 アルトル戸フイ Y グはフェルトと臭って内それ自体

に完全な防水性を備えているのが原則となっている。砂

付ル _ 7 イシグもこの} 種でるるが、メ γ プレ γ 式防水

法には使用しない。ここまで来ると、アスフアルト防水

に革命をもたらしたといわれていあギ } 1
1

ゾイドルー 7 イ

γ
グの功績を見逃すわけにはいかないので、若干言及し

てこの発明者に対し敬意を表して置こう。

HOち、従来のル _ 7 イシグが保管中の密涜防止の為め

に使用を余儀なくされていた石粉仁これは防水施工に当

って最大のガ Y とされている〉を使用しないで、その代

りに天然アスフアルトギルソナイト粉を用い、完全にそ

の弊を脱却し少くとも防水界にとっては空前絶後の好

評を得たものであった。最近グラスファイパーの発達に

よって G. F. シ戸ト'やグラスマットなどの新製品も出て

いるが、之等は何れも網状といって Open mes h の類

で、いわばル F フィ ν グのグイタミ Y 的存在でしか過ぎ

ない。ルーイ Y グそのものの改良に関する限りギルソイ

ドル戸フイ Y グ以上の物は当分期待出来ないという のが

現在の実状であろう。幸いこのギルソイドルー 7 イγ グ

は我国の特許品でるる。

) J . . . _ フイシグ類の生産工程は大凡次の 3段階に別れて

居る。

先ず第 1工程としては、ルー 7 イゾグの基礎を為 して

居る原紙の抄造である。ル戸 7 イゾグの良し慈しは原紙

できまるとさえ言われる位台、各国の々ーフイ Y グ製造

工場に於ては最大の資本と労力をこの原紙抄造工場に星空

して居る有様で、我国でも 1 ・2の会社は、自家抄造工場

に大資本を投スして諸外国に倣って居る。

ノレ戸ブイシグ原紙は普通の紙と異り、羊毛・綿・麻そ

の他の裁物性または縫物性長繊維60- 40%を混えた特殊

原紙で、平滑柔軟かつ分厚で、欧米で paper と言わず

に felt と称して居る所以である。我国でも意識してか

しないでか、この原紙にアスフアルト及ヨ戸ルタ ー)J...を

浸透させたものを夫々アス フアルトフェルト及 51- フェ

ルトと呼んで、アスフアルトベ F パ戸とはあまり言わな

い。このよ万に特殊な性質を持ち且つル戸 7 イγ グ自体

に及ぼす影響が決定的である事を考え合せるならば、こ

れに似たものを他の紙工場で仕入れてきせル戸フイシグ

を造るなどは論外の沙汰であろう。

次に第 2 の工程としてアス 7 アルトの精製カ司王上げら



ごラック 1陵屋樹也兄レ ト 摘 要

贋 穏 期E警官V 4話|

親

ルー 7 ィ γ グ 盟K 品 2 3 k  t LJ  A  o J L h三Tと 四玄制 制 。

砂イサ J レ戸7 イ: / I  30K 品 3 0 k  m m 王手 O  通産省規格円

格

グ 1  x  10. 5  I  3. 2  ロロ

アスブアルト・ m m 坪

L  トト 20 K  品 2  0  K  1  X  4  2  1  2  8  0  0  

UEロZ  

!J ｾ＠ 7 エ 川 10日 1 0 k  m m 呼 |。
1  x  42 1  12. 8  

ル戸 7 -1 : / グ M 州 5山 沢吹 | 坪 0 1 0  刷 用 と し て 製 造 し た 優 秀

輪 3 2 8 × 72 6. 4 || 品で摂氏80度1の0温O L度b に耐dえb  

出

砂付 ｊ｜ＮＮｾ 7 イ: / I  Ｇ＾ｾ… ｋ ｯ Ｂｨ＠ I 市 川- h 灰吹 坪 l仁ハ三 得る。 70，筋j 品色

tl' 1  ...<J " " ' Of l  I  I U L U  1  3. 28 x 3 6  3. 2  I  U  !  1  ｾ。

月 てアスフアルト・ 1  Pl y I  44Lb 吠 択 「- r o  - - 80。C の温度に耐える輪出

フェルト 3. 28 x  144 12. 8  用品。

特 ギ … ド ド P川 3 0 k m m 野| 0 1 防7四

許 ルーフイソグ ｾ Ｇ ｾ＠ _  ｾｾｉ＠ 6. 4 1  ｩｾ＠ ___1 5 0 K品もゐ b。

石 ルー 7 イ y グ 2 5 k  l  問 。向 上 | |1 00 石綿厚紙に 7 スフアル ト・.

綿

一 川 一 一 〔- E | 坪 ー ! ー コγ パク Y ド を 加 工 山

フェルト ，' 2 0 K  I X 42 1 2 8 |l l  l  の。

麻布 グ 尺尺「- E F ロデ| 本麻蚊帳地にプロ ーパ ゾ

イh
シーチゾ l l K  3'x 12O I  1O パウ: / ドぞ加工しだもの

製

へシ 7 ン - pf 干J T l l  

シーチ γ グ Sオ℃ス 1 5 K  4 5 X 3 3 5 向 上 ト O へシア γ クロ ースにプロ戸

ロロロ
一 一 一 一 一 一 一 一I : / : : l : / … r 出

同 上 12オゾス1 2 0 K  1 向 上 向 上 1 0  

れる。これも?Jr我国の J レー7 イゾグ工場では1 ・2 を除い

て極めて組問併でｾる。石油会社 Ｑ ＱＺアスフアルトを単に副

敗物としてしか考えず、ルー 7 イγ グの原料として特に

生産しているのでなし、から、たといアスフアルトが豊富

になって来ても生のままのアスフアルト使用は極力さけ

るのが原則である。殊にフ' ローゾアスフ 7 J t . トは植物泊

其の{ 也によってコムバウンドされ、また官シリ γ ! f ｾ ｪ 自

主宰も時期を得ればなかなか市白い材料でおる。

上図の如くなって、 ( A ) だけで製ぽ，になるものがア

ス 7 アJ t . トフェルトである。更に仁 B ) の工程を経て

( C ) へ行けばギルゾイドルーフイゾグ、 ( D コへ行け

ば旧来のアスフアルトルー 7 イγ グ、 ( E ) では砂付ノL

ーフイ Y グになる。

ギルソイルドルー 7 イユノグlこ使用するギルソ ナイトば

天然アスフアルトの一種℃、日本国内には産出 L ない。

大部分は米国産でー i段時中は輸入中段の為一時姿を消した

カ羽乍竿るたりから叉輸入活発化と共に逐次市場に現われ

現在ギルソイドルー 7 イユ/ グの生産( 主戦前と同じ{ 立に復

活しているものと恩われる。

以上の如 く第1及第2工程で! 京紙抄造及7 ス 7 アルト精

製を行い、最後の第 3 工程で ノレ 戸フ イγ グが出米るので

ある。これを図示すれば

( 1 ) 製 紙 原 料 → ル 戸 フ イ γ グ原紙

仁] [ ) 市販アスフアルト→ルーフ剤 7 ス 7 7 ) 1.ト

〉→ E フエル 1 並 J t. ｾ＠ 7 イ Y グ製造

の如くなり、第1、第2工程は夫々別工場で河時に行われる

次に第 3 工程であるが、これを更に剰11分すると

ノレ ーフイ: / ，グ ヰス トレート

原 紙 ' ア ス フ ア ル ト 浸透 7

( A )  

7< ロ戸: / ( →ギノレソナイト附i狩仁 C )

アス 7 すんト被覆{ →石 粉 附 If! くD)

( B )  t→ 海 砂 附 茄 ( E )

V 三重印アスフアルトタイル

三星印アス77) しト jしーフィy ク、、

製 造 販 売 免 責 世 加 工

田島庭用イヒ王室三大阪出張所

ナ目ｾ .... Ｇ看 ［ＺＡＧＡｾｬｾＱ 在 ｢ 畠ーＫ百 H L : I. 免エー(4，) 8 0 9 ・810 ・1773

木津土ユエJ . A .  ｾ竜王担

ギルソナイト及樹脂は常視ではとけないが溶解した

くCl 80
0

以上コアスフアルトに迫i過すると完全にとけて

しまう。然しながら割合と内部までは熱の全部を伝道し

ないから鉱津ーのような多角形粉と融解するとギル ソナイ

トがその表面を被覆する。そうすると表面釘が広〈薄く

なり、奏者の伝辺国績が大になって似る融け易〈宅賢治し易

くなる。またギルソナイトの特質で耐久力が大になり 、

石粉のように混気を含まないからI1占付用アスフアル トに

気泡を生じない。勿論現場で粉落しする必要もなけれ

ば、さりとて保管中にひっつく心配もなL 、。識に便利で

一度貼付けたら完全に密治するので、従来のJ レーフィ γ

グtこよくみられたハガレによる漏水は絶何である。

5e: 来がアメリカで産出するギノレソナイ ト粉を使用 した

ギルゾイドル ーフイシグが、これ: 程良いものであるにも

拘らず我国に特許がある為めに彼地で生産されないとい

う奇現象は一寸他に類例がないと思い、独りひそかな微

笑を禁じ得ない次第である。

〈筆者 間島応用化工株式会社大阪出張所主任コ
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ツ ボ ン 防 水 材

遊殿石茨の完全処理

従来の市版防水剤は、 1由脂混合製剤は水圧カ2掛れば漏

水ヒ、無機製剤も漏7]( の主因物たる遊離石炭CCa COH) 2)

の処理が理想的に行われず、珪酸ソ 戸〆製剤の虫日; きは有

害なる副成物を残留するため、 一時的助 k効果るるも時

日を経過するに従い其効力を失い、一方セメ ン トの強度

を甚敷低下し遂には建築物を漏水、破媛に迫き、斯界業

者を して、所詮セメ: / ト防〉畑j では完全防水は望まれぬ

? と思惟せしむるに至ったのである。然るに我国科学の

進歩は遂に国立大阪工業試験所をして、止と難問題を解決

」せしあ、昭和 5年より特許ニッポ: / 防水液として市場に

現われた。

特許ニツポ γ 防水液は珪藻土、火山灰、粘土等の有効

成分及各種無機物の防水成分とを化学的に合製し・波状と

したる純無機物である。之をセメゾトの練り水に混合し

て、モルタル及混擬土を繰り、施工すれば、セメントの

遊縦石灰はニッポンの主成分と作用して、セメゾトと同

ーの組成を有する珪駿石灰仁Ca O.  Si O) n、望事土酸石灰

仁CaO. A L20 3) 、水般化アルミニューム C A LCOH) 3)

等、永久不変の物質を化成して、セメント硬化体のポイ

ドを充演し、遊離石灰を完全に消滅せしめて絶対防水性

を附与すると共に、強度を増加し、硬化を促進する事と

なる。又本部は弱酸注でらるが、セメ Y トのアルカリ性

と反応して忽ち中性となるから、鉄筋、英イ也、金属を腐

蝕せしむることなく去fl って完全にアク止となる。即ち、

防水、補演、急硬、アク止、肌附容易の五大条件を知和-

したる最新最高の防水剤でるり、合理的に施工さえすれ

ば訟にても完全防水工事が出来、しかも工授は従来のア

スフアルト防水工事の抑え混凝土の代l削で足りる。叉白

色セメゾト及カゼイ y 、 色モルタル等の防水に最適品

で、変色の憂がないこともエツポ γ 防水液の特徴でお

る。

二、ソポン防水剤の種類

①ニツポ γ 防水液 ζ 代表的一般防水剤1]) 粉末ニツポゾ

仁姉妹品〉

①ユツポシ急結液第 Ｑ 号仁補助淘Ａー噴水ｾと専用〉

①= ツポゾ急結液第 2 号〈補助到- w.水急止及急結モ

ルタノレ、水中混凝土急硬用コ

④ニツポ γ 防水白地材〈補助材一目的、亀裂、穴の充

填用コ

①ニツポゾ塗布防水剤〈刷毛塗働矧l 叉更生防7](塗

斜〉

①ニツポ Y 型枠塗料
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⑦ニツポ γ 阿梅剤仁害事中コゾグリ ート用〉

① ニッポン・アスフア ｊｾ ト液〈耐酸及耐アルカリコ

二、ソポン式セメント防水工法

業工法に次の 2 種の芳法がある。

〈第 1) ニツボ γ 混凝土防水工法仁組織防水コ

ニツポゾ配合の混凝土にて建造物を築造し偽造物自体

を防水体とする工法である。

仁第 2) ニツポ γ 防水モル F ル塗立工法〈塗附防水〉

? 見綴土建造物〈煉瓦及石造共〉の表耐にエツポゾ配合

モノレ宮ノレを塗付ける工法である。此工法は①建造物の外

部 C水の在る方〉より施工する方法と②椛造物の内部

仁水の無い方〉より施工する方法と①此双方を併用す

る三通りのヌJ ' I - . 去があるが、ニツ ポゾモルタルば附i活力i鼠

大なるため内国より施工するのを原則として尻ーる。

第1工法と第2工法のね工訟は何れが{ 民民なるやと云う

に地下防水の場合に於て

〈イ〉工J ] i 中( ま勿論、工事後i昆l袋土の硬化する迄約 3

底夜継続の排水が出米、絶対流水せしめぬ場合( ば士剖{ 仮反にス

ラプが3ω0セγ チ! 厚5亨Eならば第 1工法は第 2工

工主費E飾約が出米、 20セゾチ厚ならば約 5 Ｇｬｾ の工 ￮ ＧｩｬＧ ｭ 約が

出来る。

仁ロコ I昆凝土問に多般の豆板仁当りを生せしむるがま口

きお ｩｩ き施工の場合 ｬ 土手前しをｾＡし、結局第 Ｒ 工法と問機

又は夫れ以上高価の計算となる。

二、ソポン混凝土に依る防71<施工法

ニツボゾ式潟凝土? ZI鉄筋i昆凝土の配合は建築学会標準

仕様書の水省コゾタリ戸トを基準として屈ます。即ち水

密コゾ グリート を得るため先ず第 l に必要とする: 1: J J : は密

度の大なるコ : / 7 リート即ち水及空気よりなる主主隙率の

少なるものを造るＴｬｾであり、水による空際 ｅ 容を少くする

ためには混合用水量をなるべく少くすることが必要であ

る。然しあまり水量をi威す的る時は施工闘機となり空気空

際率を大ならしむるから此空気空隙ｾｾを少くする為に施

工軟度を適当に撰ばねばならない。ニツボ γ 式抱工法は

是等を考慮して定めたのである。

水セメ γ ト比・ . . . . . 60%以下一一50%限度

ス ラ ゾ プ ・ . 15cm以上一一24c m限度

骨材の粒度一密度を犬ならしむる必要上、粒度の

適当なるものカ迎、要である。

練 方 と 線 置

練り方は機械練を原則とする。 1 時間以上の練置は厳

禁する。 E 時間以後は防水液のセメゾトに対する化学変



イじが大いに進待するから斯る練置物を使用すれば結局、

防水効果を失う結果となるから厳書号する。

調 合

調 合は建築学会器事仕 儀 ｾ ｝ｩりで ある。

容説比で施工する時は 1: 2:3 で探り 、

I昆凝土 1立米明要のセメゾトs : l t7袋とする。

ニツポゾ防水慢の使用量ばセメゾト電量の 2 %、 npち

セメ ゾ ト1袋く50キロ 〉に対 し、 1 リットルの割合である

から現場計量のセメゾト 1袋を 1 リットルとし計算すれ

ば所要量とする。

二、ソポン、モルタ }[..Iこh る防水施工法

所要材料 ュツポゾ、モルタル港、防水工法には下記

の材叫が必要である。

〈1 ) ニッポン、 ぺースト〈のろコ 【有効時間約zo分間】

絶 対 新 鮮 | 容 景 比

セ メ γ  ト {一 一…・ ー・・…・…………・・・1 仁1升〉

I( ニツポ γ 液1升に清水9升1
紛( 1 > 水 H- ， .: '  ，..... . "  '- ，n- . - - " ｾ＠ 0. 5( 5合〉

Il の割合で刊めたるものJ

( 2) ニッポン、防水モタ ルの調合

く ｩ 主意コバ Ｇ ｦｬ Ｂｩｾ 民 砂 を 器部とす

|

被iニ練ア空b  ポ7]<.調会 ーツポゾモルタ ノレ 配合〈容喝; 〉 !  批〉 液のセ メ

号待 I  ". _. γ  ×  ゾ トに対

' 町 号・セメゾト |沈 砂 i|清水 する 94

ー サ 1 1  2'  11 1 1 5  1  3%  

ニ 号 1 1 幼 1  1  15 1  3%  

=  号 Ｍ Ｗ Ｑ 一 三 ｾ Ｑ ＱＭ Ｑ f _30 11脳

回 号 1 3  11 1  I  3 0 13告96

F l 1 円- 11- 1 - 9- ¥ 5 % 

セメン |アスイス|イトラ11 1  1  15 I  3%  

，ハf-;. -'lJ a ト11/2iト1 1/21ィト7'1 • 1  > U  1  

( 3 )  ポーラスコ、ソトン、ルーフイング

?昆凝土とモルタ ノレの{中績を調節する絶縁とや11摘を兼ね

ずこ中間同の施工用材桝て 、 ｩ ｒ， ｬ 凝土及モルタルによく ｾ￱ｦ す

る様抱ヱするため、ニツポゾアスフアルト液( アスフア

ルト純分60%) にて貼り十j るものである。r . t イ壬弛i工の場

合は現場加工仁ニツ ポソ冷式ル ープヰ Y グコを行う。

( 0 ニッポン防水目地持

屋上防水の白地充填、来{ 也エキスパンシヨ γ 用材であ

依

防

工

、

吾

被

暁

施

際

グ

耐

外

の

仕

ロ

γ

、

悶

二

F

法

法

陶

器

筋

カ

エ

ヱ

殿

、

の

施

路

、

校

所

明

暗

法

仕

当

造

防

工

一

は

限

面

施

前

初

、

床

の

て

鮮

法

、
官

憎

い

。

工

法

工

っ

す

施

工

道

に

主

婦

施

A

M

泌

り

節

面

、

工

居

羽

床

法

施

て

却

現

工

水

し

鴻

粉

施

防

施

は

製

λ

柏

町

突

で

こ

尾

を

所

場

ヨ

隆

法

当

造

プ

式

工

。

外

聞

m

y

y

三

い

の

、

グ

ボ

の

さ

川

波

に

ツ

紋

下

記

主

喧

e

一

仕

ポ

実

施

、

叉

三

防

水

面

水

法

情

御

黒 川 化 学 工 業 所

仁国立大阪工業試験所{ j lj 製セ メy ト防水材

特許権実筋工場〉

大 阪 北区芝回目f 六 入 電 話 福 島 @5664取 次

って、光境には先ず ニヅポ γ 液体アスフアルトを下引し

て後、 liffi 工する。

二、ソポン式地下防水施工法

一般準備工作 加工商の整理と消帰

防水高1

1
が如何に上手効品な ると蜂も 加工商の整理と帰除

が不充分なI侍は恰も併に取り粉をつけたると同じく モル

タル の 附 ｩｙｴ も 恋〈 叉肌離れも起 り ｾ ＼従 て漏水を見る事

作々あり、抗に加工而の整理清婦は坊7K工事中の重要条

件のーで是非共f上係書に記載すべきである。

仁1 ) ＷＮ 昆 Ｇ ｾｅ 土建 造 物に於ては型作板の目違いより金ず

る問 ｾｴｩ の ハミ出しセメゾト、奈み等 ｉｴ 入念に研り取る可

きでもる。

仁2 ) 刑作部め附の鉄線、鉄筋の食み出し等は施工面

より Ｓｾ 以ＱＭＺ Ｑ 丸にて 切 断 し、木片共他爽 保 物 は 一 々 掘起し

英跡は防水モルタルにて丁寧に修理しなければならない

( 3 )  m.凝 ニ1:の不陸及豆巣の筒7千は入念に祈 り取り、

状況に依つては防水モルタルにて修理する。

( 4 ) 防水工.71J に適せない不良混凝土の箇所は徹底的

に改造又は修理する。

仁5 ) 力n:fui ば全部に亘り傷付及金ブラシ等にて肌荒

をし更に入念水洗する。

( 6 ) 既設建造物であってアス 7 アル ト又は有省防水

斉IJ 使用の防水炉jある時は微底的に之を剥脱する。

特 殊 準 備 工 作

( Aコヱ刻中p (17K; l Dる場合

出水排除作業に於て来礎栗石の突端迄、 7](.伎を事 |下る

耳鳴 ｅ わざるため海水叉 ｉｴＷ ｋ の辺 ｩ 問 ｾる 場合は防水工事以

前に止7Iく約喋の矯備工作即ち集水作業として抱工而全両

に亘りノロ引、防水モルタル塗〈厚3c m) を行い、濁水筒

所は英俊放習してモルタルの強化を待ち上端i渇水筒所よ

り}I J r i 次下部に急精剤を使用して止7K工作を行い昔話7Kを低

部に1浮き最後に1ヶ所に集水し急止する。

( B ) エキスパゾジヨゾ、ジ ョイ: / ト及防水目地材充填

の考治

ｦｬ ド 縮 Ｑ 法手ある場 合はニヅポ ν 式 ｦｬｾ 縮継手を使用する。

但し状況に依つては目地を作 り之に ニヅポゾ防水目地材

の充填を行う。鉄管類、金扇類等を混I渓土中に挿入の場

合に l i 英周囲には防水モルタ ルの充S誌の外、 継手として

ニツ ポ
γ

防水回 tl ! ! 材を充填する。

防水膜エ仁防水屑 と保護明より成る〉

側壁仁普通2c m
仕上コ

く第lf0コ 務 忠 清掃 した る混凝土而にニ ツポユヘペ戸

ストを7 k 刷毛にて厚〈塗布する。

仁第2Wi) ベ戸ス トの乾かない内に前掲、 1 号モル F ル

を厚さ約7 f c mf立下付する。下塗の水引を待ち、1号モル

タル 1c m厚を1 n ! 自に押えて、水密な るモルタノレ掛を ζ
防

水府〉行い、刷毛目立とする。 ( 48頁へ続( )
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J a.. ノマ

照

後、マノール1 . 3ポγ ドを7]<.30倍く約Z斗〉に浴用車した7](.

を少量すつ注がしつつ充分綴り 合わせる。

2 防水コ γ クリート l士、セメ γ ト1切、砂 2切、砂利4

切 を充分空絞り し、マノール1 . 3 ポγ ドを水40倍に静か

した水を注がしつつ均質に練り 合わせる。

3. 石 Jj ( 漆喰には、石l!k22キロ、角叉300匁、初250匁、

マノール 1ポゾドの割合とする。

島中

石灰、セメゾトモ ルタノレ、コ ゾグ リート は、充分入念

に施工した ものでも 、そ の体積の何パーセ ゾ トかの空隊

を有する。この空慣は毛細管引力を起して雨水、地下水

等を疲牧し、浸透 した水分はモルタノレ、ゴゾグリート中

の含有する可搭性の遊離石灰を溶出し、水中及び空気中

に含有する塩類、酸類を結合して樹主炭酸揮を形成 し、

外観を損ずるばかりでなく 、構造物に亀裂を生ぜしめる

危険がある。

セメント防水剤の規;洛

建築用 セメ γ ト防水剤に関する百本工業規彬が近〈 制

定されることになっている。その案によれば合絡の規ギ

は、J凝結時聞は始発 1時間以後10時間以内で、曲げ及び

圧縮民度は防水剤を混合ししないモルタルの' J nl度の80%

以上くill し上塗用は 50%以上〉、駿7!( 率は防水淘lを混合

しないそんタルの場合の50%以下、 透水量は 1種 が7]( 圧

マ ノ ー ル の 特 徴

一手ノールは薄黄色 の波体で、主成分は不変質の脂肪酸

アルミであ る。

これを石灰、 モルタル、 コゾグ リート に混和する時守

は、その中に含有する可溶i全塩酸と化合 し、凝固草鉱業と

共に水に不溶解の注質 となり 、 防7k防湿の効果を発す

る。従って自主広を生ぜず。鉄材 の防錆をな し司 亀裂を生

じなし、。 Ｑ ｫｧ Ｚ ｣ｭ ｾ を ＲＴＱＱ 寺聞かけて透水なしとし 、 Ｒ 種は水圧 Ｑ ｫｧ Ｏ

｣ｭ ＡＺＡ を Ｒ Ｔ 時間、 続いて Ｒｫｧ Ｏ ｣ｴｮｾ を ＲＴ 時間 かけた時透 Ｗ Ｎｋﾭ

なしのものとなることになっている。

仁 筆 者 油 脂化工社大阪蛍業所代表者〉

油脂化工社

マノ戸ノレを混合したそノレ F ル、 コゾグリートは凝固の

終始時間に若干の相違を生ずるが、凝固時間そのものは

延長されず、且強度 に選手響は少し、。強度の剃王のかかる

箇所に使用することができる。そして耐酸注を有するか

ら、その必要ある場合に好適である。

マノールの使用法

最も注意を要するのは混和と綴方の方法であ る。標準

的な施工法のー例を挙げると下記の通りである。

1 . 防水モ ル F ノレ{主、セメゾト 1 切、砂 2 切を良〈混合

内

所

サ ッ ジ ュ ・ ド ア ー . v ヤ ッ タ ー

飯 金 製 品 ・ 自 動 車 々 体

部 品 ・ 車 輔 ・ 発 動 機

日 本 建 鉄 株 式 会 社

大阪事務所 犬阪市西区江戸堀上通二ノ五七

電 話 土 佐 堀 @ 2  1 8 8 番

東京都荒川区三河島七ノ七八O

電 話 下 谷 8 1  5  5 - 8  1  5  9  

東京都葛飾区奥戸本町一0 0 0

電 話 本 田 190 ・196 ・1018

千葉腕船橋市海市中町二ノ三五O

電 話 船 橋 5 0 9 - 5 1 1

京 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 二 ノ 三

三菱新館内電話丸ノ内973・4501

岬

1. 軽量、耐久性、耐水性のある 仕上材料且美麗な色

のとして軽金属やプラスチツ P がもっと安価に売出され

ること-を希望します。そして天井や鍾が水拭丸、す汎ば元

通りに美し〈なる様な仕上材料が欲しいも のです。

2. 品質につ いては納めばなしでな〈 少〈 とも i O年位

は責任をもてる位のものを出 しても らい度〈考えていま

す。

西

建 材 界 に 望 む

及

場

場

c

工

工

-

市

京

川

本

束

中

船 橋 工 場

3  品質の責任 を前 記の様 にもつ 代ｾ Iこ材料業者が自

らの責任で施工する犠 4こ進めばよいと思います。瓦 iこし

ても 壁紙に して もリノリウムにしても何でも建材業者の

責任で施工する様に進んで欲しいものです。

ノ

業

丸

蛍

株式会社大阪建築事務所取締役コ〈筆者
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建 築 金 物 製 作 の 使 命

建 築 金 物 の 使 命

第 2 次大戦の為、我が園建築金物製造業者の大多数

が、余儀なく 他の業務に転業し、終戦後夫々復旧した

が、他に軍需工業の金属工業製作者も亦建築金物の製作

に乗り出し、ー儲けせんとした。しかし建築金物の製作

は素人の転業者ではー朝一タには完全なる品物が出来る

筈治事! 初、ったのので、終戦後 6年間に英の転業者の大多

数は解散叉は閉鎖したのである。何故ならば尖の人々は

建築金物の使命を知らずして形のみを製作 して来たから

である。建築金物の使命と言うのは其の金物が持つ実用

価値と美的要素を兼ねて持たねばならないので針。

建築金物は建物に於いて例えば扇の要の如くその急所

である事が多い。 ilt の中が進むに従って、金物は建築機

能上益々重要な位置を占むるものである。窓、入口、換

気子L其の他あらゆる関口の機能も把握するは勿論の事、

装飾上叉は保安衛主回Lの他諸設備に其の機能の建築金物

には依頼せざるは無いと言っても決して. 過言では無い。

英の建築金物が終戦後に於ける粗製乱造品の為一時的に

せよ信用を落 した事は、' 建築金物のみ可2・は無いとしても

製作者の反省すべき所である。

が文一方、fl ! ;嘆金物は込嘆の施工の工程上、最終的に

必要な物が多い関係上、見制の最後で予算［のＺｬＡｬￇいｾ係等

の為にどうしても切り詰めなければと言う ｾ￧ で 、良 い建

築合物を求める事が出来ない場合が多く、これか長い物

を入手出来ないと言う結論になったとも言い得るのであ

るe 我々建築金物業者としては、建築、 設計と施工技術

者に希望する所は、臭い建築金物を製作させる様、指導

と協力を願いたい点である。

建 築 金 物 の 材 料

建築金物を製作するに当り 、先ず11関序として製n'T: に適

当なる材料を選定せねばならない。即ち銑鉄、鉄、特殊

鋼、錦、鉛、亜鉛、紘ニッケル、カドミウム、アルミ

ニユ{ ム、クロム等の原材料を、燃解、合金、精燥、圧

延等の 方 法で以って処理するｾｮＺに 依 り 、 鋳物 、板、 俸 、

建築金物の御使用には J. o. J 印 を御指

定下さ い。

鋳 鉄 製 品 F アーハ ゾガー ・復興戸車 ・窓車 ・

硝子. l I : . 回転金物 ・ニッケル仕上取手

帽子掛他各種

真鋳鋳物製品 丸落 ・7 ラγ ス落 ・掛金 ・義星了双

・キャッチ郵便受・耳王手・引手 ・絹

子掛他各種

製造元 大 同 鋳 造 株 式 会 社

稲 葉躍

献の素材料となる。以上の素材料は、夫々適当なる実用

価値と建築美を発揮させる装飾とを兼ね備える様な配合

調和を必要とすると同時に、経済的にも英の仙i値を認め

られねばならない。建築金物には、その素材 として、鋳

鉄鋳物、砲金鋳物、其鈴鋳物、アルミニウム鋳物、可鍛

鋳 物 、 条 鉱 帯 鋼、京総板、棒鉱 鉄 線、兵銀MWパネ鋼

等の如き物が多く使用されている。

建 築 金 物 の 種 類

建築金物を大分類するならば、 下記の如 くである。

① 椛造金物〈スチ ールドア、 スチ 戸ノレサッシユ、 メダ

ルラス 、ワ イヤラス 、 小 国E金物、絡子〉

① 窓及欄間金物〈回転金物、調整昔号、締金物〉

① 出入 口開戸金物 CJ 双、 錠〉前、取手、ド 7 ーチエ

ツタ〉

① 引戸金物仁戸車、レーノレ、引戸錠、 ド7 - ，、 γ ガー

引手〉

① 装飾金物く政権止、ケリ板、手摺〉

①来[ E 食物〈南京錠、 プラケ ット、 帽子掛コ

建 築 金 物 の 撰 定

47物 を本当の意味に役立たせるピは、英の品物件 わ

生命を働かせるのである。製造者が良剣で真面目な態度

で造った製品は生命を持つものである。 然し現在の市場

は品質本f立から経済本位へと変りつつある。施工業者は

入札主主の方法で良市i よりも絡安の物を選ぶ事が多い。建

築金物製造業者も自己d経済を守 らんが為、材料を十分

に使用せニf g! ( いは加工に手を抜」、たりして、 位段を引下

げる方法を考える様になる。英の結果と して我が国の建

築金物は安かろう悪かろうの汚名は免れないのである。

英れでは如何な る品質を選定するかと言う事になるの

であるが、一言にしていえば品絡のらるものをお選定額

いたい。品絡とは英の商品に正し くプラ Y ドのマ戸クさ

れたもの、包装 レベル等の正し く貼ってあるもので、 此

等は- 116，信用して宜しし、と思 う。何故なれば人と同 じぐ

商品も正しく装える物は 自然兵心的に成らざる を得なU

からである。

今後の建築金物業者の進路

先般アメリカのコノL ピγ 会社の最近の見本を分解 して

見て感じたことは、殆どが熟練工に依存する必要のない

様に設計され、 しかも組立 も楽なヌア法がとつであった事

である。機械と治具による 大量生産方式が建築金物の今

後の進路でなければならなし、。

〈筆者 大同鋳造株 式会社常務取締役〉

31 



建 具 家 具 金 物

建具金物、家具金物、装飾金物等はその時代の影響を

受けて、そのデザイこ/ にも構造にも多〈の変遷を経て居

る。例えば戸務の錠は、和風の場合昔は猿落し貰板な

どであったのが、掛ケ金、捻締、差込錠など} となり 、戦

後社会不安が増すにつれ完全なものが要求されるに至

旬、シリシ〆 F 錠upちピ Y タシプラ戸構造のものが市販

されるようになった。

洋風建築の場合では、それに使用さねる建具家具金物

は当初はすベて舶来でる旬 、その後も一番多〈輸入され

たのはアメリカ製品でるった。代表的なのは錠前では、

エ 戸作、コルピ Y 、サ戸ゼγ ト、シユラーゲ、蝶番では

スタゾレ戸、ボエ/ " " ' 1' 戸で、フロアセ ν ジではラスウイ

シ、リグソシ等で、現在国産のものは何れもこれ等のメ

戸カ ーの品を原型として複製されたものでるる。そして

戦前には園内一流メ戸カ戸の製品も殆ど原型に遜色のな

い程度に達したものもあったが、戦争l : ' 中断され、目下

は戦時中のプラシグを取り戻し如何にして高級品の需要

に応えるかカ造物界の課題となりつつある状電車である。

以下金物使用に際する注意を列挙して見ょう。先ず第

1は建具の寸法を金物にふさわしく設計することでるる。

い〈ら有効な戸締金紗j を使用してもそれに値せぬ弱い建

具では金物の価値が発揮されなし、。

次は金物の撰択を誤れぬことである。例えば錠前にし

ても玄度錠、間仕! ; I ; 錠、一般出ス口錠等の霞類がらり、

その使用法には 1 つの約束がるるから、それに従う注意

治主必要でるろう。その点今後は金物業者がカタログを発

行する際にも注意せねばならぬし、叉例えば両開扉用と

か回転窓用とか各々の場合に応じて組合せ金物の高級品

を発売することも考慮せねばなるまい。

4主 主 主 @ p 宝 物

J ドy- }{ . _ンカ一

節 ラ 工場・倉庫・ガレージ

自 1 のu ¥i に御使用を御奨

人め致します。

在 吊 下 げ 重 量

1号喝Okg2号l 00-k g

( 全国有名金物)

庖 に あ b まナ

} . O. } 印ドア F ハ γ ガ戸 l主主事舶の周囲は鍋焼

入ロ F ラーペアリ Y グ猿置になって居 b ます

から丈夫で扉の開閉が軽〈取付には吊下げを

自由に調節できます。

製造元 ・大阪・ 大同鑓準株式会批
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平 山同 治

金物の取付に当って守ま些細な不注意カ不便を迎くこと

がある。例えば箱錠ば掻玉が上で鍵穴か下になる様に取

り付けるべ〈 、 シリ:/ /t. 戸錠はこれを反対にすべきであ

るにも拘らず、 これを誤っている場合を見受ける。それ

は錠前の蹴込ポ ール トは聞き勝手に応じて簡単に組み換

えられることを知らぬ為に起るのである。

文普通の彫刻錠には、 1枚釧、 3 枚刻、 4枚釧の別が

らり 、 タy プラ 戸釧の数により鍵違いが増加する。 1 枚

釧は 6 種、 3 枚釧は64種、ー4枚錠はJ . 20種類の錠違いを作

り得るので、 1 枚刻は完全な施錠とは云えず、マスタ ー

キ戸装置とする時には 3 枚例以上としなければ効果がな

し、。

彪込錠として理想的なものはシリ γ 〆F 錠でるる。但

し普通の 7: / プラ 戸式の錠に比 L構造上メ型でるるから

建具権をそれに応ずる様設計せねばならない。

文よく蝶事件は 2 枚でよいか、 3 枚とすべきかの論があ

るカ入釣込んだ当初は荷重は蝶番は平均されな〈とも、

順次磨滅するにつれ平均にかかる様になるから、 3 枚が

よいことは云う迄もない。この場合中釣の蝶番は中心よ

り幾分上部とすべきである。

アルミニユムーム、ヂユラルミ γ 系統の金物がセメ γ

ト混合物と接触する箇所には防湿の施工をすべきことも

知らねばならないo 但し室内等で乾燥度の高いところで.

は必ずしも必要ではない。

筒鉄材、真鋳材等で標準規絡表にはあっても需要度の

少ないものは生産されていないから、設計の際には近似

寸法で聞に会う様に考えることも経済上考慮する必要が

ある。

最後に金物の価絡に対する今後の見通しでるるカ2、元

来食物は材料費 3 に対し; 加工賃 7 を要するものであるか

ら、材料費がかなり大巾の値上りをしても、製品そのも

のはさほど大きな値上りはしないものでるる。国際価格

にマークされた現在の材料価絡から云フて今後は大巾の

変動はないものと考えている。

仁筆者平山円法商盾監査役〉

建 築 /E N  GI金 物

発 売 元

佐図式パーペンパ ーマシン( 鉄筋加工機〉

位図式パ{ カツグーマシン( 鉄筋切断機〉

平 山 圏 治 扇 庖

大阪市南区上汐町一丁目四O 番地

電話期四四八四喬



メ タ )1， 
フ ス

奥 村 重 兵 衛

一般に販売されているメ タル ラスは全体の7 0 %位迄が

カのない粗悪品である。資材が無かった終戦後 3 ・4 年

の聞はそれも致し方がなかった治人 今日筒かかるも のが

く2尺 x 6尺1枚80匁又は100iL位〉相当多盆に使用されて

の工法ではモルタルが裏側IJ に廻る余地がない。そこでそ

の余地を作るためには在来の施工法では特殊の釘を使用

するか又はフェルトの上に欽掛か木摺を打って、英れに

メタル ラスを張 り付けて・フェルトとメタノレラスと の聞に

スキを作っておった。そのスキを作ると墜厚も厚〈塗

れ、メ F ルラスがモルタル の中心に入るからラスの腐蝕

もなく合理的である。

いることは寒心に堪えない。

先般漸〈日本工業規絡が決定されて、 l 枚( 2尺 x 6尺〉

130匁以下仁0. 45kgi m り のものが規絡よりオミット

されたことは当然のことである。
法準法が実施されると外壁用のメタ ルラスは コ プ ラ

ス、波形ラス、リプラスを使刺せねばならない。コプラ

ス、波形ラス 、リ プラスは O!nち基準法に依る脇工は〉

自ら 7 エル トとメタルラスの聞に 9 mmの空間を作 る工

法でるる。 ( 録者奥村京兵衛商宿主コ

日本工業規格 メタルラス

1.  この規絡は左官工事用途下地およびコ: / ! ? リート の

下地に使刑するメタルラスに適用する。

2. メタルラスは日本金属親絡 J 1  S 金属3301 仁炭素鋼

汚4反〉に; 規定する薄

板を使用し常温引伸

切断法により製造す 種 類 呼ぴ方

罪事 板 の 厚 き
1  積 2 穂 高 さ 霊 長

1m

2  

ｭ ｬｾＺｊ ピッ チ
隅 ml長さ m F m 1; 長 さ P 1I

P
2 1 m m|  1k g/ ZT12 

る。

3. メタ ルラスは平ラ

ス、コプラス ' 波形

ラス、お よび リプ ラ

スの 4 種績に区分す

る。

4. 、メ タルラス のI呼び

方、形状、寸法およ

び: r u : 訟は右の表によ

る。-

mロ1

1 号 :0. ＵｾＰＮＶｃ 叫 Ｔ，、 ＴＲＴ Ｔ 問 )!  1 帥

2 号 o. ￳ｾＰＮ Ｈｪ ＨＲＶ 者 ＱＮＰＰ

平 ラ ス

3 号 o. ＶｾＰＮ＠ ＷＨＲＴ 非 ｾＲＲｬ ｮＺ 1. 00 

Ｔ 号 ＰＮＷｾＰＮ ＸＨ ＲＲＣ ｾＲ ＰＣ Ｉ Ｚ 1. 00 

ＰＮＵｾＰＮＶＨＲ Ｖ 非 ｾ ＲＴ ｬｄＡ 1. 00 

o. ＶｾＰＮ＠ ＷＨＲＴ 非 ｾＲＲｬｄ ｉ Ｑ Ｎ 00 

2. 00 0. 61 1. 82 ー 1 - 10. 45

2. 00 0. 61 1. 82 一 |

2. 00 0. 61 

2. 00 0. 61 1. 82 ー

2. 00 0. 61 1. 82 

2. 00 0. 61 

2. 00 0. 61 1. 82 I  
73

1  68 9  O. 70 

基準法によるメ

タルラス施工法

従来使用されている

メタル ラスの外壁施工

法は 7 エルトの上に直

ぐメF ルラスを張って

モル タルを塗るのでら

るカ: 、メタ ルラスは: モ

ルタルが充分裏側に廻

ってこそ堅牢であ旬 、

合理的であるのに、こ

語色彩 手ス ｉ ｾ一 一 号号 一 ＰＮＶｾ Ｎ ＷＨＲＱＣｾＲＲ 書 1 曲

o. ＷｾＮ＠ 8( 22ト 20者)1 1. 00 

2. 00 0. 61 

2. 00 0. 61 1.  82 I  33 1  10 I  1. 05 

リプラス A

リプラス B

日進メタルラス

- 先づその経歴を見られよ・

. 信用は一日にしてならず ・

・衛牒 用は何卒日 進 式 に ・

一 一一 一

1  -'5- 0. 1( 28帯〉 0. 61 1. 82 120 9  1. 40 

2 号 0. 5( 26#)  0. 61 1. 82 120 9  1. 80 

3 号 0. 6( 24者〉 0. 61 1. 82 120 9  2. 10 

一 一

1 号 O. 4( 28骨〉 0. 99 1. 82 DO 17 2. 60 

百 13LE
“。 -'5. 0. 5( 26持〉 0. 99 3. 25 

3 号 0. 6( 24l!) 0. 99 1. 82 I  90 17 3. 90 

参 拾 年 の 伝 統 と信用を誇る

日 進 リ プ ラ ス 日進式軽量鉄骨

合資会社 奥 村 重 兵 衛 商 庖

大阪市北区木幡町三十一番地

電 話 郷 川 ( 35) 4 1 6 4 脊
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衛 生 陶 器 に つ い て

衛 生 陶 器 と は

衛生設備で私共の日常金活に最も関係の深いものは建

築給排水設備に取付けられる衛生掠具でまt 1)， これを最

も衛生的な素材でるる陶器で作ったも のカ稲生陶器であ

る。従って衛生陶器は何と言って も先ず衛生的でなけれ

ばならなL 、。 即ち

仁u 汚れればすぐ判り 、清掃の容易なもの、換言すれ

ば臭気や汚染を残さぬものでなければならない。

仁2) 材質は良〈ても給排水の機能が悪いものは非衛生

的" " c あるか ら水洗機能が完全で故障の起らないものでな

ければならない。

我が国では普から便所は臭いも のと して本屋から離し

て設けたり、折角水洗式の衛生陶器を取付けても少々臭

いのは H あたりまえか? とと、億脳の袋をさげたりして

居る治人これは品市塞いである。欧米の浴室仁バスルーム

〉は、我が国の便所と風呂場と洗面所とを一緒にした様

な部屋でーらるが寝室の隣りに仕切も完全にしないで設け

てある。此織な所に取付け得るも のカ人ほん とうの衛生

陶器でるる。

陶 器 の 品 質

青 木 真

器でも品質により差がある。通産省衛生陶球規絡〈日本

標準規絡 J E S建築 4 0 1 6 . 4 0 1 7、 4  0  1  8) に

も熔化素地質、硬質陶器質及化粧素質の 3 種に分けてあ

る。この規絡によると陶訴の磁商を滋赤色アニリシ染料

の液中に一時品施して、液に接する破面から素地内部へ

i 3 mm以上浸透 しない ものを熔化素地質2 5 mm以上浸

透しない物を硬質陶務質J と言う事になって居る。この

赤色液の浸透度は呆気吸首、汚染の度と比例するから浸

透度のタい熔化素地質の方カ稲生器具材として優れて居

る簡単に しらべるには破面に舌端を触れて見て強く吸付

けられる ものほど浸透度が多いもので、熔化素地質で( 主

全く感じない。

又く もの巣の様なヒピの入った洗面器等を見ると非衛

生的で不愉快なものである。上記浸透が少なくヒピの割

れが出来ない品が優持品である。

機 能 と 附 属 金 具

衛生陶音量はい〈ら外観が立派でも水洗機能が惑かった

り給排水金具カ巧之良では、一文の価値もない。市販のも

のには、斯様なことが屡々起る。東洋陶; 恭株式会社で

陶器は食訴に使用される伎で衛生的であるが、同 じ陶 は製品一個一個について、イシグを号制正面に塗布し 仮

想汚物を投入して、一定の水圧とガ告で万佐訊験を し

TOYO TOII CO.. LTD. そのまま一昼夜放置して水琳漏を検査して問。

T h e回R o. . . .hl ... . M  . . .  ・ 阿 国 岨 旬 皿 ・7 Y &r 7  6  P町 個nt.

L - 30 0  高経壷付銑面器 L AY AT ORY  
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又衛生陶器の真価は優秀なF付属金具と組合って始めて

発揮出来るものである。向性は終戦後優秀な附属金具の

製作を企画」鋳物からメツキ仕上げ迄の一貫工程を以

て陶援にマッチした金具を製作して居 り、陶禄同機一個

一個機官蹴験を して居る。( 筆者東洋陶器大阪営業所長〉

建 材 界 に 望 む

上 林 博 雄

建材業界の協カによって例えば S WE E T の如き完備

した型録集が出版されることを望みます。

く筆者大阪市立大学家政学部講師〉

街宣陥墨: t; t 索活陶器・

附 層 雲 間 拘 万toKi 治則

男 ｾｉ Ｂｬ営常所に練ｊｬ ｬ ｃＭてあ月ますから御系観下さＱｉ

大 阪 営 業 所 丈 阪 市 魚E 伏見町制堂筋舟

..話 1ヒ潟 (23) 14 2. 4 ・4518・4519



陶磁タイルモザイク・テラコツタ

近代建築の発達に伴い、 タイル、テラコツタ等建築用

陶磁総は建築物の内外装、床面鋪装用材としての利用価

値を高めて来たと云えよう。そして今日も筒新らしい可

能性に向って絶えず進歩しているのがこのタイル、テラ

コツタである。

( 1 ) 生 産 工 程

タイル、テラコケタ等も一般陶磁器と同様に芙原料Tき

ある原石〈長石、珪石、 蝋石、陶石など〉原土 〈蛙 目粘

土、相官粘土など〉を混和して賦形し高熱処理を経て製

応化するカ ｾｴ 使用目的に応じて自ら原料配合、 成形方

法、焼成方法各々多岐多様であり従って共製品も陶磁の

別はもとより色々な持ち味を備えている。極〈大まかに

生産工程を見ると第 1 表のようにる。

( 2) 製 品

質 的 分 類 明 2表〉、形状による分類明 3表〉に加え

て勅聞の光沢について附言己すると、光沢利くBri ght

gl aze) 半光沢利仁Semi - mat g.) 艶消秘 ζ ma t g. コに

大別される。光沢紬はむも一般的なもので、マット紬は

結成分を半熔融状慾に処理するか、制而に顕微鏡的な微

小結晶を生ぜしめるかによって然光沢函を得るものであ

る。光沢の有無によって表現される感覚に微妙な、時に

は顕警な差泉の生じることはよく私共の自に触れる所で

第 1 表

高 良田

ある。無納品は素地自体の持つ色が一種の力強い議ちつ

きを示している。

( 3)  使用上の注意

タイル、モザイグ等は殆んどの場合、既製寸法のものを

用いるが、テラコックは一般的な2寸 x 7. 5寸又は4寸 x 7

寸のものを除けば、テラコツ P 劃j付図に遜いて所要寸法

のものを製作するのが普通である。大形平板では例えば

2. 0尺 x 3.0尺のように1: 1. 5以上に大きな比を持たぬ形状

を選ぶ方が安全である。成形上や施工上の問題を併せ考

えると、巨大な単体をつくる事は望ましくない。複維なレ

リ_ 7 を持つものなど如何に切斬するかと云う点に関し

ては製造技術者の意見を徴するのが捷径でらる。望事冷地

で凍害の顧慮される所では磁然叉は半磁器でなければ使

用に堪えない場合が多い。

( 4)  施工について

モザイグ F イルなど下地の仕上りカ漠健施工商に現わ

れるものは出来る丈け7 寧正磁に下地をつくるべきでら

る。テラコツタの場合、単体の童公 3kgを超えるような

平板を貼上げる時には2- 3段毎に墜体から傑出せしめた

鉄筋に銅撚棋で緊縛すれば理想的である。

il- 12-| 一

一司- 1本

L  

竺「土「! 日出ートl手 進 航

腕

一

l

司

1

1

一l

一 線 鐘 成 形

製
ロ

ロロ f9i j  

第 2 表 製 品 の 質 的 分 類

素 地 の 特 性 放7 / < 率 分 類

11- 18%  苦ま

5 - 8 %  磁 骨ま

0. 0- 告ま

0. 0 - 音器

一
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テラコツ夕、衛生陶器、硬質 ｆ イＩｾ

半磁器 F イル、モザイグ

リシカータイル、陶管

磁総タイル、モザイタ

多 孔 質 不 透 明

称、素地共に陶総よ b夜し

有 色 竪 鍛

白 色 竪 級 半 透 明



第 3  表

ロロロ ｾ＠ ( {:谷称〉 村 質 色

表 面 | 厚 き 仁 捌 内 は 白 地ω

6 寸角 tI リγ カ戸 F イ) 1- 主として妬捻 茶 樋 色 6. Ox 6.  0  1. 2 - 0. 7  91( 3. 0)  

2 了 掛 タ イ ル t石器、テラコヅ夕、磁器 各 色 2. Ox 7. 5  0. 5 - 0 . 3  200( 3. 0)  

小 口 平 F イ J レ 同 上 又 夜 質 陶 捻 11 2. Ox  3. 6 0. 3 - 0 . 2  481( 0. 5コ

5 寸 角 F イ ) L( 6吋〉 向 上 又 半 磁 総 11 5. Ox5.  0  0. 3 - 0. 2  141( 0. 5)  

3寸6分角 タイ) ¥. . 仁4吋コ 11 11 3. 6  x  3. 6  I  O. 25- 0.  2  270( 0. 5コ

2寸5分角 タ イ ル( 3Qt ) 11 !I 2. 5 x 2.  5  0. 25- 0. 2 554( 0. 5コ

1寸8分 角 タ イ ル 11 11 

:. ｾ＠ｾ ＺＮ＠ ｾ＠ ｉ ｾＮ＠ Ｚｾｾｾ幼
1，052( 0. 5コ

1寸2分 解 タ イ ル

2， ;;01( 0.  5コ

!I 11 1. 2  x  1.  2  I  O.  20- 0.  15 

( 1 尺角紙貼コ

8 分 角 モ ザ イ グ 磁 器 、 半 磁 器 11 0. 8 x O. 8  O. 16- 0.  1  1尺角紙貼36枚

6 分 角 モ ザ イ グ 11 11 O. 6  x  O. 6  ' 0. 2 5 - 0.  15 11 

4 分 5 鼠 モ ザ イ グ 11 11 O. 45 x  O. 45 O. 15  
"  

4 分 角 モ ザ イ グ 半 磁 "  
岳山主 グ 0. 35 x  0. 35 I  0. 15 

I! 

3分 51恩 角 モ ザ イ グ !I i最も豊富I O. 4  x  O. 4  O. 10  !I 

君主 1. モザイ グ緩貼場合は F イルの割付に従い所諮モザイグ下地 として必す・中塗をすること

言主 2. Iまぽ平滑な下地よ b仕上面迄の厚さはタイルl阜の2倍である 〈筆者 山本窯業前iJ i 1i 勤務〉

建 材 界 に 望 む

高 橋 誠 義

1 こう云う製品があって欲しい

イ、産淑・主主材料で、安価、 簡便、軽量、耐久力あり、

風雨地震に安全なもので何か新機鞠hのもの、例えば亜鉛

引波板と波型スレート の特徴を兼ねた様なもの。

ロ、コ : /tI リ戸ト塀のもっ と安価に出来るもの。

ハ、屋根葺材斜で、 J レ戸フイ γ グの様に巻物になって

いて 、巾及 長さが長尺で 、住宅 の ｭｾ 伎は継目な しで葺

ける械なもの、似し1耐火 的である事。

ニ、床仕上としてリノリウム の様な長尺、巾広物で相

当大きな部屋でも継 目なしに出来るもの。

ホ、マスチッ クフ ロアリゾグ又は之に代るべき塗り 物

でもっと改良されたもの。

〈、巻物式でプム又はリノリウムのエゾドレス巾木。

ト、呉型スラプ用型枠天井。

チ、ト ラス コゾのレディ メ戸ド梁住の様なもの。

リ、アメリカの特許品であるが、 玄型 側 、 之 は 釘

が曲って入るからとれなし、。

人 ア コ ー ジオ ゾ式折畳みドア 戸 ( 間仕切〉

ノレ、木材の完全耐火塗料の表面木〉木質のは見えなく

てもよい〉

ヲ、イ γ ガーソル、ユ 戸チリチー、ユニットの織なも

の。

〈緩房、給湯、バス、 シャワ ー、メ ギイシ γ キヤピネ

ット、電気冷書家庭、電気レ γ ヂ、等々の設備、機能を
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コゾ パタ トにまと めたもの〉

ワ、合成樹脂等による透明パイプ

;b、外壁仕上材料として鉄板ホ戸ロー引 きの様なも

の。( ア メリカで使用しているらしい〉

ヨ、アレキシプルベニヤの良質なるもの。

夕、床用大型ベニヤで耐水、耐火性のもの。

2. 品質に対する意見

イ、品質については総て良心的でらり、 「アメリヵ」

や「ヨ戸ロツパJ 問い設計が出来る様品質向上について

努力されたき事。

白、現在あまりに多すぎる品質及品質の陶汰。

ハ、新規科学}の宣伝広告中には長所を説いて短所を制

ベてない。建築当事者に指摘されて初めて発見する事が

よくある。

3. i室、寸業者の進路

イ、戦争による 10年間の空白を早 く理める事。

ロ、製品の規格化をはかり、日本材:併に よる 「スヰ F

トカタロ グ」に匹敵するものを作る事

〈 主主: 者大林組建築部邸j務〉

タイル・モザイク・テラコツタ

販 売 ・意 匠 ・施 工

山 本 窯 業 商 庖

大阪市北区芝 田 町 六 三 電 福 島 仁45) 3330 



陶

阿見管は建築工事には勿論のこ と農地改良用震は土木用

にも広〈 用いられる基礎資材で、コ y クリート管の有し

ない不蝕性、耐賦金、耐アルカリ性を有してしも。その

他 形伏の整一、 両面の平沼枝、内外圧に対する耐水圧、

吸水量の僅か、価絡の低 l夜性も特記せねばなら ない。

降雨管の種類には並管、! 享管、特厚管がある。その価絡

変動状慾を見ると表の如くである。

大阪標準小売価絡 〈円〉

称 呼

内径管長

昭18年 昭22年 I昭23年 I現 在
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陶 管 ・ 大 正 便 所 ・ 衛 生 陶 器

金 剛 パ イ プ ・ マ ン ホ ー ル ・ 水 極 ボ ッ ク ス 類

製泡 J 卸 ・阪資

三 舟 窯 業 大 阪 営 業 所

営業所大阪市阿倍野区北畠東一丁目三三

電 話 住 吉 @4 6 9 1 呑

立 場 大 阪・愛 知・四 国

管

船 津 稔

陶 管 の 製 法

1  原料妬摂粘土に焼粉叉( 主JI !砂索円二を加える。

2.  土煉、原斜を土練機に入れ一定量のJk を加え乍ら

充 分綴上げ均一な培土 とする。 土事IT機とは段式と縦式 が

ある。

3  成型製管機により浪大な圧力で出土を圧し出し成

形する。製管 機は大中小の3種 あり 、口径5 c mよ り90c m迄

の成形ができる。製管機によ り製品は形状寸法は正確に

表団は平らに成形され且良く締り紋密な素地 ができる。

4. 仕上成形された素地は ログロでソケット をつけ、

ソケット内部と下部に櫛目をつける。

5  乾燥仕上げられた生素地は直ちに乾燥室に運ばれ

る。乾燥室は焼成室の余黙を利用し、1 週間以上乾燥 し

殆 ど水分を脱去した素地とする。

6.  素地検査 員集舗前こ 1本ずつ検査を行い、乾燥中

に形伏の泊ったものや亀裂のできたものを除〈。

7  祭 詰 祭 の 谷・積は大小 あるカL 倒焔式平地策で焚

口は両側面にl 何百乃至12個〈片焚はその半数〉である。 長

さ60c m内径 5- 6 0 c mの素地を適当に入子して組合せ、

3. ! &又は 4段乃至 E段に積み宜ね整然と祭詰L - . . 出詰口は

一
有 寧 組
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s"to>、 3 3 桔 ｴ 匂ｾ 7 "  

3 3.0 0 0 "，且 5.8 0。臼止

煉瓦を以て事蹴する。

8  焼 成 窯 の 大小により異るカ人 大体附表の要領に

よる。

9  祭出 し 焼成が終れば冷し口を切り 、徐々に冷却

し、 4乃至10自の後出入口を取 り除き陶管を出す。

10.  選別 窯 出 し し た 陶 管 は検査を行い。 1級品、 2級

品と不合格に区別し置場に積み重ねる。

仁筆者三舟窯業大阪営業所代表者コ
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Z 二 レ

エレベータの選択

建物j に於けるエレベータの方式、台数等が遮当でない

と其の立物の能率を荻じ賃貸価絡を沢下する 様 にな

る。エレベ ータ の方式は建物の種類、 蛍業 目的、大さ、

階数、乗用の性質J 附近の状強等によって適当なものを

選定すべきでるる。概略の標準を第 1 表に示す。

建物とエレベータの方式

J 、丸
タ

谷 民 蔵

エレベータの種類によ り第 3 表のように区別する事がで

きる。またその動作の概要は第 4 表のとお りであるが標

準の制御方式に種 の々動作信号等を附加するこ とができ

る。

ヱレーベータ戸の自動制御

戸の自動制御はエレベ ータ運転用の カプスイッチを動

かすことにより 全く 自動的に戸の開閉を行うのである。

押釦制御のばあいには、押釦により戸の開閉を自動的に

，カプの 特|ぷ 諒|定 員 協 話 協 行 う 。 停 電 の ば ら い に は 、 刊 で 戸 の 開 閉 を 行 ろ こ と が で

建築物及用途 | 情 ) 1  ( 蒋 ) い 数 訴 訟 取 き る 。 す な わ ち戸開機械と戸との連絡を齢、カゴ の戸お

i  l  i  J  1  1  4び乗場の戸は別々に手で戸を開閉するごと ができるo

く1 茨〉

a 大事務所急行用1 720- 1250'  2. 0-3.  4'  10- 1引 1  _  _  _I 

大事務所各階用I 900- 1400 2. 5- 3. 7:  13- 2引 110g;  120 昇降機定議抜翠

鍔器棚局!123:iZロロ ;i;:;; l ;; 1減i認 東京都響概観内報仁最近全国的改正予定〉

し 一一一一|ーι ー」一一ー|一一1--=コ

I  1" 11" 1 ' " ' '  . 01"11"1

1  
n  ... .... n て7 二 に二円二 第4'302条 乗用エレベータ の定員は昇降カゴの床面積

大百貨応急行用I 900- 1400， 2. 5-3.  7 刊 の n

大百貨腐各階用I 1250- 1800 

小百貨庖 1  900- 1400 2. 5- 3・・l 山 創 「 …1  v ー

商 庖 | 匂o- I25O 2: o-i  41  Io- i副 3ol 吋 90 付62.託〉

l 一一一一 一一一一「ー ーコ一一「一「一 第480悦 エ レベ戸タ各部の強度計算に於てエレ ペー

ホ テ ル 客 用I ｾｾＲＭｾｾｾＲｾＮ＠ ｾＭＳＮ＠ 7i  ｾｾＭｾ倒 ＳｱＹＰ ｩ ＱＲＰ
ホテル 配 給 用I 720- 1600 2. 0-4.  41  10- 2司 30: 60;  100 !it カプの荷買Eは最大積載荷重を以ってしなければならな

アパート 1  720- 1600:  2. 0-4. 41  10-2判 30: 60:  90 ぃ。但し左の各号以下の数値を採用してはならない。
γ ト君主用I .-- ｾＭＭＭ ｩ＠ _. _  ｾＮ＠ ｾ ｩ＠ ｾＭ - l  - l  --1 

アパート I  ＷＲＰＭＱｾＵＰ Ｇ＠ 2.  0-3.  41  10- 181  30:  ＵＰ ｾ＠ 60 1. 乗用エレペ 【F の場企は床面積 1 平方メートルに
γ ト配給用I .-- ｾ ＭＭＭ ｉ＠ _ .  _  _. 1  -_ --1  - l  - 1 

l一一一一一l一一一一|一一一」ー」一一!一一 付370妊b

病 院 釆 用1 ｚ 宮 ｏＭＱＲＵＰＲＮＰＴＮＴ Ａ ＱＰＭＱ 司 ｾ ｾ ｉ ｾｾ ｩ＠ ｾｾ＠ 2  貨物用エレ ベ - !it の場合は床面積 1平方メ F トル

病院配給吊台用1 720- 18∞2. 0-5.  0;  10- 261  201  30;  60 

工場倉臨荷物用11400 以上 1  1  201 30:  40 に付250M。

給 仕 用I 20- 100 

エレベータの標準法度

建物に対する適当な速度は階数、使用状也、用途、設

備数等により相違するから一般的に云う事は困難である

が概括的に申せば第 2 表の様なものである。

〈:第 2 表〉

建 物 の 種 類 1 2階- 4階 1 5階- 7階 1 8階- 1 2階

大貸事務所C急行用え ー 米 1 90- 120米1120- 150米

I! ( 各階用主 一 米 1 90- 105米1 90- 120米

中貸事務所 !  45- 60米 1 6 0 - 90米1 75- 105米

小貸事務所 130- 60米 1 45 - 日O米1 6 0 - 90米

官 庁 会 館 郵 便 局j ＳＰＭＶＰ 米 ｉ ＮｾｾＭ 臼 ｏ 米 ｉ ＮｾｾＭｾｾｾ 米
大 百 貨 j苫〈急行用コ ~ 米 1105- 120米1120- 150米

I! Ｈ各階用 Ｕｾ - 米 1 90- 105米1 90- 120米

中、ノj 、百貨底、商 崩 45- 6 0米 1 4 5 - 75米1 75- 105米

ホ テ ル130- 60米 1 4 5 - 90米I 60- 120米

ア パ F トメ γ ト130- 45米 1 4 5 - 75米1 6 0 - 90米

病 院130- 45米 I 4 5 - 60米I 6 0 - 90米

貨 物 用I 15- 45米 1 3 0 - 60米1 6 0 - 90米

給 仕 用125- 30米 1 2 5 - 25米! 2 5 - 30米

ヱレ」ベータ制衛I装置

エレ ベ - ! i t 制 御装置はエレベ ータモ F トルの運転を制

御してカプを起動、運伝、床前けせしめるものであって
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第4305条 エレ ベーF 昇降路の偽造設備は左の各号に

よらなければならない。

1. 主要構造部及び周皇室は耐火構造の建築物に於ては

耐火造とし英他の構造の建築物に於ては不燃材料、梢

成 」 昇 降 路外の人又は物ヵ: 、カゴ又は釣合をもりに触

れる恐れのない構造とする事。

2. 耐火構造の建築物に於ては、昇降機 3 台毎に耐火

構造の墜を設ける事。

3  周墜の内面ば凸凹のない様にする事、やむを得ず

凸凹をつくる時は ｀Ｂｾｦ をつけて滑かにする事。

但し出入口の床先に凸部がるるときは英下回が水平と な

す角度を60度以上の斜角 とする事。

4. 建物各階に出入口文は非常出口を設ける事。

5. 前号の 出ス口 の幅' & び高さはカゴ出入口 の幅及高

さと等しく其の有効幅は、 0. 65 メートル以上、有効高さ

は1. 95 メ戸トル以上とする事。

出ス口床先とカゴとの間隔は2セ γ チメートル以上4セ γ

チメートル以下とする事。

6. 出入口文は非常出口 は中に設け其構造( ' l 耐火構造



〈宮高 3 表〉 制 御 装 僚 の 種 類

分 類 の 方 法 種 類 権 要

交 流 エレ ベ - 1' 制 御御 巻巻上には交流電誘導電動機を用う

1¥t 動 機 |

直 流 エ レ ベ ータ 帝l 上には直流 動直機流令用う

電動発電機によ b を発電し発電機の電圧ぞ制御して

可 変 電 庄 エ レ ベ 戸タ 制 御

巻上には直流電動機 を用う

一 段 速 度 エ レ ベ ータ 制 御 巻上には直流電動機ある いは一段速度務当陣電動機を用う

速 度 交 流 | 二 段 速 度 エ レ ペーータ 制 御 巻上には二段速度誘導電動機ぞ用う

可 変 電 圧 エ レ ベ 戸タ 制 御 上l i C. 可五E電圧方式

制 御 方 式 の 説 明

F 御

|  荷荷主電子一

|  燥 !絡するエ l

方式 ｼ 縦 ｬ いｾＮ r.> -: I  

| 者 ， る五 ｩｾ Ｑ

作

三 | カプの中に殺けM プスイツチ刊かして巡転する、深場にゐる押釦は信号用で ある。

ｾ ｉ カプスイッチ制御 運 i 単

カゴスイッチを「扇Ji ごす瓦冠何処でも停止ず孟二一束定年けは手動作に

よ る 。 . ，

ツ| カ プ ス イ ッ チ 制 御 1 . ' " I  

チ | 自 動 床 合 せ | 転 |

カゴスイッチぞ「断」にすれば停止する、 来場近〈一定の範圏内で

「断」にすれば自動的に停止面が合う。

制 |ー五言ス- 1 ';/ 0長 一 一 一| 手 | 独 l  

|  自動床着け制御 I  -，-- .  "' " I  カプスイッチを「断」にすれば正確な位置に自動床着けする。

カ プ内には各来場に対応する押釦がゐ ｢ 、 これを押せ ば巡転してその需場に ｾｬ ってｬｬＺる ｣

各衆場にはホ ール 釦ゐ b、これを押せぼ運転令制御する、床着け方法は可変電圧には自動床着 :t 、 二 段 速 度

搾 には自動床合せ、一段速度には 床スイッチによる停止を用いる。

|  一 釦 一 呼 1  ;  I  ｾ＠ 1;ホ戸- 1汁呼に応恥じて逮蹴転し仏、その階にゆ到到町l
:にこ

押 釦 制 御 |  深 |  単 ｬ ｩｾはま ＱＱ 例問で叶 ｉ ｾ階皆に止る。巡転中は他の呼は作用せ宇れ 、停止して ｌい、る時叱恥

| 客 !  ｉ 上 ｨ 下 ｾ ｉ 抑せば作用する。

剣 一 釦 多 数 呼 | ゐ I I共通であ!ホール呼| 呼に応じて運転し途中階におけるホ ール呼にも停

| 押 釦 制 御 | る I 1る。 Iは登録さ | 止する。済めばその階に止る

I  ｾ，＠ I  I  Iれる、そ |一一 一ー、、

!れに応じ t遂行中、

ホ ール釦

呼に応じ て運転し、済めばその階にl l : る

押 釦 御 迷

る巡

x は一定階に復帰する。

転 一一一一一

は上 b、 向の カプの進行は相互に自動的に迫給ゐ b、

て停柄砲蜜ば詞録止笠和のカえ呼す録プるき二多が。れれは叫岬押神行於途対方応止方け中に階仁ニ釦多ｾＮ数 ｉ 呼 手 複 じて 呼に応じて運転し、済めば互に一定間隔

御 押 釦 御 下ｾ 2 倒 し反 をもって止る。

|  ( 全或自は動信押号釦制制御御〉 ||時 || 数
ゐ b。

向の 戸の動閉る t: けをスイヅチで扱運う、転 その他

は停 は自 的である上下来場聞を する呼

る。 I止せす・ に応じて止 /!:'n

カゴスイッチゴ制7、御と押釦制御の両様ぞ具える、カコ・内の- ! l 7H焚スイッチにより切り 夜えてい" . ( 1. かの市l J l 笥lに 使

複

用する、カ イツチi f j ! J御のばあいにはホ ール釦は 7 ナ γ シエ - ! l 戸用となる。、

一 釦 ー 呼 復 式 制 御
単

一釦ー呼押釦制御とカコ・スイッチを具う。

弐

- 釦 ー 呼 複 式 市j 御 一釦多数呼押釦制御とカプスイッチを具う。

市j

ま

Tこ

御

ニ 釦多数呼複式制御

lま
独

ニ釦多数呼押釦制御とカコ・スイッチを具う。

F刈G、

ニ 釦多数呼複式制御
客

複 数 二釦多数呼押釦制街! とカコ・スイッチを具う。

の建築物に於ては 1 級防火戸とし英他の防造の建築物に

於て不燃材料で構成する事。

9， 頂部制海兵の他の装置を支持する熔造部は、鋼材

又は鉄筋コ : / 9 リト戸で構成する事。

営 業 科 目

エ レ ベ ー タ ・コ ン ペ ヤ ー

捲 揚 機 ・ 各 種 輸 送 機

設 計 製 作

日本エレベータ工業株式会社

大阪市大淀区天神崎筋六丁目天六阪急ピ 11. 三階

電話痢川@171 ・201 ・172 ・202

カゴの定格速 度 l

米/ 分 | 頂部間際 メートル 底部間際メー トル

o  - 37 1. 20  0. 90 

37 ー 48 1. 50 1. 00 

46 ー 60 1. 60 1. 35 

60 - 100 1. 80 1. 60 

100 - 150 2. 10 2. 30  

150 - 180  2. 25 2. 60 

180 - 250 2. 40 3. 00 

く主 儲 日本エレペ戸 F 工 鵜4式会社相談役〉
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コ ガ ネ ラ イ ト

1 . 緒 言

コガネライトとは、鉱物中での変り種でｾる蛭石

仁V ERMI CULI TE) を特殊の炉で焼成し建築用材料と

して使用出来る様にした商品名である。

この蛭石は、米国では最近盛に使用されている材料で

モル買ル、 終喰、コシクリー ト用骨材震は屋根、E主体、

床等の撹充材として建築物の軽盆化耐火性及熱虚噺用と

して劃期的な優秀E奇特であると云うことは我国でも認め

られ既に法る程度! 実用j切に入っているのである。

2. 米国産姪石の性能

先ずJl lCi序として米国に於ける蛭石の性能に合埴、て型録

雑誌等で見るところを挙げて見る。

A  蛭石を焼成すると原容墳のがj15倍の膨脹する。

B  焼成温度は700
0

c が適当でるる。

C  粒大は納粒と粗粒とらり細粒はｾ措用大粒はヨゾ

ー P リF ト用に適する

D  色彩は策金色を呈して美麗。

E  蛭石の融点、は13却。c

F  焼成蛭石の重量は 96 - 123kg/ m
8

く普通川砂は

1600/kg m位〉

G  蛭石漆喰及コ γ クリートは軽盆である。或る建物

て普通湾攻及 コγ グリ戸ト では4200万封度になるが

蛭石を骨材とすれば1100万封皮て・すぷ精進材の節約

になった。

手 防 火 力は1吋厚の蛭石漆喰は普通漆喰の 2- 4倍の

効力がある。

I  防音力及保温性が大きい。

J  亀裂を生ずることなく又釘ゃ銀がきく

以上の事項から蛭石は焼成 して使用するこ と。性能は

軽量で防火、防音、保温等の遮断性能が優秀であること

又使用後は漆喰モルタル震はコ γ クリ戸トの骨材として

又単独で損充j醐 f材として適すること等がおる。商I Tt名

としては A LEXI CI TE， ZONOL I TE 等がある。

3. 我国鐙右の性欲

蛭石は縫い黒雲母質鉱物の豆粒状で薄片治手風琴状を

している。そのイr ; 学: 組成はK
2
0 ，3Al

2
0

3
，6Si 0

2
，2 H

2
0  

でその各成分の分盆は

K
2
0  6 - 8 % 

Al
2
0

3  25- 50% 

Si 0
2  40- 50% 

H20 約5 %

外に CaO，Mg O， F/
2
0

S 少量複雑なしかし安定した

化学組織を持 ってをり之 を焼成すると手風琴を徐々に ｾｉ

40 

長 尾 清

張った様に膨脹し丁度蛭が歩〈様に見えるので古来この

名がある。

4  コガネライトの生産工程

蛭石は南アフリカを始め世界の各地で産出される様で

るるが米国ではそ γ F ナ、カロライナ両外I t こ多量に産出

される。我国では福島t呆を始め和歌山、奈良、山梨、香

}II の諸県で産出されているが福島県を除いては品質及量

的等より企業化するには目下の所るまり有望ではない。

採掘したl京鉱を水洗い筒分等の方法により選鉱する。

この水洗する場合の減量は大体 1立の原料より 0. 89立の

蛭石を得る。重量は1立につき 1. 2 - 1. 3kg で川砂の約50

%に当る。

さて此の漂鉱を焼くのであるが之がなかなか簡単にい

かないのである。焼成温度は700
0

C 前後で時聞は10分 ~

20分で、膨脹率は4. 5- 5. U倍、重量は1.i' L につきO. 4kg前

後である。

焼成されたものは更に廻転分縦機又は製粉機を通じて

粒粒より微粉にまる数程の粒度別院袋詰とし 10kg 入と

して販売されるので・ある。

5. コガネライトの性能

焼成蛭石の特性は大体次の通りで‘ ある。

A  貫盆が軽いく} I ' 砂の i 5%f立コ

B  取扱い易い。

C  耐火性が大きい〈蛭石の融点( 主1300
0

C )

D  妻君、音、電気の遮I新性が大きい

E  耐久性が大きいく化学的に比較民 ￬ｾ ￇＧ Ｚ走〉

F  黄金色の色彩と光沢がらり美麗である。

G  粒大は1 0 mm位より微粉末迄自由に揃えることが

出来るo

H  吸水E与が大きし、 C!V.AJ k率10J %fの

I  価絡が比較白守安L 、。

6  コ力・ネライトの用途

コガネライトの以上の特性を利月j して延諜用材料とし

ては下記の用途に使用して効果がある。

A  軽量及防火性の利用

モルタル、源、喰、プラスター等の骨材〈天井及盛

体用、吸音盤用、鉄骨被援用〉

各種セメゾト、コ γ クリート製品、主L型板、フ' ロ

ック、床版害事:

B  遮断性の利用

天井、壁体、金庫、冷蔵庫、恒温室、保温箱等の

填充遮断材及びパイプの保温材。



C  軽量性の利用

軽量コゾグリ戸ト、軽量モルタルの骨材。

D  英他の用途

梱 包Ｎ ｾ充材、農業薬品、草色潟、色 彩を利用する 化

粧材料、復紙用等ら

以下此等用途に利用する場合の用法及性能について英

概裂を記載する。

7.  左官材料の場合

コガネライトを左官材料として使用するのが最も効果

的であると考えられる。 HPち軽量と耐火性~表面仕上げ

が美麗、且つコス ト安定等と云う条件が揃っているから

である。

特に防火力の優秀である事は建設省建築研究所の実験

表によってもよく分る。

前比較のため普通セメ γ トモル F ル板 CI享1 0 mm，

1 5 mm， 2 5 mm) とセメゾトモル F ル虫食木毛セメ γ ト

板〈木毛セメゾト板厚1 2 mm，l Om m， 1 5 mm， 2Om m )  

とを比較記紋する。

1. 裏商が270
0

c に達する時間

l 姪石モノレタ| 木毛ヒメント セメ γ

材 種 | ル板 | 綬モル仰酔 ルタル板

L  ｾ＠ _  _  ｾｾ＠ ｾ｟＠ I  12 12 12 

柳 ( mm) 110 15 20 25 1  10 i5 20 1o 15 20 25 

時 1: 1 1 1 4 2 1 2 8 2 8  

間 lつ: 工石玄石三「一一一

仁分) ， ....， t  n n  n c= ' 11' )  r::... I  
1: 3 1202533 51122 29 34 1 1 1 3 1 6 2 1  

2. 30分後の裏商温度

材

3. 60分後の豪商温度

!  岨|木毛セメント | セメ y トモ ノレ

材 種 l援石モルタノレ楓 |  

L  内級モルタル検 | タル板

板馬1 1 1 0 1 5 2 0 2 5  1 2 1 2 1 2 1 1 0 1 5 2 0 2 5  
( m mコ，) . V  . u  _ V  _ u  10 15 20 

溢 I 1:  1  1630570 52040o 1  

皮 1 :  2  ｾＶＲＰ 悶 ｾＰＰＳ ＷＰ Ｍ I  

C
O  

- : ; 一一- 1

1:  3  f610 540 470 330580530 .J 80 700 650 570 500 

左官材料として使用する場合の施工仕段については若

干の注意が必要であるが清水建設の近藤芳美氏の突験に

よるものがあるので之を掲げておく。

蛭石モルタル訟の場合焼成蛭石の粒度を 2. 5 mm締以

下とし調合は

鎗! 享 ( mm) セメ Y ト 蛭石

下象 12 1  2  

上塗 6 1 2  

とし蛭石( : t 予め水で充分湿潤状滋にしておくことが

最も大切な注意司頓である。その程度は容終に蛭石を

入れて水を注ぎ蛭石が1 1 &水して水と蛭石上商とがスレ

スレになる程度にすればよい。蛭石モルタルの程度は

銀塗りに者j; 合のよい程度・で差支えなく、以後の脇工は

普通セメ γ トモルタ ル塗と殆んど問機に行えばよい。

蛭石プラス; r - ｾ監の場合プラス［ｲＭは石膏・性及び石

灰性とでその出来上りに大差はない。蛭石の粒度はモ

ルタルの場合と同様に 2. 5 m m以下であること使用に

あたって蛭石をよく駁水しておくこともモル; r )' -' の場

合と変りはなし、。材料調合は

主会厚 プラス

( mm) タ F 姪 石 浜毛却

下塗 6  1  1iT灯! ? 下地適盆

中塗 7. 5 1  1. 5 混入してもよい

上塗 1. 5 1  適量 適

前夏季、冬季の断熱を目的とする場合はこの下塗の

次にむら直しく塗厚7. 5 mm) をなし4回塗とし、その

調合は中塗と同じものでよい。上塗の調合は1・03、以

下が適当で叉微粒仁0 . 6 mm以 下 〉 の 方 が よ し そ の

以上の粒度では銀塗り困難となると云われる。

モノレ F ル塗の場合も同様であるが、蛭石を使用前に

よく吸水しておかないと亀裂が発生するのと使用中に

硬練になって施工しにくくなる。之は蛭石が混合水を

吸う為で、その他は普通プラス; r - 施工と大差がない。

8. 軽量コンクリート並にモルタル周骨材

の場合

この用途に使用する場合として重要なことは比重と強

度である。比重については実験の結果蛭石モルタルの場

合セメゾト: 蛭石 1: 3 仁容積比〉で 1 m当り 1500kg、普

通モルタルの約6 5 %である。叉調合別に霊盆の低減割合

を示すと次の通りである仁建設省建築研究所実験に依

る〉。

議妨物弘2ga222砂87の庖

i出活指協議Ei) 請負

雲 喜 美 素 工 業 所
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調合( 容積比コ 1:普必川砂モルタル1: 3 I 比 重

セメ γ ト: 蛭石 |の場合を100 として IC湿潤状態〉

詰二ト」ト」1 L

1  8  

1. 40 

1. 35 

1. 20 

叉蛭石コ : / 7 リ戸トの場合蛭沼を砂利と考え川砂と蛭

石と併用した場企。

調合仁容積比〉セ メ ｼ 普通川砂モルタル ｾＺＳ 1 比 重

y ト: 川砂: 姪石 |の場合を 100として |  

1 :  1 1  I  80 I  1. 93 

1 :  1  : 2  I  78 I  1. 88 

1  2  1  I  81 .  I  1. 94 

1 2 2  I  80 I  1. 92 

1 2  : 3  I  73 I  1. 75 

1  2  4  I  72 I  1. 73 

次tこ他 の軽量百材使用のルモルタルと比較オると下記

の通りである。

抗火石砂使用のもの 10J  

ポロセルく黒鍵石;焼成品コ グ 85 

アツシ〈炭憧) h  100 

浅間火山砂 h  90 

以上の結架から蛭石は軽量コ : / 7 リ戸ト又はモルタノレ

として優秀な材料でるることが云える。次に強度に闘し

てであるが建設省建築研究所でセメント訊験法に準拠し

て仔った誌験結果を示す。

調 合 比!

〈容積上ヒ〉

セメ y ト|

川秒、姪i

石 |

1: 1 

1: 1. 5 

1: 2 

1: 2. 5 

1: 3 

1・1': 1  

1: 1: 2 

1: 2: 1 

1: 2: 2 

1: 2: 3 

1: 2: 4 

強 度 Ckg/c mり

1*比

縮 |ア

4 w 戸日

曲 げ |τ 圧

1 w I  4 w  I山 1

1 W
I  

28. 0 43. 5 47. 9 71 

30. 4 40. 3 53. 6 73 

29. 7 38. 4 48. 9 70 

25: '9  32. 7 39. 1 56 

13: 8 23. 2 30. 7 33 

21. 7 31. 6  44. .9  65 

14. 2 24. 3  36. 0 33 

10. 1  19. 4 32. 9 34 

9. 0 13. 2 24. 3 22 

3. 9 5. 9 13. 4 9  

2. 7 4. 9  8. 3  6  

134 154 40 

110 142 43 

107 137 55 

83 103 65 

60 76 86 

99 149 70 

60 86 97 

60 92 99 

33 86 135 

18 27 60 

12 18 97 

コγ クリート板 0. .60 

煉 瓦 懸 0. 4つ

木担1漆喰樫 0. 3，) - 0. 70 

不青: ボ ード 0. 37 

木毛 τ メ γ ト板 0. 036 

干ツクス類 0. 072 

軽石コ : / 9 リート 0. 20- 0. 30 

木 材 0. 12- 0. 18 

コル ク板 0. 04- 0. 06 

ベ ニ ヤ 紋 0. 115 

石綿スレ戸ト 0. 15- 0. 83 

蛭石をi虚断材として使用する方r . t:fこは蛭れ其のままを

壁問、天弁裏惑は冷激庫、保温箱等の周囲に演充するの

とモルタル叉はコゾクリ ートとして建築物の被疫材とし

て使用する芳法とが考えられる。前者は軽量，耐久、熱遮

断性、虫害、腐蝕等を受けない等非常に有利であるがコ

ストが粉々割高でるることや特殊の精造を必要とする等

の不便がある。後者は建築用と して最も適当した方法で

ある。

音響i墜断については未だ正確な妓音率測定の突! 験値が

出ていないが大体黙遮断と同様効果のある材糾でるろう

妻都は推定出来る。

10 鉄骨被覆材料の場合

最最4 近米国に於ける高層建築物の白霊程t減威方法としての

蛭石使用施工が』兵: 足L剣にl布研a冴f究されてしい、るのは誠に当然のJ

結とは云え喜ばしL 、、。蛭石を{ 使史用する事によつて建物の

自重を縫滅すると共に防火性を附与出来るのが其の注目

されるに至つた主な理由である。此の工法は建築物の各

都銀骨をメタルラスで補強した2 5 mm厚侵度の蛭右モル

タ} l - で被援するものである、此の方法に依ればi 自々・鉄筋

及コ γ クリートの必要量も著しく少数で済み仮枠は不要

等から工! l ! i ' / J ' 非常に軽減される訳である。

1 伊lを米国の或る 30階建の銀行建築の報告に依れば従

来週りの工法に依ると鋼とコ ν クリ戸ト で重量が 4. 2ω

万封度になるが鉄骨と蛭石漆喰で施工した場合は自震が

1. 400万制度の軽さで済み、此の為普通工法では鋼材 5

300 砲を要するのに対し之が 4. 200 砲で済み工!l li が 235.

000 ドルの節約となったとの事である。

附記平山首氏、小林陽太郎氏、栗山寛氏、、伊厳芳美

氏の文献を参考とし、又当社技師長矢間忠霊氏の助言を

以上の如く艇石の盆が増加すると強度が低下するから 得た。ここに深謝する。

構造体、鐙体、 天井等の用途にL!:.; じ調合比を手加威する くさn : 者玉置産業株式会社常務取締役コ

必要 がらる。又防火防音等のｾ断性等をもＺ効索して調 合

比を定める事も必要である。米国の型録によると結局1:

4- 1: 8伎としているのが多い様でらる。

9  場充、遮断材の場合

蛭石が遮断材として優秀であるのは下表に示す様に黙

の伝導率ヵ: 非常に少いと云号事である。

他材糾との比較表〈単位KcaJ /m. h. c)  

蛭石モルタノレ板〈調合比1: 4- 1: 8コ 0. 10- 0. 075 
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姪石コガネライト p 石 灰 製 造 販 売

セメント 3 陳 五 ， 土 管 ， 壁 材 料

玉 置 産 業 株 式 泣

本 社 南 区 唆 谷 中 三 町 二 五 電 南 4581 ・4532

蛭 石 工 場 大 正l丘三軒家浜通二ノ三六電泉尾1719

石灰工 場 高 知 県 長 岡 郡 稲 生 村 電 稲 生 5. 3 0  



床 ワ

学校でも工場でも病院でも家庭でも、掃除といえ法昔

も今も大抵が雑巾がけnpち7kぶきの状懲から一向 iこ己主義

されていない。水ぶきの掃除では、何時の間にか木材ゐ

内蔵してf ，i ' : る樹JJ 旨分や街聞に診. ってあるベ γ キ、ワ ニス

などの象: 斜をふきとってしまい、表面をかさかさにし: 木

材のI腐朽を早めるばかりでなく、塵挨は凶散し必く非衛

生的である。

それで一時不乾性の鉱物泊をぬることが洗行したこと

がある。然しこれはいつまでもベ トベ トして泊で塵挨を

吸牧し、非衛生的でしかも折角美しい床絞を真黒にして

しま う。 叉木材 をいためてその老朽を平め、震は衣類を

汚し履物を腐朽させる等の欠点がらった為に今日では好

かれなくなった。それではどの様な品質のものが理想的

でるるかと云うと、それば次の様なことが考えられる。

第1には上述した如〈鉱物性のものは不可であるから、

栢物性のものを用いなければならない。植物注油を;京税

として洗い務しが利L 、て、しかも鉱物油と対抗できる価

絡ものでなければならなし、。

第 2 には、泊性のものからワックスtt のものにならね

ばならない。ワツグスは油性のものよりは高価でらり 、

しかも時々、塗って賂かねばならぬが、油性のペトツキ

は甚だ不愉快であるからである。但しこの場合単に城を

泊でといたものでよいと云う訳でなく融点の高い蝋を使

用した製品でなければならない。

第 3 には滑るワックスから滑らぬワックスへ移らねば

ならない。自動車のボディなどに使われるワックスは、

鹿挨の多い道を走る為に、ハ タキで簡単に挨の務ちる様

』こ滑りのよい ワツ F スが要求される。また建物の床でも

〆γ スホール などでは滑りの良いワックスが喜ばれる。

〈然し: 本当は滑りが良くて同時に止り易いワックスが

最良である〉。然しそれを普通の建物の床に使えば、歩

く人が滑って転倒する恐れがあるため、ワックスが非難

されることがある。然しそれはワックスの使用法に誤り

があるのであって、滑らぬワックスを使用すれば良いの

で為る。

ケ シ ト ク 艶 出 し ヲ ツ ク ス 値 段 表

廊 下 の す べ ら ぬ 白 木 用 ワ ッ グ ス … … 1封 度

￥ 490. ω 

ピヵぜになる液体床ワツグス・ H ・H ・..1斗 擁

￥ 4，9ω. ω 

ホコリ止め床みがきケントグオイル1斗 纏

￥ 1，890. ω 

大 阪 ・ 東 区 ガ ス ピ ル 裏K ，K ，ケントク

支 庄 東 庖 ・名 古 屋

ツ ク ス

鈴
-* 

清 市

第 4 には固形のワツ F スから液体のワックスへ移らね

ばならない。住宅など. では別であるが、何百坪、何千坪

と云う病院、寄宿舎、工場等に於ては床賂き の能率化が

考えられねばならない。そこで、固形のワックスよりも

液体のワックスが認求されることになる。そして同時に

よく 光沢が出て且その光沢が長持ち しなければ な ら な

L 、。

第 5 には純愉性の液体ワツ P スからエマルジヨゾの液

体ワックスへ進まねばならない。長近は床材料に化学: 製

品が多く 使われるようになった占そしてこ の綴な床は泊

分を嫌うことが多し、。そこでワックス界に於て も、床材

を痛めず、乾きカ得 〈ベ とつかず融点の高いエマルジヨ

γ の液体ワツグスが生れて来たのでまbる。

結局床ワックスは上記の様な要求に合致しなければな

らないのであって、ケ γ トク の製品はその例と云うこと

ヵ: できる。

液体床ワ、ソクスの使用法

先ず床板にせよ、諸道具類にせよ、手指や泊のしみな

どの汚れは、予め湯や石段水で充分洗う必要がある。よ

ごれの甚しい時は銑糠液を用いる。よごれがなければ別

にi $ I : う必要のないことは云う迄もない。

次に液体ワックスを薄く むらのない様に、ワック スの

色をのこさぬ様にぬり込む。狭い所は布片につけて塗れ

ばよいが、広い所ではモップを使用する。液体ワッ クス

は30分も経てば一通り軽〈 。次にその上を乾いた布か乾

いたモップでよくこする。こすればこする程自然の艶が

出る。

一度こ うして塗れば、次回は15日位過ぎてから同様に

して塗る。第 3 回目以後は3:) 日間隔でよい。但し木質、

上靴使用か土足か、歩〈人数の多少などによって若干加

減が必裂である。

初回は標墜 として20坪に 1 升の液体 ワックスを要する

が、2回目よ りは半量で足り、 1年間も使用すれば殆どワ

ックス は少量ですむ様になる。 向ワツ F ス使用の場所に

は平素布又はモップで空ぶきするのであるが、時には水

ぶきにしても差っかえない。

向姉妹品として、白木のまま艶出しのできる白木用ワ

ックス、 半乾燥性でほこ りを抑え空ぷきで汚れの とれる

7 ロア戸オイル等がある。 フロアーオイルには木俊及び

床の新古の状頓に適合させるために A 、B 、 C の 3種が

あるこ とを申し添える。

〈筆者株式会社ケ γ トク社長〉
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新 ら し き 石 材

経済再建の進捗と共に、今や長期の使用に堪え且つ外

観の包量れた木建築が急激にt倍加しつつある。 この趨勢と

共に近年、等閑に附れ勝ちであった石材の使用 も急速に

摺加してきた。然しながら従来のお材にはその全面的普

及を妨げる2つの難点、がらった。

その 1 つは、これまでの石材では、その品質の堅牢な

ることと、天然の美観とによって斯界に独自の地歩を確

保して来たものの、近来、外国趣味特にア メリカ風の豊

かな色彩をl ! i : んずる趣向の底腕によって、在来の品種だ

けでは到底この風潮に追閲することさえ出来なくなって

来た事でるる。

今 1つの隆絡は、 これま℃ーの石材事業なるものが、そ

の力III方式に於て極めて幼稚にして、原始産業の: 渓を出

なかった事でおる。 この事は当然石材の大量生産を妨

げ、旦コスト高を招来せしめていた。

色彩品質の多様性に欠ける 点に於ては、熱心なる業者

の努力により、今日までにも既に相当優秀なる品種のい

くつかが発見せられ、実用に供せられつつある現状であ

る。

ｊ，Ａｾ ち 今 その 代表的なる ものの Ｒ 、 Ｓ を挙げ れ ば 花筒岩で

は、文化みかげと称する一連のみかげ石でるる。これは

既知の銘石よりも、色彩に於ても、品質に於ても、決し

て劣る ものではなく 、むしろ一層多様性に富むものであ

り、且供給力は極めて大であるという強みをもつもので

ｾる。

叉凝灰岩では、従来竜山石が広〈使用せられて来たの

であるが、これはあまりにも色彩の多様性に欠ける憾み

西 林

μ -l 

末:r 助

がｾった。今日既に使用せられつつある文化析というの

は、極めて豊富な色彩をもつものをえらんだもので、文化

みかげと共に時代の趣向に合致するものということが出

来ょう。即ち永策、白、育、緑並びに之らのヰi 間色に

して耐火度、風化度いずれも極めて優秀、且運搬取扱も

容易なる点、 コスト も人造石より低廉にて供給 し得る。

た立石材の第 2 の難点、進歩せる機械加工による大量

生産 とコ ス トの切下の商に於ては、未だ研究も完成の或

に達していない現状であるが、目下しきりに研究工夫が

重ねられてをるので、早晩極めて能率的な機械か完成さ

れるであろ う。

因みに新石材各種の品質色彩時価と掲げろ。

花 商 岩 の 都

総 称 石名 色 柄

文化みかげ 三草石 黒白緋撲綴

11 小梅石 紅白ノj 、模様

11 熊野石 淡叢白模様

11 浅恩石 渋財ミ白斑点

軟 石 の 部

総 称 石 名 色 柄

文 化 石 A  褐色小泡状模様

11 B  淡 貧 小 泡 状

11 C  淡 青 白 模 綴

D  禍 色 地 自 模 様

向上記のうち花筒岩の部は、価格従来使用の一般石材

と同等で、各種建築用貼付・又はカ ウγ タ戸 内外装飾に使

用さ才い軟石の部は価絡人造石以下で、各種建築内外装

飾及びマ γ トルヒ・F ス英の{ 也耐火的個人に使用される。

仁筆者 西林石材工業株式会社社長〉

建 材 界 に 望 む

竹 内 孝

① 良心的な志の

これからの出現を望むものt::: ったらモルタ ル壁面の完

全な無色防水没布材、漁気に完全にたえられるペニ ア籾

や リノリ ウム敷きの糊〈アスフアノレ トでは因る〉、油性

ベ Y キの速乾材、糠気にたえる油性ベ y キなど枚挙に L、

とま がな し、。かつて渇裂 してし、T二割れな いガラス、被れ

ない雑巾がけの出来るフスマ紙などは合成樹脂によって

解決を見る段階になって来たので、我々庶民の家庭にま

で及，. . 1{ のも左経速し、将来 ではない?ゴら う。

良い渚想の新製品が出来るとすぐ無反省な模倣品が続

出する。そして機能や品質の改良が行われないで、時主安
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価でさえあったらい、という事 lこなってしまう。そして

折角の第一呑に生れ出た研究的良心的な材料が、後続の

無反省な模倣品のために育Tこす・枯れしぼんでしまう。

① その場限 bのものでない事

日本の経済状態や現行の請負制度では無理な君主文かも
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建 築 用 ガ ラ ス

村 経 政田

建築用ガラス製品は種々あるが、その主なも のは板ガ に大補強として幅60粍厚さ 6 粍の鉄板を入れその左右に

ラス、墜体用ガラスフ' ロック及び鋪道用プリズムガラス 小補強経6粍丸の鉄筋を図の如〈糠補強 〈鉄板〉の穴口に

である。特に後 2 者は最近の建築に賞用される。 差込み務子状に組立て、補強工作を終える。

グラスブ口 、ソク施工法 然して硝子はこの絡子状の中へ下段より積み重ねつつ

本品の施工方法は右図の示す如 く、最初窓橡の両側に 作業を遂行するのであるが此の際硝子と硝子の聞に目地

閥九O粍厚さ六粍の鉄板をコ: / コ リートに取付け次に縦 枕即ち定められたる目地面の定演を挟み目地に防水モル

横の有IJ 践として鉄板及鉄骨を組立て椅子状を構成する。 タJ レ材狗を結め而して後目地枕を除き干1 I i 正して完了す

先ず所定箇所、硝子2段叉はえ攻毎に1策補強として幅60 る。 此の方法は極めて簡単で しかも完全なものである。

粍厚さ 6 粍の鉄板を左右螺釘にて段止めし後、大小の縦 プリ ズム硝子施工

補強を組込む。英の面積 2 米以上の場合は従中央及要所 鉄枠厳込型施工に就て

1  硝子プリツク大理

。
I! 小 型

中主立3  11 

4. No.  ti7プルズム硝子

0. NO. 47 11 

G. NO. 58 グ

この施工方法は最初鋳鉄粋を現場に振付けプリズム硝

子の周辺部即ち枠橡の部分に防水とクツシヨ γ の為めに

S G塗料を塗布し充分に乾燥したる後 S G F 防水俊込塗

グｾ ｾ＠ .，. 0 γ タ. . OL .・， • 

錦織特質量込弐施工周→

ヨンクリート打込書Eプ リズム尚子

ドO. 6 7  

NO. 5 7 型I i t ヱ岡→

口

ー

口口口

45 



光 リ 波 型 ガ ラ ス

従来天窓装置としては幾多の種類、装置があったカ人

何れも夫々の長所と級点を持って居り、就中、最近著 し

き需要を来た して居る波型スレ ート 屋根の採光に対して

は幾多の紋点が挙げられて居る。

これに対 し光り波型ガラスは下記の特徴を有する。

くり平面ガラスに比し、波状の山に直射したる光線の

複雑なる肱折により 、その採光国の範羽は著 しく拡大

ラス モザ y ク粉にて搬込み 更に 白地全体にS G防水塗籾を塗布し完

全なら しめ然 る後防水部j のモル タル訟は人造研出 して仕

上げ施工を完了するのである。

この鉄枠様込式の便利なる点は万一硝子の破損 したる

場合其の取扱が容易である こと込硝子の面積が比較的広

〈阻って採光能率も良好と云 うことが申されるのである

される。

仁2) 在来の装置の如〈外枠、筏等を要せず、直接母屋

に取付ける為、極めて簡単に叉短時日に多くの面績を

施工し得る。

( 3) 波状を形成せる故、平商ガラスよりも、耐圧力に

於て約 8 倍以上の強さを有しその完全性を保持する事

が出来る。 仁抗折試験成績249. 2kg. )  

仁4) 施工は釘穴を要せず、特種止メ金具ーにより取付け

る為、建物の動揺、風圧により破損の危険なく、如何

なる豪雨に於ても波状の谷函を流下する為雨漏りの憂

はない。 く ｾｦ 者株式会社村田硝子信 社 長〉

コンクリートヂT込式施工に就て

この方法はプ リズム硝子を 「コν クリ 戸 ト」の中に打

込みて取付 をなすもので鋳鉄枠俊込式の方法より施工授

の点に於て相当軽減される。何れの方法でも雨漏はしな

いが然し一利一害でこの式は施工後硝子に自然破をする

場合カ程々にらる。是は硝子とコ y クリートの伸縮関係

に依 る当然起るべき現象で皐寛施工法に無理が出来て不

自然と申されよう。 以上の次第で施工費は軽減されても

硝子取換の不便もらって事情が許す限り鋳鉄枠桜込式を

御薦めする。

スつ

仁44頁よ b続く〉

知れないが、悪貨が良貨を駆逐するようでは L、けなし、。

良質が結局経済である事を一般に認識させるためには相

当の年月を要するではあろうが、何とかして悪質群生の

中にも何良質が姿を没しないであってほしい。

① 建材業者も建築技術者であるとの心得えがほしい

建材業者は「売ればよし、」でな〈、材料を機能に完全

に適合させる 技術者であってほしし、。叉そうあらねばな

らなし、。材料業者も工事業者も設計者も工事註文者も対

等で協カしなげればい h 建築にはならな L、。 1: から材料

業者は少しも卑屈になる必要はなし、。 Tこ忙しい h 製品7ご

からと云って指名した時、無茶苦茶にい h 値段を? 突っ猿

って工事業者の見積 Ｙｾ 手古摺らせる 例 をよ Ｔ 見かける

指名されでも競争であっても値段は同じ惑である可き

1: と私は考える。それから工事註文者側〈施主〉に立つ

建築家の一番図ることは材料業者の変転甚しい事7ご。折

角新製品を使って見ても、次の修理の時期にはその室長者

がもう居な〈なった b、その製品が無〈なった b する。

結局建築家{ 立、確実な品質のもの、基礎墜聞な会社の製

品を先づ第ーに考えるのは無理1: ろうか。

C筆者 日本近畿鉄道建築課長〉

直鉄棋を厳込んだるもの。

5 mm厚硝子板2枚仁間隔5 mm)

内 外 各 種 板 硝 子 並 = 鏡

ク. ラスプロツグ・フ。リズムグ' ラス

製 作 販 売 並 施 工 詩 負

最 近 翁 入 品

ー色 型 硝 子 厚3 mm、寸法4尺 x5尺

種 類 は イ エ ロ ー、グリ γ 、プリユー、ピ γ 人

オパ 戸ル、ベラ〈乳白色コモ ール

大板腐硝子〈ウイ Y ド用) 6 mm厚、 5尺 x 3尺、 6尺

x 8尺、 5尺 x 6尺、6尺 x 10尺

庖

板 ガ

現在生産されて居る品種

普通板硝子 Ｒｭｭｾ＠ 3 mm恩 5 mm厚仁透明艶消〉

薄型板硝子 〆イヤ、梨向島、斜子

厚型板硝子 3mm)享、宕目 、透、〆イヤ、ナナコ

網入硝子板 6 mm厚、速、縮、透明

続 板 硝 子 5 mm)享、6 mm厚、 7 mm厚、3 mm厚

路 硝 子 板 3 mm恩 5mm)手 6 mm厚

強化石百子板 5 mm厚

安全合セ硝子 6 mm厚

最近新に生産計画品

プロテツグス硝子板

二 重 合 せ 硝 子 板

合せたもの。

2 枚板硝子の聞に乾燥空気を密封した もの。 外界の

温度と騒音を遮断するもので防寒防音の特性をもっ

最 近 宛 製 品

回毎板硝子 6 mm 厚最大寸法4尺 x 10尺

最も新 しい大型硝子で仁エッチ Y グラス代用〉スク

リγ 同ドア 戸等に使用すれば最遊品。

速型網入硝子板 6 mm厚 最 大 寸 法4尺 x 6尺

一般防火廷諜窓用

子

大阪市南区北炭屋町七帯地仁大丸南辻西- jつ

電話 ( 75) 南三三九七脊

E宵回村株式会社

最近鎗入予定

ピトロライト 1 0 mm厚、最大寸法3尺 x 10尺

特殊建築用硝子 〈現在品〉

光り硝子天窓用く浪型〉 定寸2. 40 x  3. 30、厚5 mm

幽 硝 子 は ステイ γ ドグラス 、エッチゾグラス、。
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壁

壁 紙 の 歴 史

古来西洋建築に於ける壁面の装飾としては、建築史に

詳かな如〈 、直接陵商に絵画を描いたものが多〈、又タ

ベスト リー や絞援等の織物、布吊 を懸垂して飴iったり し

た。近世t ( ，レネツサゾス以降〉になって住町の簡易化 と

共に、之篭E表面の装飾も1噺次簡易化され、殊に抄紙技術

が発達してからは、紙に描いた絵I叫を! ! I i布することカマ子

われる様になり 、その後印刷技術の進歩と共に超々の紋

様を印刷して慰問装飾にlぷ則される様になった。 文献に

依れば19t1t 紀の前半頃英国に於ておHこ刷った紋様を壁面

に貼って装飾したという。 20j 吐紀に入って、 この壁紙の

需要、製造共に大に発展して、ヨ戸ロツ パ〈英、仏、自

耳袋、瑞西〉及北米〈合衆国、加奈陀〉に於て大規模に

工業化され、その消星空も恰も我固に於ける襖紙の如〈 、

家節毎に張替をなす涯の多量なもの ζ なった。

我聞に於ける草壁紙の需要が多くなったのは、大正初年

からで、西洋風建築が一般住宅lこ普及する械になってか

らでらる。当初は専ら外国製品〈主と して英国製〉 を輸

入して、圏内一般の需要を陥っていた程度であった。大

正末期から昭和的i J } 切にかけての、所詞日本文化最盛期に

l士、各国の優秀な製品が日本を東洋、否 |止界でも有数な

鐙紙の好市場とみて一時に流入して、日華事変前迄は |世

界中の有名な壁紙を居ながらにして、自由に選択畏出来

るといった壁紙黄金時代を現出した。この状況に刺載さ

れて国内に於ても相当数の業者が、壁 紙 の 製 造 を 企 画

し、 実施したが、意i豆、紋機、色調、コ ストの点等で到

底紛入外国品と の競争にならず、大した業績を挙げるこ

とは出来なかった。只三菱製紙株式会社高砂: 工場に於て

は、昭和砂J年から壁紙製造の企[ 射を樹て、技師を米国に

il I¥巡 し、優秀な印刷機械をその抜高f. i と共に輸入して、本

絡的な製造を開始したのはl P r < 京15 年である。同社製品も

初めの聞は仲々軌道に乗らず、優秀とは云えなかった

が、不断の技術研究の結果遂に本現: 唯一の木絡町産紙の

製造に成功した占戦後資材、技術両聞の不自由を克服し

て、現在図柄30密ー月産 2 万坪の製品を市場に送り 、圏内

室 内 装 飾 の 設 計 施 工

大阪市東区南久宝寺町四丁目心斉橋通

亀 井 株 式 会 社

電 話 紛 場 ③1354- 5 ・2072

紙

キ通 口 春 コた

需要の大部を精 し、海外へ輸出もしている。

壁 紙 の 種 類

1.  型扶に依る区別

イ、 平版( Pl ateコ限定された寸法〈例えば3尺 x 6尺〉

の平版に原 l函を彫刻 して刷ったもの。

目、 巻取 ( RolJ er Si sl em or Endl essコ ローラ戸 に

原[ 則を彫刻して速続いくらでも長〈 刷れる。

2  印刷度数に依る区百IJ

イ、 1 度 刷 基 紙 一 回に顔料を塗布した上に、 1回で

紋織を現わしたもの。

ロ、l Q' .数刷 2 医l以上10回佼迄災. った色を加え刷った

もの0

3.  表面加工に依る区別

イ、平面仕上、 ( Pl ai n Fi ui sh)  平面基紙に印刷 し

たままのもの。

ロ、絞入仕上 ( Embossed) 印刷完了後凸凹ロ戸 ラ

ーを当てて表面にシポを浮出させたもの。

ハ、浮出加工仕上、紋様を彫刻した ロ戸ラーを当てて

決簡に紋織を浮出 し表わしたもの、又これに各種の

彩色を施したもの、これには輸入品時代にあった機

械製のものと我国特有の手I紙 Lぶ用の型浮壁紙〈晶体

山路軍表紙〉とがある。

4. 塗布顔料に依る区jjlJ

イ、水性顔料 最も普通に用いられている顔籾。

ロ、 1出世顔料油絵具を用いたもので往年高級品とし

て巾を利かせた端西製( Sal ubl a) 米国製仁Washabl eコ

三菱製の一部で共に不鑓色で少々の汚れは布巾で拭

って紛鹿になるものである。

ハ、 合属粉加工前色金属粉を塗布して平商状となし

これに磁徽前11な凸版紋様を先発きこ んだ ロ戸ラーを圧

しつけたもので Tekko などはその代表的なもので

ある。

ニ、漆加工浮出加工紙〈山路〉の表面に砥の粉、ワ

ニス、漆で仕上げたもので、美術品として輸出して

いるも のもある。

ホ、ウ 戸川区紙面に応繊維吹付をした所翁ラシヤ

紙で、無地ものと型押のものがある。

5.  仕上寸法に依る区別

イ、 平版 通常3尺 x 6) 亡の装紙に紋様を刷ったもので

原紙の者11合に依て異る場合もある。

ロ、 巻取通常 ＲＲ 吋 ｸ Ｑｾ に切 断して仕 上 げてあって

面積4平方磁く2坪〉である。

( 43頁下右に続< )
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建 材 薗 祉 の 立 場

戦時中の統制強化に端を発して日本の工業界は多く作

り安〈 売って利するよりも 少な く作つに高〈売る道を撰

んで来たと言っても過言ではない。然し此の様に大衆の

利益に合致しないゆき方は務局において必ず行き詰りが

生ずる。

コストを引下げて安〈多く 売れる様にする為には ど号

しても大盆生産するより他に道はないと思う。将来性の

らる一流メ戸カ はコス トを引下げる為に経営技術両面を

合理化す可〈 所謂完全なる企業体へ- t)ょ一歩研究改善の

道を進みつつあり喜ば しい現象でるる。

製造より直接需要と言号事も一応言えるが然し直接需

要販売には様々の場合が含まれている。 小ヱ場が直売す

る可〈予想して製造している場合は応々生産量が低く 、

コスト高の物、叉は学理的にこじつけで実際に役立たな

いもの、訟は自己満足して一向に改善研究しない不完全

なる商品が多い。

では一流メ戸カの商品直克部を設けるとしても、 一商

品の為に多大の経費を要して結局採算割になる事が多

L 、。

商品の需要性即ち実用品が一時的流行品かを広い意味

での批判しつつ相当自信の持てる品を取扱っているのが

商社でるる。商社の大半以上は多角的に蛍業している。

商社の生命とする所は堅実なる営業方針と薄利多売にな

る迅速なる売捌と仕入の上手さと言ってよいであろう。

山 本 武 雄

終戦後商品価値の変動が激 しい時代は商社の営業も又

予想外の復維をきわめる。鉄鋼について見ると現在の相

場は少し高いと思う。亜鉛引鉄板の相場は今日やや下っ

たが、戦前儲か 1円2、30銭でるった当時に比ベ国民枚入

から考えると安いとは云えまい。む しろもっと安 〈作っ

て安〈売れる様考慮すべきでるる。それが正常な景気へ

の第一歩でらる。本年における長野対の生産計画は 350万

屯の予定を 400 万屯に憎力目 されているが所謂鉄鋼一貫作

業の推進によってより多くより安〈生産される事が望ま

しし、。

今後平和な文化生活を蛍む為には更に鉄鋼の大増産が

必要である。年々 火災で失 う動産不動産は実に1000億円

以上であ る。耐火建築が鉄鋼材の高級の為、容易に出来

ず、自然木治建築になり、年々莫大な損失を繰返さなけ

ればならぬ現怖でーある。耐震耐火の鉄筋、鉄骨建築が強

〈要望される。

メーカも商社も最大の奉仕を以て出来得る限り安〈売

る本に努力せねばならない。然しその急速な実現は困難

である今日、最も必要なことは匙材個々の特質を研究

し その上で適材を適所に利用することである。例えば

浪型平板の耐震耐火性や最近テックス界にデピユ 戸した

サ γ ライトの如きは、何れも特質を有するものとして推

薦することができょう。

〈筆者株式会社山本建材活性長〉

仁28頁より続 o

〈第3何〉第 2 )，国モルタルの締った後、ニヅポ γ 、ベー

ストを充分力を入れて. 塗布す。

〈第4府〉第3層ベ 戸ストの乾かない。内に2号モル F ノレ

7f c m厚仁保護層〉を銭塗とし水刷毛仕上とする。

土間床仁普通3 c m仕上〉

〈第1屑〉盤理、清掃した施工面にニツボゾ、ベ ースト

をデッキ洗の夜領で力を入れて塗付する。

く第2府コペ 戸スト の乾かない内に 1号モル タル2 cm厚

仁防水屑〉を充分、金銭を利かし、水省な るモルタル掛

を行うか又はモノレ !it J レを竪練りとし叩き上げ櫛目立とす

る。

( 第3問〉第2) 筒、仁防水層〉のシマリたる後、 ニツポ

シ、ペースト塗りを力を入れて行号。

〈第4初〉上記ベ ース トの乾かざる内に 2 号モルタル

l c m ( 保護明、を金銭押えとし銀ムラ無き様仕上げる。

( 筆者 黒川化学工業所々長〉
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壁 紙 の 値 段

有害 号 1本2採 に 付 事

￥ 300. 00 

1/ 360. 00 

1/ 410. 00  

1/ 43ο. 00 

1/  450. 00 

1/ 500. 00 

l  1/ 520. 00 

〈筆者包ヲF肱式会社勤務〉

5，000 台

10，000 1/  

40，000 11 

50，000 1/  

60，000 1/ 

70，000 1/ 

100，00o 1/ 

白 木 レ イ ヨ ンJ様 式 会 社 岡 崎 王 土 房 副 呂

E E蓋孟亙翠盟麗調

日本竹板工業株式会社日
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日 本 瓦 の 歴 史

中 野 梅 太 郎

我国に於ける古瓦の名若年に関す

る段古の文献は正合院文書正集第

七にらる。

造東大寺司、牒興福寺参事再j務所

応造瓦参万枚、男瓦玖f千枚、女

瓦を万捌 ｦ ｔＭ 枚 、 提瓦式 イ ｈｦｉｈｉｾ 枚

鐙瓦参イ白枚、字瓦参伯枚 〈中

間的 天平勝宝八年八月十四自

主.:!)l ! 正七位上諸井述道

の記事でこれによって吾々は奈良

籾の当時に於て兵の形に五種の別

あり且男瓦女瓦堤瓦鐙瓦字瓦の名

称があったきjcを知る。男瓦は後 jlt

伏せ瓦又は: J L瓦となり、女瓦( 1 : 女

板又は平瓦となり 、提瓦は棋を築

くに朋うる政斗瓦、銃瓦は巴瓦、

宇瓦はI i ! i " 草瓦を芯; 味するものであ

る事は造瓦の枚主主の関係なり叉後

の文献なりを通じてl珂かなところ

である。

メ アロ

平安時代に入って版瓦、筒瓦、

ッ，ミ ? ブミ ノｾ

提瓦、鐙瓦、守瓦とある。

? 口

取瓦は女瓦のこと、筒瓦は男瓦

の ｾｊｾ 阪も筒も守も各形状によっ

て当て朕めたと手で、筒瓦は麻呂に

通じて男性を意味した語でらろ

う。この名称は奈良) ' ，j ) l以来平安時

f ' <ふ鎌倉時ft 、室町時代を通じて

約七百年の長きにわたって使用せ

られて来たのでらった。

現在の名称では丸瓦仁男瓦、牡

瓦、〉平瓦〈女瓦、牝瓦〉、切務筏

瓦、引掛楼瓦、軒先、平唐革、接

蔚草、健頭〈万十〉庖革、一文字

軒等がるる。唐草瓦は丞れに唐草

模織のついているのが古来からの

習慣でるったため此の名がある地

方では使用されて居る所もある

が、殆んど無地唐草と な っ て い

る。布h瓦〈破風瓦、蛾苧瓦〉は切

妥屋根の妻を葺くために後瓦の右

左に垂れのついたものである。

その他に棟瓦〈紐丸I f lH辰瓦、大紐

冠、平日冠〉等がある。

民斗瓦は線組に使) I J され、 : IWM

斗、丸 Ａ�ｾ 斗、まｈＺＡｍ斗・ 、 学Ｑｍ斗、大

岡! l l t - ' l 等がある。

2 止瓦は筏瓦の表町iに愉形又は

将棋の駒形のJ突起をつけて蛮のと

り止めにしたものを云う。

口板瓦は塀や門の屋相{ f こ使う 0

5 I J . 瓦( 1 : 現在では鬼聞がなくとも鬼

瓦 αH浜〉とよび、下り棟」起を抗

) ( よ隅鬼という。 5包瓦の外に王E岳、

縦、獅子口、 御所初! 児又はJj包竜子

とよぶものもある。

民 斗 瓦 の 問 に 輸 j込」王、i 7 rbJ 

波、松JI ; 菱、第九瓦をはめこみ棟

を高〈組むこともある。また釘輩

瓦〈巴輩、両輩、関巴〉さまがもる

が; ! { 他は省間科する。

以上の他 ー 坪をＺｲｾくに喜 ｚ する筏

瓦の段数に より五六、六ilLl 、七二、

八 ｏｾ ー ＰＰ 、 一二 ｏ 、版等の

名があり 、規宇告は五六版で此れに

ついで六凶型がー脊多い。

又素地の仕上法により本両国

腐 、 両面 、 片商 Ｗｍ 害等 ー があり ｾｴ れ

は夫々規絡により 一等二等三等と

区別される。

叉生地によって区別すす1ば次の

通りである。

西京瓦〈大仏瓦〉は京都産で銀

11<. 色を楠びi耐久力強く品質( 1 : 日本

ー と云われている。

尾州瓦は愛知県知多半島l瑳で品

質西京瓦につく o

三列。l瓦は愛知県三河方面産で

多〈上等品。

係止H瓦は兵庫県産で三列.j 瓦より

やや劣る。

淡路瓦は淡路島産で貿は劣るが

大量に出来る。

菊間瓦は愛援県産で凶図、九州

で広〈使われる。

泉州瓦は大阪府産で四五〈瓦に次

ぐ良品である。

瓦 の 歴 史

l ' ヤバラ

瓦の話は必諸の迦波艇によると

いわれている。訟は加%i IAiili C申fり、

加守羅〈色申〉だともいわれてい

るが建物の外観に於ける屋桜瓦の

感じから来たものらしし、。

瓦の伝来は飛鳥時代崇峻J ミJ込の

元竿〈約千凹百年前〉飛鳥大寺造

営の為め百済よか: 来初の瓦同士l孫

奈父奴、陽n文、陵立f 文、村- 麻滑

搬の 4 名によって瓦をザp，、たと日

本f車己にあり 、J t の瓦で法興寺、

i些l天王、手、法隆寺、広隆寺、告訴安

寺と建立されて行ったと言う。又

仏教段米後聞もない時代前. 麗人に

よって教えられたとも云われる。

奈良時代に入って使用の( 随囲が

拡大され型式も日本化され技術も

進歩した。当初は瓦は主として寺

院に用いられ等院の事を一名瓦舎

とも云ったo それが大宰府の筑紫

館の様な外国の使臣を接待する殴

に用いられる機になり宮政官舎や11

社に用いられるようになった。

文武天皇の元年宮仕の官舎を瓦

主主とし聖武天皇の神的元年に 5位

以上の官民と富民に命じて板-Eを

瓦葺に更めさせている。祢徳天皇

の時 代 に東院を聴ｾｊｩＮ ( 青色の紬

薬をかけた瓦〉 の渓稿文織の瓦で
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ヨ主き、時の人は王宮 と讃えたと続

日本紀にらる。 i青丹よしJ の奈

良の者11である。

平安時代には京都の大極殿に洛

北の際ケ峰に窯を築いて焼いた碧

瓦く紬薬〉を用いたという。平安時

代の古瓦としては大和の輿福寺、

長岳寺、五智堂、当麻寺、河内の

二宮神社、山城の鳳風堂、京都下

加茂神社のものが現存 している。

鎌倉時代のもの としては、大和

東大寺大仏殿、同束事套院法筆

寺、金峰山寺、定林帯、済恩寺、

法起寺、法隆寺学問所等の古瓦が

保存されている。

室町時代に入って技術的発明が

らった。 法隆寺南大門の瓦を後花

園天: ! : J の永享八年計年の二回に

互って大和一流の瓦大工、橘古事ー

が巴瓦の釘穴をなくして英代 りに

円筒部分の内部を削って下の花

瓦〈軒草〉瓦の袖に引掛けるように

した。花瓦は底部に践のような突

出部があり 瓦座に引掛かる。南大

門が永享以来の瓦のまま現存して

いるのは此の発明による所が多い

会 員 動 静

入 会 者

と云われる。

桃山時代には金瓦と私して瓦の

表面に金箔を塗ったものが あっ

た。神社が一般に]f[ 葺になったの

もこの時代だといわれている。遺

物としては伏見城、楽楽第、山城

の浄瑠璃寺のものなどがるる。

徳川時代に入って、江戸城と英

周囲の諸侯の住宅を作る のに大量

の瓦が使用され、一般庶民の町屋

まで瓦で主主かれる様になったのは

八代吉宗の時からである。 火災が

j原繁が兵の度に江戸の大半が類焼

したので; J t の対策として吉宗は町

奉行大岡忠相と相談して防火構造

の家屋の普及を奨励 した。防火構

造と しては土液造、塗屋、瓦屋根

が取上げられて居る。

手保五年の幕府の制令に

「町中普誌の儀、土蔵造或は主金屋

並に瓦屋根に仕侠事。唯今迄は述

慮致候様相聞候。向後右之類普271

仕度と存候者は可為勝手次第{段。

皐党出火の節防にも成又は飛火為

にて有之、外にも可然儀に{民ばば

是亦勝手次第可仕事」

と従来禁示されていた庶民の瓦

屋根を解禁」つづいて亭保八年

屋敷に対して「屋敷の内を親類等

に貸し家建させ候者有之候はば瓦

主主に致可申候J と建築規則も出

ｾＭ
ｉ ｾ 。

英後党政凶年の制令で焼跡に，1 :

瓦屋根以外の建物を建てる事を禁

止し芙の替りに恩借金の制度を設

けた。止tの恩借金は今でが う奨励

金とも補助金ともいうべきも の

で、会工費の半額を給付したらし

しこの時本町二丁目の滝山繭次

兵衛という 者切棄の表半面を瓦立

とし; 裏半面を板主主にしたため「半

瓦掬次兵衛j と料名を付け られ、

是れが江戸に於ける町民の瓦廷の

初 めだといわれる。 此の様に急速

の普及をみる tこ至り技術上の改良

があった。また本主瓦では!l't }1Jが

高くっき荷重も加わる ので桟瓦の

発明がらった。これは大津石山の

西村半兵衛が発明したもので、止ヒ

処に至って瓦の技術は殆んど現代

と大差ない所まで来たの可Eある。

〈筆者ナニワ瓦杭徒会社社長〉

下京区粁小路通烏丸東入竹屋之町251( 大鳥居清也〉。

仁和歌山支部〉

二 号 会 員 ζ 本部〉 註仁〉内は紹介者名
〔株〕荊i端組和歌山県伊者s郡妙寺町39 仁薮本芳一コ。

大洋スレート〔株〕 和歌山市加納町五仁薮本芳一〉。磐城セ メシト〔株〕東区瓦町2の55三和ピル。 c株〕岡

本安達工務j古 大 正 |豆泉尾梅ノ丁4の43。 関西電力

〔株〕土木係西区大会南通l の119。桜物産 〔株〕東区

備後町3の4。曾我水道工業〔株〕福島区下福島1の8。

和田本財工芸〔株〕 阿倍野区阪南町東2のに寺井ー男〉

く京都支部コ

京都市水道工業〔株〕 京都市下京区大宮通五条下ル南

門前町儲仁佐々木米太郎〉。ミヅナ商会京都市下京区西

九条開ケ町22 仁神野信次郎〉。明手口管工業〔株〕 京都市

正 会 員仁木部〉

家本芳{吉住吉区益江東5の46 C隅田建設工業) ( 鳥居正

男〉。喜多国忠夫奈良県生駒郡北倭村南回原油〔近畿

日本鉄道土木第 1課) ( 柿原広太郎〉。小谷八平 北区堂

島浜通2の16C株大明組建設係〕仁滝亀治〉。ニ富良太郎

高槻市西五百位口無431 C特別調達局技術部〕。西村猛

尼崎市今福太司16C平辛口建設工業株〕 ω、JII)忠議〉。鉄谷

部隆三 布施市長楽寺1の27上嶋方〔今井建築研究所〕

建築と建材のカタログの印刷 専問技術者急派

株 式 曾 祉 研 文 社

大阪市北区堂山田tf 66 長崎@2056
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く上嶋武〉。渡辺悠之府下北河内郡南郷肘西諸福418

( 内藤鉄工所〕仁西田儀太郎〉。

〈京都支部〉

足立義明 京都市中京区西ノ京池ノ内町22 ( 株山田工

務! 日。岡本敬市京都市右京区花園八ツ口町7( 自蛍〕

( 市川進男コ。木村宇三郎京都市中京区西ノ京磁司町

64( 建築請負〕。小中村繁次郎京都市下京区東九条烏

丸町46( 京都建鉄株専務〕仁林太作コ。芝英智京都市

東山区山科安来中務27 ( 京高官市管財局蛍絡第1課〕。柴

岡正男京都市下京区上鳥羽城ケ前町 2 9 ( 自営〕。藤

田賢一滋賀県愛知郡業後見村善光痔〔西国建設株〕

仁広瀬健治コ。吉川友吉 京都市下京区醒ケ井通五条上

ル小泉町88
0

仁和{ 欽山支部〉

日i本 間 司 和 歌 山 市 小 松 原 通5の1仁角蹴展〉。等野慶蕨

和歌山県有問郡湯浅町浜町233 ( 株浅川組〕。宮i除助六

和歌山市北坂上町1( 自蛍〕仁厳本芳一〉。

〈兵庫支部〉

村上常一朗 神戸市灘区篠京本町3の2( 兵庫県主主喋部〕

C光安主: 光〉。

〈中国支部〉

村 上 敬 正 呉 市 西 愛 沼 町7 2 ( 呉市建設局都市計岡; m)

〈宮本進〉。

転 居 転 勤

二 号 会 員 仁木部〉

鈴木シヤタア工業〔株・) ( 株〕鈴木シヤター商会に改名。

長建設〔株〕東区高麗矯詰330 理研f鋼材〔株〕西区靭上通

1の34辻惣ピル。

仁中国支部〉

池田組三原出張所池閏興業合資会社三原出原所ニ改

名。

正 会 員 〈本部〉

有 可 芳 満 男 八 尾 市 山 本 西 通2の26。 伊 藤 幸 一 広 島

市八丁嬬2消i7k.建設広島支信設計説、く中国支部へ〉。

岩 木 凶 行 西 宮 市 鳴 尾 町 花 園64
0 大 木 浩 住 吉 区 万

代凶7米川羽虫1¥方。 加 藤 松 級 事11戸市主主合区小野摘通

7ノ1。 片 山 末 男 東 区 本 町4の1東京建物〔株〕。小林賢

三 郎 西区南海i泊三百1の42小林建設〔株〕常務。神足繁

雄 浪速区日本橋筋4の75例足建築事務所。 関口昇

札幌市北一条西2の1清水建設北海道支庖( 地方へ〉。

回中庄太郎大阪工業大学営繕線へ勤務。 中井: 善次

高425市浜ノ l可61奥村組高松支l苫 善 嗣に己主名び也方へ〉。

中烏二日1¥ 兵庫県川辺郡川西町寺畑北平 井2。 埼本勉

西区江戸燭上通2の5 日産ピル弁和建設〔拡・〕へ。

橋本政一 南区上汐町2237。 船 越 凶 郎 東 京 話1¥中央

区 室 町2の1清水建設東京本社α也方へ〉。森忠一 西宮

市霞吋45の2。 横 山 進 東 成区大今里北1の4。

( 兵庫支部〉

明星功占jli 大津市賠所 本町624鹿島建設大津作喋所〈京

都支部ヘコ。今村盛海北区小松原町30 0 S 映画劇場

〔株〕技術課仁本部ヘコ。上野誠朗山口市厳島山口

県庁建築都心や国支部ヘコ。柏貞雌神戸市灘区大石東

町1の6の2。 北方節三大新建設〔株〕に勤務。問 中治

維 名 古 屋 市 中 区 菅 原 町2の11竹中工務1苫αZ海支部〉。

山戸 善 弘 神 戸 市 兵 庫 区 嫁 本 通 リ5013正 岡 正を方。

仁中間支部〉

下 回 反 口 広 島 市 八 了 郷2消水建設〔株〕。 高木定日[ ¥

広島県佐伯郡大竹町3区 大 材 担 社 宅 。 谷 川 政 夫 広 島

市上柳町18水野工業〈株〉専務。 宮 本 進 大 之 木 産 設

〔株〕へ勤務。 向 井 武 司 東l左京矯2の23; 鈴村組〈本部

へ〉。手f I 田秀雄東区京橋2の23鈴村組〈本部ヘコ。

く和? 欽山支部〉

秋月疋兵和歌山市北奴ノ上町。奥村騎士東京高ｾ［千代

田区霞ヶ関1建設省住宅局建築脂追認・仁地方へ〉。植谷

側 JJi 手 ｕｻｾ 士山市八番 ｔＵ の ＱＶ 県蛍アパート ＱＳ 号。 主 宅

茂{ ; j . 和歌山市湊通リ寸南4の9のl 。

( 東村正文部〉

M野王山1¥ 名古屋市東区東門前1の12i 市野建築事務所。

広l¥l ，: &! t 名古屋市中区材木町1の16 ｾｬｮ 工業名古屋支

問。古田哲太郎香川県木岡部関村字問弁。

σL州支部〉

官J協lIi' l笑 福 岡 市 宕 戸 町40。 山 口 泰 夫 福 岡 県 宗 像 郡

* 郷町伊東方。

Ｈｊｩｃ者ｾ｜支部〉

山内一男舞鶴市北P l t ' l f f f ; 脊地北吸官会釘第23号。

(t也 方コ

岡村一般徳島県海部郡日和佐町桜mJ 森方。波江悌

夫神奈川県藤済市片濃町西方2193。 西 山 茂 来 京 郡

杉並ｾｾ丘持ｉｬノ内 Ｑ の ＲＳＳ 森級方。野口宏君号 徳島県海部郡

日和佐町153。 伴 仲 信 次 東 京 都 千 代 田 区 仲 間 小 川 町

3の7森田建設〔株〕

准 会 員

西 英 爾 商 凶 市 甲 子 図 口2の94。 森 閑 孝Ai 主 吹 凹 市 上

栄 町 岡 本 方 。 竹 森 義 明 利l戸市灘区原岡i通6の477

原因銭。 i 降 喜 代 次 和 松 山 県 袷 滞 郡 西 脇 野 村 字 国 之

庄。

大阪府隔がスピ J L Jl( K . K ケントク 惜4t l'tl .23 ; 4幻5
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会 務 く七Ji l it)

主 言E 会 4 8. 2時於: 朝日

青木理事外出朝日新聞社申出 に係る展覧会共催の件、

1951年スヰトカタログ防入の件入退会、会員 募 集 事

業企図失イl凶hh議

建材審査委員会 6 日2時於朝日

置 塩委員 野十8 名出席日本防水商l製造所ウオ戸 F イト

について試験の結果中陪蝦告あり 向モ ルタルに就ての

研究を続ける事に した。

住宅委員会 10 日2時於朝日

岩本外 5 委員出、委員長桐本幹事津村、渡辺氏を互

選事業企画協議した。

24日2 時 再 開 家 を 建てる心得につき新聞記耳鳴裁の

案を諭した。

理 事 会 11 日2時l六朝日

* 州副会長タト9 名出朝日新聞社申越の伎宅展開催賛成

の件、 評議員 l 名辞任柿欠に関する併に朝日事務室備

付の図書まさ迎を行う 件、出版委員委側の件、会員詮

街、市伊東局長桐本次長歓迎会開催の件、鉄鋼問題近

況剣山淵 輸 を了した。

教育委員会 12 日21待於朝日

井戸同委員外 6 名出中野理事挨拶後委員長rll 沢誠一郎

氏を選 L 、li 喋計画協議した。

九洲支部見学会記

6月9 日太宰府方面の史E古見学会を開催した当日 1 時事

務所建設業会館に集合 2 台の偽切パス に分采出発紅数点

? 婦人 も加わり宋r: 気充満好天の初夏沿道の深緑に慰めら

れつつ主催者代表薄副支部長パスガールなら. ぬオールド

ボーイ振りを発揮拍手の内に当日のプログラムと見学先

の大裂につき説明 される内約30分にして水域の城ぬtに安

治した。此城ぬtは天智天皇3竿に山 と山をを結ぶ直畝620

開高さ8 間巾20聞の大堤防を築き水を湛えて九州の探題

都督府を守護するため水城が造られたものでるる。今は

其の所々に汽卒、電車、国道等が民通し: 民東端に苅萱の関

所跡がるる、と見れば標石に黒彫らざやかに内務省主ｾ

り昔懐しさを感ずる英の前に半坪{ 立の大右の上端に7 ・8

手4立の柱棋の彫輸を見 る之HPち当時の燦石で昔を物語る

如 く今に狂いなくのこってる。 此処の隣守であった加藤

左衛門繁氏は後高野に登り苅萱道心になった人で石室丸

の哀話で余りにも有名だと問かされ、こんな所の人だっ

たかと燈台下陪しの警の如く 一同感慨無量。

止H11より更に寧を飛ばす事10分にして水域の国分寺に

到前、此処は聖武天皇天平13年勅命で創建された当時の

大伽藍で大きな礎石が完全に保存されている。 7 軍塔の
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建同と 得、合殻計部門協議会

13日2時於朝日事務所、綜合、設計側13名建材業者間IJ9

社大和理事司会の下に最近建材の紹介と劾向: lU也芯; 見

交換 5時閉会。

出版委員 20 日正午於制日

奥山委員外 6 名出委員長に小林清氏を互選eH業企脳i怠

見交換没、規の イゾデックス作成を議す。

六甲山納; 京会

昨年の味カ悲れられず本互も会勢委員会主催で27日夕

方よ り登山六甲山頂貸別在 2 戸に分宿涼風にスキヤキ

をつつき下界の苦熱を夢にして翌朝第 l 陣下山28 日午

後より第2陣登山之叉前夜と同趣向に散策にR午後に1夜

を明かし夫々愉快な 1 日を過 して英気を縫って下山し

た。会するもの30余名。

キャバレーハリ ウッド見学会

会勢委員会主催 24日2時市内道側椀i僚竹座四. ハ リウ y

f に会する者70余名設計者 中村呉氏につき建物並内部

窓涯を詳細説明聴取後見学接会複数会。

伊東局長柄本次長歓迎会

今i設大阪市建築局長に鮒壬された伊ヨ阻郎氏と同局次

長に栄進された桐本稿雅氏の歓迎会を去る28日正午よ

り市内ぬ回新道共同ピル ニュ ーオーサカで建設業協会

と本会合同主催の下に開催鴻池業会長束畑協会高l出 長

外40名出! 活主容の挨w後一同意見交換あり倣を尽して

3時頃閉会した。

跡は5nn 4商: ド心| 主の礎石は凹輸lこ4i l / l . i の住座( 士凸諭に何

れも 1300平l狗の共催の裂が泰然自若とも称すべき形で現

存している。

所川こ内務省の標杭が見られ. ) l ; の宏大さが偲ばれる。

寺内から 1ア許・り上地の谷聞に当時瓦を焼いたlilt 穴の箇

が保存されているその斜面後に凹王寺山即ち大野城跡が

ある、南西の ＱＷ 己評 ｆ 聞を 一 望に 牧 め来Ｚの構想の ［ＡＺ ｦ ｾ 大さは

思わず快哉を叫ばしめる。吾人の祖先が如何に141:大な計

画を持ち更に科学の程度が幼稚でらったl時代にも係らず

1000年の今日それ等の迫構や工法を見て感たん久しく す

ると同時に201吐紀の現在と比較して恥なきゃを感ぜずに

は居られない。

次に都府首長に専を走らせ門跡其他建物の跡を見て租ノj、

高い正Jr跡り整然と筏っている礎石を眺め只当時宏大な

建物 であったであろう ￩ ｪＮｾを想像するに止 め 他 は附記する

〈太宰府は天智天皇の御| 止都督府、鋲西府タド初酉の都、

遠の朝廷などと初、せられ九州ー! の行政、司法を総管し外交

と国防の任に当らしめ頼朝カ事西府を設置する迄股賑を

極めた所でるる〉今は都府楼と総私され夫等遺構の礎石

を眺め昔1星4方の平坦地に横22j 縦12条からな る大通の

町割に10数万の阻民が主主を連ね恰も京都市の如 き盛観さ



であった事を想像 しつつ更に 足を延ばして当日の主眼で

ある観世音寺に急く. 。

先ず隣の戒塑院より入門せんと したか門前に何処の

名刺にもよ〈ある不許登酒肉入山門の石擦が 2 つに折れ

たのが並ぺてある。お寺さんが食斜不足と時局につき何

物かを示唆されている様な感じた。

戒昼践の御堂は支那で多く見られる土閉式で、御本尊

('1国宝の如来様だが閉扉で暗くて拝観出来なかった。此

の庭にコブのついた古木がるる。 一同珍しいので眺めて

いると物知りの会員が之れ即ち菩提樹で、無数の菅は突

らば念珠玉となる名木だと教えられて 一同ハー: / ? と

感心、傍の門を入ればNPち観世音の側面でまbる。

止t寺鎮西ーの古利と寂I、せられ消水山 と号し天台宗に属

す。天智天皇 4 年斉明天皇が筑紫: 朝倉の宮で崩去された

ので供託ー追普のため開基 7 朝70年聞を経て完成したと云

う都府楼と同じく四王寺山を背景に南に拓け丘陵を隔て

て都督府正庁と東西相主主んで輸換の美を極めたであろう

事カミ幻想されるが今の建物本堂及金堂は災害のため後世

の再建にて初期の物より小さく 、粗悪なれ尖御仏像は大

造にて大なる馬頭観音様は高さ 1丈 7 少尺で租小さなも

のもあるが何しろ立錐の余地なき程多く安置されている

石田佐織の話によると此の内より東京博物館にも数躯陳

列されてある由、同師の熱心なお話と仏像の偉大さに一

種の威圧感も覚え有難さに忽ち仏心喚起して聖書し悦惚俗

編 輯 後 te

予告の通り本号は匙材特集号としζ 、従来行われなか

った新 らしい試みをやってみた。原稿は関西建材会から

提供されたものを、続集委員会で検討してかなり内容に

手を加えた。提供された原稿は走大な量で相当大幅の削

除を したカ人それでもこの様な大冊になった。そして毎

号雑誌費が大きな予算超過を している際にこの様な大冊

を発行することができたのは、建材界に相当の負担を し

て頂く ことによった。この種の企画ーについて各位の御l批

判を頂き度〈 御願いする。

街10月号は趣向を変えて古建築構築を行う予定でるる

最近の本誌は誤植が甚だ多〈申訳なく思っていたとこ

ろ、しかも8"月号では甚だ不体裁な編集をした。 例えば

石川氏の玉稿のまん 中に麗々 しく大きな 「お断り 」を出

したり、叉どの文書も段落をやたらに多く したり した。

事務員に委かせて置いて、かくなったのであるが、私の

責任は免れない。厚〈 御詑びする次第である。

〈編集委員長 白石〉

界を忘れて拝観 した。更に茶寮に保管の納曾剥舞楽園英

他種々宝物を拝観出来たのは宰であった。天下の盗品と

もなれば見る程に名作の味が湧き出る様な心安也して倦〈

事を知らす. 打ち眺め全〈百聞は一見にしかずと感嘆久 し

くした。

此寺は古図にもある如く当時似る宏壮華麗で西日本仏

教の中心地として又文化発祥の竣として大学々問所業他

暫官庁あり鎮西僧政の総管等でるった事もうなずかれる

只恨みとする所は日本の主都に遠隔なため京都や奈良の

如く建造物の現存が少〈誠に遺憾である。次に此の近く

に住われる建設業組合田中理事長の厚意により問邸に立

寄り邸内芝生に腰を下し瞥し小憩、同邸で若葉の接待を

受け、軽き疲れを医し元気回復したのは紘しい事であっ

た。此処を辞去最後のコース太宰府天満宮へ直行。途中

20分間豊島氏より山々原野に於ける古戦場の史談、を聞き

菅闘にj狩。太鼓の三連祷をi愛ば10畳余と言われる大手洗

の石鉢に身を治め修理中の使般に傾き祈l J般の案内でパ ノ

ラマ宝物等拝観、簿副支部長閉会挨拶に自由解散有意義ー

な見学の幕を閉じた。 〈支笥t委員記コ

本稿は九州支部より見学光の見取地図や写真等を添え

詳細な記事を寄せられたがいつもながら紙面の都合上縮

小割愛の止むなきに至った事をお詑申上げる。

〈本部係より〉
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